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TOSS 会員様限定の当企画（『日本教育新聞縮刷版』＋『日本教育新聞』1年分）について

子どもも教師も楽しくなる「教えるワザ」12 ヶ月

監修：TOSS 代表代行　谷  和樹

『日本教育新聞』は 2020 年 4 月より、
TOSS の教育技術や全国の活動を紹介す
る“子どもも教師も楽しくなる「教える
ワザ」１２ヶ月”を開始しました。
皆様の活動が全国の教育関係者に広が
るような連載を１２回にわたって掲載し
てまいります。ぜひご覧ください。

『日本教育新聞』８月 10・17日付け掲載より
「第５回 会話の楽しさをどの子も実感できる『TOSS型外国語指導法』とは」

※代金は消費税・送料別になります
※新聞本紙に送料はかかりません
※送料、振り込み手数料は、お客様のご負担でお願いします
※落丁、乱丁等がございましたら、返品・交換をいたします

FAX申込書

30,000

下記のお申込み用紙に必要事項をご記入の上、FAXにてご送付ください

「
そ
の
ま
ま
授
業
を
す
る
だ

け
で
子
ど
も
が
熱
中
す
る
」
と

評
判
の
授
業
フ
ァ
イ
ル
で
す
。

令
和
２
年
度
の
国
語
新
教
科

書
に
対
応
し
て
い
て
、
コ
ロ
ナ

禍
で
授
業
研
究
に
手
が
回
ら
な

い
先
生
方
に
必
須
の
ア
イ
テ

ム
。
フ
ァ
イ
ル
を
研
究
し
、
更

に
深
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

フ
ァ
イ
ル
は
全
て
「
概
要
」↓

「
時
間
経
過
を
明
記
し
た
全
発

問
」↓「
発
展
・
参
考
」
の
構
造
。
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光
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東
京
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※

そ
れ
ぞ
れ
１
〜
６
年
の
授
業

が
揃
っ
て
い
ま
す
。
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９
月
に
は
２
学
期
用
が
発
売

予
定
で
す
。
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今
月
の
教
材
紹
介

今
月
の
教
材
紹
介

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
外
国
語

指
導
は
、
英
語
で
会
話

す
る
楽
し
さ
を
実
感
で

き
る
指
導
法
で
あ
る
。

「
６
年
生
に
な
り
、

私
は
こ
れ
ま
で
と
は
比

べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ

ど
た
く
さ
ん
の
英
語
を

話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。（
中
略
）
英
語

で
話
せ
る
種
類
が
増
え

る
と
、
昨
年
ま
で
あ
っ

た
『
も
ど
か
し
さ
』
も

す
っ
か
り
無
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。『
も
ど
か

し
さ
』
と
い
う
の
は
、

本
当
に
言
い
た
い
こ
と

が
あ
る
け
れ
ど
、
英
語

で
何
と
言
っ
て
い
い
か

わ
か
ら
な
い
、
と
い
う

も
ど
か
し
さ
で
す
。
今

で
は
言
い
た
い
放
題
で

す
。
英
語
は
と
て
も
楽

し
い
の
だ
と
気
づ
き
ま

し
た
。
今
は
、
将
来
の

夢
に
つ
い
て
話
し
て
い

ま
す
。
相
手
に
よ
っ
て

会
話
の
内
容
や
話
し
方

が
変
わ
る
の
で
、
色
ん

な
人
と
話
す
と
楽
し
い

で
す
。」
６
年
生
の
子

ど
も
が
12
月
に
書
い
た

作
文
だ
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
外
国
語

指
導
は
、
一
言
で
言
う

と
、「
状
況
設
定
付
き

聞
き
話
す
同
時
指
導
」

で
あ
る
。
新
学
習
指
導

要
領
で
強
調
さ
れ
て
い

る
「
場
面
設
定
」
や
「
や

り
取
り
」
を
重
視
す
る

指
導
。
そ
れ
を
20
年
前

か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
実
践

し
て
き
た
。
英
語
を
楽

し
く
話
す
子
ど
も
の
事

実
を
つ
く
っ
て
き
た
。

６
年
生
に
「
将
来
の

夢
」
と
い
う
授
業
を
し

た
。「
サ
ッ
カ
ー
選
手
に

な
り
た
い
理
由
」
と
し

て
、
以
下
の
内
容
が
次
々

と
子
ど
も
た
ち
か
ら
出

さ
れ
た
。

A
: W

h
at d

o
 yo

u
 

w
ant to be?

B
: I 

w
ant to be a soccer 

player.
A: W

hy?
B: Because  

①I like soccer. 

②I w
a
n
t a

g
o
ld

 
m
edal. 

③S
occer is very 

exciting. 

④I h
ave

 so
cce

r
techniques. 

⑤I’ m
 good at 

soccer. 

⑥I can play soccer. 

⑦M
y favorite player 

is 

〜.

⑧Soccer player is a
hero for m

e. 

⑨ I practice soccer.

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
内
容

を
「D

o you like

〜?

」

「C
an you play

〜?

」

「W
ho is your

favorite

〜?

」
の
よ
う
に
既
習
の

疑
問
文
に
変
え
、
や
り
取

り
を
長
く
続
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
５
分
間
で
平
均

約
25
往
復
。
ス
ピ
ー
ド
の

速
い
子
で
50
往
復
の
会
話

が
続
く
。

毎
時
間
、
状
況
設
定
を

す
る
。「
変
化
の
あ
る
繰

り
返
し
」
で
練
習
す
る
。

そ
う
し
て
目
標
の
会
話
を

そ
の
時
間
の
中
で
言
え
る

よ
う
に
し
て
い
く
。
一
時

間
毎
に
、
言
え
る
対
話
が

増
え
て
い
く
。
そ
の
対
話

を
つ
な
ぐ
。
や
り
取
り
が

長
続
き
す
る
。

一
時
間
の
発
話
量
は
と

て
も
多
い
。
子
ど
も
が
考

え
た
会
話
の
つ
な
げ
方
の

工
夫
を
、
教
師
は
取
り
上

げ
て
褒
め
る
。

「
型
通
り
」
の
会
話
か
ら
、

徐
々
に
言
い
た
い
こ
と
を

自
由
に
話
せ
る
子
ど
も
が

育
つ
。

監修：TOSS 代表代行　谷  和樹

子どもも教師も楽しくなる「教えるワザ」12 ヶ月
第 5回

TOSS
Sunny

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
関
西
事
務

局
で
は
、「
向
山
行
雄
塾
」

を
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

第
七
回
目
を
迎
え
た
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
コ
ロ

ナ
禍
後
に
各
学
校
は
何

を
ど
の
よ
う
に
迎
え
る

か
」。有事

の
際
に
ど
の
よ

う
に
学
校
を
守
る
か
。

こ
れ
に
は
、
学
校
長
は

も
と
よ
り
教
務
の
危
機

管
理
能
力
が
試
さ
れ
る
。

向
山
行
雄
氏
が
全
国
連

合
小
学
校
長
会
会
長
在

任
中
に
、
東
日
本
大
震

災
が
起
き
た
。
そ
の
直
後

の
向
山
氏
の
判
断
と
行
動

は
速
か
っ
た
。
校
外
学
習

の
移
動
中
に
、
携
帯
電
話

で
各
方
面
に
指
示
を
出
し

た
と
伺
っ
た
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
感
染
対

策
で
は
、
向
山
氏
は
、
次

の
基
本
方
針
を
示
し
た
。

新
し
い
生
活
様
式
を
踏

ま
え
た
学
校
運
営
モ
デ
ル

を
各
学
校
で
構
築
せ
よ

こ
の
時
期
に
最
も
重
要

な
提
案
を
、
参
加
者
は
い

ち
早
く
具
体
的
な
形
で
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先
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>

溝
端
達
也

日本教育新聞 縮刷版令和２年版令和２年版
【縮刷版の特長】

◆義務教育の大転換期がこの一冊に
◆学校種ごとの教育課程経営がわかる
◆教科・領域の参考実践を収録
◆PTAの学習・研修活動に最適

『日本教育新聞』創刊75周年を記念し、縮刷版をご購入いただいた方に、『日本教育新聞』本紙
を1年間無料でお届けする特別企画を実施中！ この機会にぜひご利用ください。

毎週発行・配送！

（年間購読料（税込）33,000円→１年間無料）

※画像は令和元年版です。

※画像は令和元年版です。

※全国学校図書館協議会 選定図書（申請中）

30,000 円
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回
目
を
迎
え
た
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
コ
ロ

ナ
禍
後
に
各
学
校
は
何

を
ど
の
よ
う
に
迎
え
る

か
」。有事

の
際
に
ど
の
よ

う
に
学
校
を
守
る
か
。

こ
れ
に
は
、
学
校
長
は

も
と
よ
り
教
務
の
危
機

管
理
能
力
が
試
さ
れ
る
。

向
山
行
雄
氏
が
全
国
連

合
小
学
校
長
会
会
長
在

任
中
に
、
東
日
本
大
震

災
が
起
き
た
。
そ
の
直
後

の
向
山
氏
の
判
断
と
行
動

は
速
か
っ
た
。
校
外
学
習

の
移
動
中
に
、
携
帯
電
話

で
各
方
面
に
指
示
を
出
し

た
と
伺
っ
た
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
感
染
対

策
で
は
、
向
山
氏
は
、
次

の
基
本
方
針
を
示
し
た
。

新
し
い
生
活
様
式
を
踏

ま
え
た
学
校
運
営
モ
デ
ル

を
各
学
校
で
構
築
せ
よ

こ
の
時
期
に
最
も
重
要

な
提
案
を
、
参
加
者
は
い

ち
早
く
具
体
的
な
形
で
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

<m
izohata.tatsuya@

to
ss2.com

>
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特
集
・「
授
業
の
腕
を
上
げ
る
」実
践
的
処
方
箋

かるた」
の問題だった」

すべての子供の学力を保障する

教育 11
2021

No.539
November

教育技術研究所

特集

令和3年10月15日発行（毎月1回15日発行）第539号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育・・・安原昭博
プロが教える“教室でできる作業療法”・・・福田恵美子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
酒井式絵画指導

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語　「かん字のはなし」　　 算数　「ひきざん（減々法）」
小学2年　国語　「かたかな集め」　　　 算数　「図形の定義」
小学3年　国語　「すがたをかえる大豆」 算数　「かけ算のひっ算」
小学4年　国語　「世界にほこる和紙」　 算数　「局面の限定」
小学5年　国語　「『春暁』を読む」　　  算数　「平均」
小学6年　国語　「『鳥獣戯画』を読む」  算数　「比例の利用」

中学校の授業実践
美術　「授業へのやる気を上げる西洋絵画かるた」
社会　「単語を書けない生徒は書く以前の問題だった」

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の

ウェブサイトです！

「授業の腕を上げる」
実践的処方箋

どうしてあの先生は子供たちに人気なの？

小さい秋みつけた！
子供たちの笑顔のために
授業の腕を上げる！
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タイアップ企画

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。

アルファベットスキル�
（音声CD付）
特別価格　330円�
（税込・定価350円＋500円のところ）
特典：特別価格＋音声CDプレゼント
パスワード：i9lwe5

学習テ�ンプレート／
トレースくん（セット）

特別価格　9,500円
（税込・定価：10,500円のところ）
特典：セットでの特別価格
パスワード：drighf

教育技術
研究所

『教育トー
ク

ライン』＆＆

12月号
で紹介！

一筆箋（同種3冊セット）
特別価格　490円
（税込・定価：600円のところ）
特典：�同種3冊セットでの特別価格
パスワード：phnsby

10月号
で紹介！

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2021年９月15日～12月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

お申込み先

とってもお得な

今月のご紹介教材

タブレット活用は、「手に取る」ことか
ら始まる。子供たちにも、教師自身にも、
タブレット端末を手に取りやすい環境をつ
くることが大切だ。教室の環境面しかり、
システム面しかりである。

とはいえ、アナログな世界の魅力も忘れ
たくない。ゆえに「読書」を大切にしてい
る。シーンとした静寂が心地よい。

↑教室後方のロッカー。
タブレットを机にしまわせたいので、教科書類をロッカー
にしまうようにさせている。休み時間に準備をするように
していれば、教科書が机の中になくても困らない。写真の
空いているところには、ふだん、ランドセルが収納されて
いる。

愛知県名古屋市立浮野小学校 堂
どう

前
まえ

直
なお

人
と

教室の
風景

↑タブレットの保管庫。
教室の前面に設置されている。毎朝、連絡帳を書き終えた子から、
タブレットを取りに行く。しまう順番を指定していないので、手前
のものから取り、持ち主に配ってくれている。取り出すのも片付け
るのも、所要時間は２分くらい。特に負担感もない。

↑教室の本棚。
デジタル媒体が注目されているが、アナログな媒体も必要である。毎朝、
「読書」の時間を取り入れている。クラスには様々な子がいるので、低
学年向きのものから高学年向きのものまで、学年にこだわらずに置いて
いる。司書の先生に協力してもらい、時期や学習内容に合った本を入れ
替えながら置いておく。やはり、人気があるのは、学習漫画。

↑教室で使用している教師用のタブレットPC。
デジタル教科書も、算数、理科、社会、外国語と可能な範囲で
導入している。子供たちの学習のデジタル化と同時に、教師の
指導のデジタル化も必須である。使用せずとも授業はできるが、
多少不慣れでも使ってみることで分かってくることも多い。

教育のデジタル化が進んでいる。教室もそれに合
わせたアップデートが必要だ。まずは、タブレット。
毎日パッと活用できるように、意識して教室を整
備している。
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一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真
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ャ
ッ
プ
が
あ
っ
た
方
が
楽
し
い
。

　

教
室
に
全
部
ば
ら
ま
く
。
そ
し
て
、

　
「
こ
れ
で
自
由
に
何
か
作
っ
て
ご
ら
ん
」

程
度
の
ゆ
る
い
指
示
を
出
す
。

　

た
だ
し
、
投
げ
る
の
は
禁
止
す
る
。
ま
た
、

今
な
ら
、
あ
ま
り
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
エ
リ

ア
を
分
け
る
な
ど
の
配
慮
も
し
た
い
。

子
供
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
て
動

き
出
す
。
ま
さ
に
創
作
意
欲
が
か
き
た
て
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　

で
き
る
だ
け
高
く
積
み
上
げ
よ
う
と
す
る
子
。

　

文
字
を
つ
く
る
子
。

　

建
物
を
作
る
子
。

　

同
じ
色
に
こ
だ
わ
る
子
。

　

い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
お
互
い
を
刺
激

す
る
。

　

片
付
け
は
、
ほ
う
き
と
ち
り
と
り
で
回
収
さ

せ
る
。
こ
れ
も
面
白
い
よ
う
だ
。

　

実
践
後
は
「
ま
た
や
り
た
い
コ
ー
ル
」
が
出
る
。

微差力
教師の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
部
屋

ペッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャッ
プ
で
教
室
を
異
次
元
空
間
に
し
よ
う
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
青
梅
教
育
サ
ー
ク
ル　

村む
ら

野の

聡さ
と
し

対
象
学
年
・
準
備
物

1
　

全
学
年
対
象
（
本
実
践
は
二
年
生
）

　

大
量
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ

ア
イ
デ
ィ
ア
の
ね
ら
い

2
　

生
活
科
や
図
工
の
授
業
と
し
て
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
創
作
活
動

を
行
う
。ポ

イ
ン
ト

3
　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
は
、
学
校
に
よ
っ

て
は
回
収
し
て
集
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
だ

ろ
う
。
業
者
に
渡
し
て
し
ま
う
前
に
、
事
務
室

に
お
願
い
し
て
教
室
で
使
わ
せ
て
も
ら
う
。

　

で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ



2

１　

思
考
の
足
場
を
示
し
た
上
で
の
活
動

　

五
年
生
の
三
角
形
と
四
角
形
の
面
積
の
学
習
。

　
平
行
四
辺
形
・
三
角
形
・
台
形
・
ひ
し
形
の

面
積
の
求
め
方
を
考
え
さ
せ
る
。
い
き
な
り
ぶ

っ
放
す
わ
け
で
は
な
い
。
黒
板
の
左
端
の
部
分

に
、
黄
色
の
チ
ョ
ー
ク
で
思
考
の
足
場
を
明
記

し
て
あ
る
（
左
記
の
丸
囲
み
参
照
）。

　
こ
の
学
習
で
は
、
既
習
の
図
形
に
「
変
形
」

さ
せ
、
ど
の
辺
が
既
習
の
図
形
の
ど
の
辺
に
当

た
る
の
か
「
当
て
は
め
」
さ
せ
、「
公
式
」
へ

と
一
般
化
さ
せ
る
。

　
次
頁
の
写
真
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
角
形
の
面
積
、

台
形
の
面
積
の
学
習
に
お
け
る
板
書
で
あ
る
。

　
思
考
の
足
場
を
示
し
た
上
で
活
動
さ
せ
る
。

そ
し
て
、
黒
板
に
自
分
の
考
え
を
表
現
さ
せ
る
。

三
角
形
の
学
習
の
後
に
台
形
の
学
習
を
し
た
の

だ
が
、
明
ら
か
に
考
え
方
が
よ
り
柔
軟
に
な
っ

て
い
る
の
が
分
か
る
。
台
形
の
学
習
で
は
一
〇

通
り
を
超
え
る
求
め
方
が
出
て
い
た
。

　
子
供
た
ち
は
、「
と
に
か
く
意
見
を
言
い
た

い
！

　
発
表
し
た
い
！
」
と
い
う
熱
中
ぶ
り
で

あ
っ
た
。

２　

黒
板
を
開
放
し
、
共
通
性
を
見
出
さ
せ
る

　

下
記
の
写
真
は
、「
円
周
の
長
さ
は
直
径
の

何
倍
に
な
っ
て
い
る
か
」
を
調
べ
さ
せ
た
時
の

板
書
で
あ
る
。

　
直
径
の
長
さ
の
測
り
方
と
円
周
の
長
さ
の
測

り
方
を
確
認
し
た
後
に
、
次
の
指
示
を
出
し

た
。　

教
室
に
あ
る
物
の
円
周
の
長
さ
と
直
径

の
長
さ
を
測
り
な
さ
い
。
円
周
の
長
さ
は

板書術・
ノート術

超凄腕

石
川
県
金
沢
市
立
千
坂
小
学
校

　
石い

し

坂ざ
か

　
陽あ

き
ら

子供が

変わる
！

授業が
変わる！

黒
板
を
子
供
に
積
極
的
に
開
放
す
る

黒
板
は
、
積
極
的
に
子
供
に
使
わ
せ
る
。
そ
の
際
、
思
考
の
足
場
を
示
す
な
ど
、
考

え
の
土
台
を
揃
え
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。



一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真

  2021. 113

直
径
の
長
さ
の
何
倍
に
な
っ
て
い
る
か
求

め
な
さ
い
。
ノ
ー
ト
に
書
い
た
ら
、
黒
板

に
書
き
な
さ
い
。

　
子
供
た
ち
は
、
我
先
に
と
長
さ
や
何
倍
に
な

っ
て
い
る
か
を
調
べ
、
黒
板
に
書
い
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
次
の
発
問
を
し
た
。

　
円
周
の
長
さ
は
、
直
径
の
長
さ
の
お
よ

そ
何
倍
と
言
え
ま
す
か
？

　
約
三
・
一
倍
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
出
た
。

３　

ま
と
め
テ
ス
ト
対
策

　
年
度
末
の
ま
と
め
テ
ス
ト
。
出
題
範
囲
が
膨

大
で
あ
る
。
対
策
が
難
し
い
。

　
左
記
の
写
真
は
、
教
科
書
巻
末
の
ど
の
問
題

が
、
ま
と
め
テ
ス
ト
に
類
題
と
し
て
出
る
か
示

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
す
れ
ば
、
算
数
が
苦
手
な
子
供
も
、
テ

ス
ト
勉
強
を

し
て
成
果
を

挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。

台形の面積

三角形の面積



大成功の
絵画工作
授業

4

低
学
年
の
大
作
「
お
む
す
び
コ
ロ
リ
ン
」

を
征
服
し
よ
う

─
多
様
な
ポ
ー
ズ
を
、
丁
寧
に
、
そ
し
て
楽
し
く
描
き
進
め
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
─

酒
井
式
描
画
指
導
法　

酒さ
か

井い 

臣し
ん

吾ご

⑴�

黄
ボ
ー
ル
紙
（
四
ツ
切
）
に
チ
ョ
ー
ク
で
縦

穴
を
描
く
（
鉛
筆
で
も
可
）。

⑵�

そ
の
周
囲
に
部
屋
を
描
く
（
な
る
べ
く
大
き

な
部
屋
に
す
る
こ
と
）。

⑶
部
屋
を
つ
な
ぐ
（
縦
横
に
つ
な
ぐ
）。

⑷�

土
色
を
塗
る
（
色
は
、
青
、
緑
、
茶
、
紫
な

ど
に
少
し
黒
を
入
れ
る
こ
と
）。

⑸�
地
上
の
部
分
を
描
き
着
色
す
る
。
お
じ
い
さ

ん
は
直
に
描
い
て
も
よ
い
し
、
他
の
紙
に
描

い
て
切
り
貼
り
し
て
も
よ
い
。

　

空
や
花
は
、
地
上
の
明
る
さ
を
強
く
出
す
よ

う
白
、
空
色
。
草
花
は
重
色
す
る
。

⑹�

ね
ず
み
た
ち
を
描
く
。
ど
ん
な
ポ
ー
ズ
も
描

け
る
よ
う
に
下
図
B
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。
頭

部
、
胴
体
、
手
先
を
描
い
て
つ
な
ぐ
、
足
先

を
描
い
て
つ
な
ぐ
、
尾
を
描
く
。
こ
の
順
を

覚
え
て
し
ま
う
ま
で
練
習
す
る
。

　

な
お
、
上
の
⑵
と
⑶
は
低
学
年
で
は
失
敗
し

や
す
い
の
で
、
教
師
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ

⑴⑵⑶

⑷⑸⑹

🄐上の３つのポーズから選んでも良いし、
この他のポーズでもよい。
描く順序は「頭部」「胴体」「手を配置し
てつなぐ」「足を配置してつなぐ」の酒井
式で。

🄐

🄑ねずみはこの絵のテーマにつながる主
役である。スラスラと描けるようになる
までトレーニングをしよう。
コツは、まず教師がしっかり練習して子
供たちを褒め続けることである。

🄑
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る
。

　

着
色
材
料
は
、
一
番
良
い
の
が
絵
の
具
で
あ

る
。
低
学
年
に
絵
の
具
を
使
わ
せ
な
い
学
校
の

場
合
は
、
ク
ー
ピ
ー
や
色
鉛
筆
で
濃
く
し
っ
か

り
と
着
色
さ
せ
る
こ
と
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
で
き
れ
ば
部
分
的
に
ポ

ス
カ
や
色
マ
ッ
キ
ー
を
使
わ
せ
る
と
画
面
が
豊

か
に
な
る
。

人
や
動
物
を
描
く
場
合
に
一
番
大
切
な

こ
と
は
、
そ
の
生
命
感
を
描
く
こ
と
で
あ

る
。
い
く
ら
形
が
整
っ
て
い
て
も
、
マ
ネ

キ
ン
人
形
や
ぬ
い
ぐ
る
み
の
よ
う
で
あ
っ

て
は
困
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
生
命
感
を
表
現
す
る
た
め
に
最

も
大
切
な
部
分
は
ど
こ
か
─
─
顔
も
手
も

足
も
尾
も
み
ん
な
大
切
で
あ
る
。
し
か

し
、
ひ
と
つ
だ
け
と
言
わ
れ
た
ら
、
そ
れ

は
や
っ
ぱ
り
目
で
あ
る
と
い
え
る
。

上
の
動
物
た
ち

の
目
の
描
き
方
を

見
て
い
た
だ
き
た

い
。
私
が
一
番
大

切
に
表
現
し
た
の

が
、
こ
の
八
匹
の

ね
ず
み
た
ち
の
目

で
あ
る
。

初
心
者
の
た
め
の

　
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

🄒

🄒おじいさんがねずみたちの歌を聞いている場面。ねずみ
たちを大きめに描いたところが良い。
🄓大人のねずみは仕事をし、子供のねずみは大人のねずみ
をつなぐように描き加えたところが良い。

🄓

🄔ねずみたちの「目」がとても描きにくいが、ここをしっ
かり描かせないと画面が締まらない。白眼や黒眼、そして
耳の赤い部分は、ポスカでしっかり描かせよう。

🄔

※�

デ
ジ
タ
ル
版
で
拡
大
し
て
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。



デジタル連動

デジタル・トークライン　http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「読解力を身に付けられる教材」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。

12

写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

2021
月号11

14　「授業の十の原則」を技能化できるまで、繰り返し読み込む	 松﨑　力

15　テープ起こしが必要だ	 堂前直人

16　子供たちを叱る前に、教師が「所・時・物」をしっかり確保しているかを確認する 	 林　健広

17　日常の場面を想定する	 石坂　陽

18　検定で授業力が高まる３つの理由	 長谷川博之

19　D表技能を身に付けた教師が教壇に立つと、空気が変わる	 小嶋悠紀

20　授業技量の「瞬間風速」を乗り越えよ 	 許　鍾萬

21　日本一の「授業者」になる！　と誓う 	 岩永将大

22　「もっともらしい、なくてもいい言葉」を探す経験が授業力を高める	 松島博昭

23　作業指示→確認→評価のサイクルを高速で回転させる 	 平田千晶

24　相談を取り入れて、高校生も全員参加の授業に	 松浪由起

25　挙手指名しないで列指名しよう	 星野優子

26　板書ばかりしないで子供を見よう	 太田政男

27　時間差が生じる指示の出し方がポイントである 	 上木信弘

10　オピニオン　今、教育界で起こっていること	 谷　和樹

　　「ハイブリッド化」のための初歩的なICT機器知識＝谷の機材を紹介（その１）

1　教師の微差力 　村野　聡

2　子供が変わる！　授業が変わる！　超凄腕　板書術・ノート術 　石坂　陽

4　大成功の絵画工作授業 　酒井臣吾

9　向山洋一に聞く　教育Q&A
　 第27回　A　向山洋一

No.539

C O N T E N T S
表紙：信吉

特集

巻頭
論文

どうしてあの先生は子供たちに人気なの？

「授業の腕を上げる」 
実践的処方箋



①本誌の内容の全部または一部を無断でインターネット等で転載することを禁じます。②向山著作をはじめとするTOSS関連論文を追試、その他の名目
でインターネット上で公開することも禁じます。③授業または研究等で必要な場合は、TOSS最高顧問向山洋一までご連絡下さい。④著作権法を無視し
続けた場合には、法的措置を取らせていただきます。

注
意

78 ◆ TOSS最新セミナー情報　手塚美和
78 ◆ 全国のTOSSサークル紹介 　五十嵐勝義/大川雅也
79 ◆ 向山・谷日記　向山洋一／谷　和樹
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／編集後記／次号予告

向山型に挑戦！　 
国語・算数の難問良問

48　木村重夫

授業が激変！　TOSS教材活用法 
クラス全員が熱中するこの教材！

54　郡司崇人
55　橋本拓弥
55　佐藤祐三
56　塩谷直大

特別支援教育　 
専門家の視点&全国で大人気　 
“特別支援教育の指導システム”

50　安原昭博
51　小嶋悠紀
52　太田政男
53　福田恵美子

働き方改革！　 
教師が「やりがい」と向き合うために

57　井上　武
58　石坂　陽
59　清水拓人
60　小塚祐爾
61　A 中井　光

授業技量向上の法則

62　染谷　樹
63　長谷川博之
64　谷　和樹
65　伴　一孝
66　板倉弘幸
67　椿原正和

道標：教師としての高みを目指して

68　向山行雄
70　西阪　昇
72　戸井和彦

特
別
連
載

人気女性ライター　 
トークラインだけの裏話

74　師尾喜代子
75　佐桑　徹

社会貢献活動への 
取り組み

76　村野　聡

国算　現在進行形の教科書単元
すぐに追試できる開始15分間の発問

40 理科 ５年「電磁石のはたらき」の
基礎基本� 蔭西　孝

41 理科 ５年「電磁石のはたらき」の 
アクティブ・ラーニング � 蔭西　孝

「基礎・基本の授業例」と 
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

42 道徳 情報モラル教材の不足は、 
学習サイトの活用で補う� 津田泰至

43 英語 授業に見通しをもつことが 
教科書の難しさを緩和する� 井戸砂織

44
プログラ
ミング

「振動センサー」を授業する 
〜３年理科「豆電球」 � 塩谷直大

新学習指導要領対応　道徳・英語・ 
プログラミングの授業実践

46 美術 授業へのやる気を上げる 
西洋絵画かるた � 滝澤奈桜

47 英語 単語を書けない生徒は書く以前の 
問題だった� 森田健雄

中学校でのTOSS実践

28
１
年

国語 かん字のはなし 
� 安江　愛

29 算数 「ひきざん」（減々法） 
� 下山てるみ

30
２
年

国語 かたかなをすらすら文中で 
使えるようにする� 勇　和代

31 算数 図形の定義は確実に定着  
� 奥田嚴文

32 ３
年

国語 「すがたをかえる大豆」 
� 加藤綾乃

33 算数
かけ算のひっ算 
� 田丸義明

34
４
年

国語 世界にほこる和紙 
� 原田朋哉

35 算数
「隠す」という局面の限定 
� 石坂　陽

36 ５
年

国語 古典の世界（二）「春暁」を読む 
� 竹岡正和

37 算数
「平均」難所は２つ  
� 林　健広

38 ６
年

国語 「『鳥獣戯画』を読む」 
� 三浦宏和

39 算数
「比例の利用」は子供に 
解き方を委ねる � 河野健一



お得が
 いっぱい！

お試し版も
はじめました！

今すぐアクセス！

ID・パスワードなしで見られる
お試しページを開設しました。
周囲の方に、ぜひ、ご紹介ください‼

谷編集長の濃厚すぎる5分間そのほかの内容は p.80 をご覧ください。
とてつもなく大好評！ TOSS教師Q&A

ダウンロード 
コンテンツも 
満載！

本誌 PDF データも 
ダウンロードできます！

56 ページの連動企画
では、そのまま使え
る資料をダウンロー
ドできます！

アクセス方法
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリックし、 
ID とパスワードを入力してください。
※ TOSS-SNS に入会されている方は、 
　 SNS からアクセスできます。

今、ここでしか
見られない動画！

３か月の
期間限定

公開！  

トップペー
ジの下に 
あるこの 
バナーを 

クリック！

デジタルトークライン 検索http://talkline.tos-land.net

Digital Talkline

購読者限定WEBサー
ビス

購読者限定WEBサー
ビス

今月のトークラインID・パスワード

f 2 d c k 7
（エフ・に・デー・シー・ケー・なな）
ID：TL11 ※有効期間：

　2021年10月15日〜
　2022年1月14日

読解力を身に付けられる教材植物の観察カードの指導

TOSS代表
向山  洋一 

TOSS代表代行
谷   和樹

TOSS 会員様限定の当企画（『日本教育新聞縮刷版』＋『日本教育新聞』1年分）について

子どもも教師も楽しくなる「教えるワザ」12 ヶ月

監修：TOSS 代表代行　谷  和樹

『日本教育新聞』は 2020 年 4 月より、
TOSS の教育技術や全国の活動を紹介す
る“子どもも教師も楽しくなる「教える
ワザ」１２ヶ月”を開始しました。
　皆様の活動が全国の教育関係者に広が
るような連載を１２回にわたって掲載し
てまいります。ぜひご覧ください。

『日本教育新聞』８月 10・17日付け掲載より
「第５回 会話の楽しさをどの子も実感できる『TOSS型外国語指導法』とは」

　         

※代金は消費税・送料別になります
※新聞本紙に送料はかかりません
※送料、振り込み手数料は、お客様のご負担でお願いします
※落丁、乱丁等がございましたら、返品・交換をいたします

FAX申込書

30,000

下記のお申込み用紙に必要事項をご記入の上、FAXにてご送付ください

　

「
そ
の
ま
ま
授
業
を
す
る
だ

け
で
子
ど
も
が
熱
中
す
る
」
と

評
判
の
授
業
フ
ァ
イ
ル
で
す
。

　
令
和
２
年
度
の
国
語
新
教
科

書
に
対
応
し
て
い
て
、
コ
ロ
ナ

禍
で
授
業
研
究
に
手
が
回
ら
な

い
先
生
方
に
必
須
の
ア
イ
テ

ム
。
フ
ァ
イ
ル
を
研
究
し
、
更

に
深
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

フ
ァ
イ
ル
は
全
て
「
概
要
」↓

「
時
間
経
過
を
明
記
し
た
全
発

問
」↓「
発
展
・
参
考
」
の
構
造
。

・
光
村
図
書
11
フ
ァ
イ
ル

・
教
育
出
版
７
フ
ァ
イ
ル

・
東
京
書
籍
9
フ
ァ
イ
ル

※

そ
れ
ぞ
れ
１
〜
６
年
の
授
業

が
揃
っ
て
い
ま
す
。

■
１
フ
ァ
イ
ル
４
０
０
円
（
税
込
）

　
９
月
に
は
２
学
期
用
が
発
売

予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

教
育
技
術
研
究
所

０
１
２
０
・
０
０
・
６
５
・
６
４

https://www.tiotoss.jp/ 

今
月
の
教
材
紹
介

今
月
の
教
材
紹
介

　
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
外
国
語

指
導
は
、
英
語
で
会
話

す
る
楽
し
さ
を
実
感
で

き
る
指
導
法
で
あ
る
。

　　

「
６
年
生
に
な
り
、

私
は
こ
れ
ま
で
と
は
比

べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ

ど
た
く
さ
ん
の
英
語
を

話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。（
中
略
）
英
語

で
話
せ
る
種
類
が
増
え

る
と
、
昨
年
ま
で
あ
っ

た
『
も
ど
か
し
さ
』
も

す
っ
か
り
無
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。『
も
ど
か

し
さ
』
と
い
う
の
は
、

本
当
に
言
い
た
い
こ
と

が
あ
る
け
れ
ど
、
英
語

で
何
と
言
っ
て
い
い
か

わ
か
ら
な
い
、
と
い
う

も
ど
か
し
さ
で
す
。
今

で
は
言
い
た
い
放
題
で

す
。
英
語
は
と
て
も
楽

し
い
の
だ
と
気
づ
き
ま

し
た
。
今
は
、
将
来
の

夢
に
つ
い
て
話
し
て
い

ま
す
。
相
手
に
よ
っ
て

会
話
の
内
容
や
話
し
方

が
変
わ
る
の
で
、
色
ん

な
人
と
話
す
と
楽
し
い

で
す
。」
６
年
生
の
子

ど
も
が
12
月
に
書
い
た

作
文
だ
。

　

　
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
外
国
語

指
導
は
、
一
言
で
言
う

と
、「
状
況
設
定
付
き

聞
き
話
す
同
時
指
導
」

で
あ
る
。
新
学
習
指
導

要
領
で
強
調
さ
れ
て
い

る
「
場
面
設
定
」
や
「
や

り
取
り
」
を
重
視
す
る

指
導
。
そ
れ
を
20
年
前

か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
実
践

し
て
き
た
。
英
語
を
楽

し
く
話
す
子
ど
も
の
事

実
を
つ
く
っ
て
き
た
。

　
６
年
生
に
「
将
来
の

夢
」
と
い
う
授
業
を
し

た
。「
サ
ッ
カ
ー
選
手
に

な
り
た
い
理
由
」
と
し

て
、
以
下
の
内
容
が
次
々

と
子
ど
も
た
ち
か
ら
出

さ
れ
た
。

A
: W

h
at d

o
 yo

u
 

w
ant to be?

　

B
: I 

w
ant to be a soccer 

player.

　

A: W
hy?

B: Because  

①I like soccer. 

②I w
a
n
t a

 g
o
ld

 
m
edal. 

③S
occer is very 

exciting. 

④I h
ave

 so
cce

r 
techniques. 

⑤I’ m
 good at 

soccer. 

⑥I can play soccer. 

⑦M
y favorite player 

is 

〜.

⑧Soccer player is a 
hero for m

e. 

⑨ I practice soccer.
 

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
内
容

を
「D

o you like

〜?

」

「C
an you play

〜?

」

「W
ho is your favorite

〜?

」
の
よ
う
に
既
習
の

疑
問
文
に
変
え
、
や
り
取

り
を
長
く
続
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
５
分
間
で
平
均

約
25
往
復
。
ス
ピ
ー
ド
の

速
い
子
で
50
往
復
の
会
話

が
続
く
。　

毎
時
間
、
状
況
設
定
を

す
る
。「
変
化
の
あ
る
繰

り
返
し
」
で
練
習
す
る
。

そ
う
し
て
目
標
の
会
話
を

そ
の
時
間
の
中
で
言
え
る

よ
う
に
し
て
い
く
。
一
時

間
毎
に
、
言
え
る
対
話
が

増
え
て
い
く
。
そ
の
対
話

を
つ
な
ぐ
。
や
り
取
り
が

長
続
き
す
る
。

　
一
時
間
の
発
話
量
は
と

て
も
多
い
。
子
ど
も
が
考

え
た
会
話
の
つ
な
げ
方
の

工
夫
を
、
教
師
は
取
り
上

げ
て
褒
め
る
。

  「
型
通
り
」
の
会
話
か
ら
、

徐
々
に
言
い
た
い
こ
と
を

自
由
に
話
せ
る
子
ど
も
が

育
つ
。

監修：TOSS 代表代行　谷  和樹

子どもも教師も楽しくなる「教えるワザ」12 ヶ月
第 5回

TOSS
Sunny

　
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
関
西
事
務

局
で
は
、「
向
山
行
雄
塾
」

を
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

第
七
回
目
を
迎
え
た
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
コ
ロ

ナ
禍
後
に
各
学
校
は
何

を
ど
の
よ
う
に
迎
え
る

か
」。

　
有
事
の
際
に
ど
の
よ

う
に
学
校
を
守
る
か
。

こ
れ
に
は
、
学
校
長
は

も
と
よ
り
教
務
の
危
機

管
理
能
力
が
試
さ
れ
る
。

向
山
行
雄
氏
が
全
国
連

合
小
学
校
長
会
会
長
在

任
中
に
、
東
日
本
大
震

災
が
起
き
た
。
そ
の
直
後

の
向
山
氏
の
判
断
と
行
動

は
速
か
っ
た
。
校
外
学
習

の
移
動
中
に
、
携
帯
電
話

で
各
方
面
に
指
示
を
出
し

た
と
伺
っ
た
。

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
感
染
対

策
で
は
、
向
山
氏
は
、
次

の
基
本
方
針
を
示
し
た
。

    

新
し
い
生
活
様
式
を
踏

ま
え
た
学
校
運
営
モ
デ
ル

を
各
学
校
で
構
築
せ
よ

　
こ
の
時
期
に
最
も
重
要

な
提
案
を
、
参
加
者
は
い

ち
早
く
具
体
的
な
形
で
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

<m
izohata.tatsuya@

to
ss2.com

>

　
溝
端
達
也

日本教育新聞 縮刷版令和２年版令和２年版
【縮刷版の特長】

◆義務教育の大転換期がこの一冊に
◆学校種ごとの教育課程経営がわかる
◆教科・領域の参考実践を収録
◆PTAの学習・研修活動に最適

　『日本教育新聞』創刊75周年を記念し、縮刷版をご購入いただいた方に、『日本教育新聞』本紙
を1年間無料でお届けする特別企画を実施中！　この機会にぜひご利用ください。

毎週発行・配送！ 

（年間購読料（税込）33,000円→１年間無料）

※画像は令和元年版です。
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TOSS代表
向山  洋一 

TOSS代表代行
谷   和樹

TOSS 会員様限定の当企画（『日本教育新聞縮刷版』＋『日本教育新聞』1年分）について

子どもも教師も楽しくなる「教えるワザ」12 ヶ月

監修：TOSS 代表代行　谷  和樹

『日本教育新聞』は 2020 年 4 月より、
TOSS の教育技術や全国の活動を紹介す
る“子どもも教師も楽しくなる「教える
ワザ」１２ヶ月”を開始しました。
　皆様の活動が全国の教育関係者に広が
るような連載を１２回にわたって掲載し
てまいります。ぜひご覧ください。

『日本教育新聞』８月 10・17日付け掲載より
「第５回 会話の楽しさをどの子も実感できる『TOSS型外国語指導法』とは」

　         

※代金は消費税・送料別になります
※新聞本紙に送料はかかりません
※送料、振り込み手数料は、お客様のご負担でお願いします
※落丁、乱丁等がございましたら、返品・交換をいたします

FAX申込書

30,000

下記のお申込み用紙に必要事項をご記入の上、FAXにてご送付ください

　

「
そ
の
ま
ま
授
業
を
す
る
だ

け
で
子
ど
も
が
熱
中
す
る
」
と

評
判
の
授
業
フ
ァ
イ
ル
で
す
。

　
令
和
２
年
度
の
国
語
新
教
科

書
に
対
応
し
て
い
て
、
コ
ロ
ナ

禍
で
授
業
研
究
に
手
が
回
ら
な

い
先
生
方
に
必
須
の
ア
イ
テ

ム
。
フ
ァ
イ
ル
を
研
究
し
、
更

に
深
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

フ
ァ
イ
ル
は
全
て
「
概
要
」↓

「
時
間
経
過
を
明
記
し
た
全
発

問
」↓「
発
展
・
参
考
」
の
構
造
。

・
光
村
図
書
11
フ
ァ
イ
ル

・
教
育
出
版
７
フ
ァ
イ
ル

・
東
京
書
籍
9
フ
ァ
イ
ル

※

そ
れ
ぞ
れ
１
〜
６
年
の
授
業

が
揃
っ
て
い
ま
す
。

■
１
フ
ァ
イ
ル
４
０
０
円
（
税
込
）

　
９
月
に
は
２
学
期
用
が
発
売

予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

教
育
技
術
研
究
所

０
１
２
０
・
０
０
・
６
５
・
６
４

https://www.tiotoss.jp/ 

今
月
の
教
材
紹
介

今
月
の
教
材
紹
介

　
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
外
国
語

指
導
は
、
英
語
で
会
話

す
る
楽
し
さ
を
実
感
で

き
る
指
導
法
で
あ
る
。

　　

「
６
年
生
に
な
り
、

私
は
こ
れ
ま
で
と
は
比

べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ

ど
た
く
さ
ん
の
英
語
を

話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。（
中
略
）
英
語

で
話
せ
る
種
類
が
増
え

る
と
、
昨
年
ま
で
あ
っ

た
『
も
ど
か
し
さ
』
も

す
っ
か
り
無
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。『
も
ど
か

し
さ
』
と
い
う
の
は
、

本
当
に
言
い
た
い
こ
と

が
あ
る
け
れ
ど
、
英
語

で
何
と
言
っ
て
い
い
か

わ
か
ら
な
い
、
と
い
う

も
ど
か
し
さ
で
す
。
今

で
は
言
い
た
い
放
題
で

す
。
英
語
は
と
て
も
楽

し
い
の
だ
と
気
づ
き
ま

し
た
。
今
は
、
将
来
の

夢
に
つ
い
て
話
し
て
い

ま
す
。
相
手
に
よ
っ
て

会
話
の
内
容
や
話
し
方

が
変
わ
る
の
で
、
色
ん

な
人
と
話
す
と
楽
し
い

で
す
。」
６
年
生
の
子

ど
も
が
12
月
に
書
い
た

作
文
だ
。

　

　
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
外
国
語

指
導
は
、
一
言
で
言
う

と
、「
状
況
設
定
付
き

聞
き
話
す
同
時
指
導
」

で
あ
る
。
新
学
習
指
導

要
領
で
強
調
さ
れ
て
い

る
「
場
面
設
定
」
や
「
や

り
取
り
」
を
重
視
す
る

指
導
。
そ
れ
を
20
年
前

か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
実
践

し
て
き
た
。
英
語
を
楽

し
く
話
す
子
ど
も
の
事

実
を
つ
く
っ
て
き
た
。

　
６
年
生
に
「
将
来
の

夢
」
と
い
う
授
業
を
し

た
。「
サ
ッ
カ
ー
選
手
に

な
り
た
い
理
由
」
と
し

て
、
以
下
の
内
容
が
次
々

と
子
ど
も
た
ち
か
ら
出

さ
れ
た
。

A
: W

h
at d

o
 yo

u
 

w
ant to be?

　

B
: I 

w
ant to be a soccer 

player.

　

A: W
hy?

B: Because  

①I like soccer. 

②I w
a
n
t a

 g
o
ld

 
m
edal. 

③S
occer is very 

exciting. 

④I h
ave

 so
cce

r 
techniques. 

⑤I’ m
 good at 

soccer. 

⑥I can play soccer. 

⑦M
y favorite player 

is 

〜.

⑧Soccer player is a 
hero for m

e. 

⑨ I practice soccer.
 

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
内
容

を
「D

o you like

〜?

」

「C
an you play

〜?

」

「W
ho is your favorite

〜?

」
の
よ
う
に
既
習
の

疑
問
文
に
変
え
、
や
り
取

り
を
長
く
続
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
５
分
間
で
平
均

約
25
往
復
。
ス
ピ
ー
ド
の

速
い
子
で
50
往
復
の
会
話

が
続
く
。　

毎
時
間
、
状
況
設
定
を

す
る
。「
変
化
の
あ
る
繰

り
返
し
」
で
練
習
す
る
。

そ
う
し
て
目
標
の
会
話
を

そ
の
時
間
の
中
で
言
え
る

よ
う
に
し
て
い
く
。
一
時

間
毎
に
、
言
え
る
対
話
が

増
え
て
い
く
。
そ
の
対
話

を
つ
な
ぐ
。
や
り
取
り
が

長
続
き
す
る
。

　
一
時
間
の
発
話
量
は
と

て
も
多
い
。
子
ど
も
が
考

え
た
会
話
の
つ
な
げ
方
の

工
夫
を
、
教
師
は
取
り
上

げ
て
褒
め
る
。

  「
型
通
り
」
の
会
話
か
ら
、

徐
々
に
言
い
た
い
こ
と
を

自
由
に
話
せ
る
子
ど
も
が

育
つ
。

監修：TOSS 代表代行　谷  和樹

子どもも教師も楽しくなる「教えるワザ」12 ヶ月
第 5回

TOSS
Sunny

　
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
関
西
事
務

局
で
は
、「
向
山
行
雄
塾
」

を
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

第
七
回
目
を
迎
え
た
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
コ
ロ

ナ
禍
後
に
各
学
校
は
何

を
ど
の
よ
う
に
迎
え
る

か
」。

　
有
事
の
際
に
ど
の
よ

う
に
学
校
を
守
る
か
。

こ
れ
に
は
、
学
校
長
は

も
と
よ
り
教
務
の
危
機

管
理
能
力
が
試
さ
れ
る
。

向
山
行
雄
氏
が
全
国
連

合
小
学
校
長
会
会
長
在

任
中
に
、
東
日
本
大
震

災
が
起
き
た
。
そ
の
直
後

の
向
山
氏
の
判
断
と
行
動

は
速
か
っ
た
。
校
外
学
習

の
移
動
中
に
、
携
帯
電
話

で
各
方
面
に
指
示
を
出
し

た
と
伺
っ
た
。

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
感
染
対

策
で
は
、
向
山
氏
は
、
次

の
基
本
方
針
を
示
し
た
。

    

新
し
い
生
活
様
式
を
踏

ま
え
た
学
校
運
営
モ
デ
ル

を
各
学
校
で
構
築
せ
よ

　
こ
の
時
期
に
最
も
重
要

な
提
案
を
、
参
加
者
は
い

ち
早
く
具
体
的
な
形
で
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

<m
izohata.tatsuya@

to
ss2.com

>
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すべての子供の学力を保障する

教育 11
2021
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教育技術研究所

特集

令和3年10月15日発行（毎月1回15日発行）第539号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育・・・安原昭博
プロが教える“教室でできる作業療法”・・・福田恵美子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
酒井式絵画指導

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語　「かん字のはなし」　　 算数　「ひきざん（減々法）」
小学2年　国語　「かたかな集め」　　　 算数　「図形の定義」
小学3年　国語　「すがたをかえる大豆」 算数　「かけ算のひっ算」
小学4年　国語　「世界にほこる和紙」　 算数　「局面の限定」
小学5年　国語　「『春暁』を読む」　　  算数　「平均」
小学6年　国語　「『鳥獣戯画』を読む」  算数　「比例の利用」

中学校の授業実践
美術　「授業へのやる気を上げる西洋絵画かるた」
社会　「単語を書けない生徒は書く以前の問題だった」

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

「授業の腕を上げる」
実践的処方箋

どうしてあの先生は子供たちに人気なの？

小さい秋みつけた！
子供たちの笑顔のために
授業の腕を上げる！
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回答：向
むこう

山
やま

 洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS最高顧問）

（TOSS中央事務局）

文章を書く力量を
上げるには

第27回

と
い
い
で
し
ょ
う
。
褒
め
て
も
ら
う
よ
り
も
、

批
判
し
て
も
ら
う
方
が
力
に
な
り
ま
す
。

・�

雑
誌
論
文
を
一
〇
回
く
ら
い
書
い
た
人
や
、

著
書
を
一
冊
以
上
出
し
た
こ
と
が
あ
る
人
。

・�

学
校
の
校
内
研
究
の
主
任
な
ど
を
し
て
、
公

開
発
表
を
二
〜
三
回
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
。

　

そ
う
い
っ
た
経
歴
を
も
つ
人
な
ら
、
ど
の
よ

う
な
タ
イ
プ
の
人
で
あ
れ
、
き
ち
ん
と
し
た
指

導
を
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
し
、
そ
う
い
っ
た
人
が
見
付
か
ら
な
か
っ

た
ら
、
若
い
先
生
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
何
で
も

い
い
か
ら
率
直
に
、
批
判
的
に
意
見
を
言
い
合

う
と
い
い
で
し
ょ
う
。

　

私
も
若
い
頃
、
京
浜
教
育
サ
ー
ク
ル
と
い
う

サ
ー
ク
ル
を
つ
く
り
、
新
卒
の
若
い
仲
間
た
ち

で
集
ま
っ
て
切
磋
琢
磨
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
書
く
力
量
を
上
げ
る
に
は
、
書
く
機

会
が
多
い
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教

師
に
と
っ
て
の
一
番
の
機
会
は
学
級
通
信
で
す
。

私
も
た
く
さ
ん
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
中
に
は
学
級
通
信
を
出
し
て
は
い

け
な
い
と
い
う
学
校
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
場
合
は
、
子
供
の
作
文
を
紹
介
す
る
通
信
を

つ
く
り
、
そ
の
作
文
に
対
し
て
教
師
が
批
評
や

意
見
を
入
れ
る
と
い
う
形
を
と
る
と
い
い
で

し
ょ
う
。
工
夫
次
第
で
、
書
く
機
会
は
増
や
し

て
い
け
る
の
で
す
。

『
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』
な
ど
に
論
文
が
掲
載

さ
れ
る
よ
う
に
、
文
章
が
う
ま
く
な
り
た
い
で

す
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

　

向
山
先
生
は
数
多
く
の
本
を
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、
文
章
自
体
に
も
思
わ

ず
引
き
込
ま
れ
ま
す
。
文
章
を
書
く
力
量
を
上

げ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
き
ち
ん
と
し
た
文
章
を
書
け
る
人
に
読
ん
で

も
ら
い
、
直
し
て
も
ら
う
の
が
一
番
い
い
で
す
。

　

文
章
を
書
く
力
量
を
上
げ
る
に
は
、
き
ち
ん

と
し
た
こ
と
を
書
け
る
人
に
見
て
も
ら
っ
て
、

厳
し
く
直
し
て
も
ら
う
の
が
一
番
い
い
で
す
。

そ
れ
以
外
に
は
、
う
ま
く
な
る
方
法
は
な
い
と

言
っ
て
も
い
い
ほ
ど
、
大
事
な
こ
と
で
す
。

　

学
校
の
中
で
、
あ
る
い
は
市
内
・
県
内
で
、

さ
ら
に
は
全
国
的
な
中
で
、
文
章
を
見
て
も
ら

い
た
い
人
を
探
し
、「
自
分
の
書
い
た
論
文
に

ご
批
評
く
だ
さ
い
」
と
い
う
形
で
お
願
い
す
る

向 山 洋 一 に 聞 く QQ&AA教育
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本誌編集長

谷
たに

 和
かず

樹
き

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
」
の
た
め
の
初
歩
的
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
知
識
＝
谷
の
機
材
を
紹
介
（
そ
の
１
）

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
と
い
っ
て
も
難
し
い
話
で
は
な
い
。
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
失
敗
し
て
、
経
験
の
中

か
ら
知
恵
を
蓄
積
す
れ
ば
い
い
。「fail early fail often

」
だ
。私
も
大
学
や
自
分
の
サ
ー
ク
ル
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
化
に
挑
戦
し
て
い
る
。
今
回
か
ら
、
私
が
使
用
し
て
い
る
機
材
等
に
つ
い
て
目
的
別
に
紹
介
し
て
い
こ
う
。

②�　

教
室
で
一
斉
授
業
。
そ
れ
に
一
部
の

子
供
た
ち
が
自
宅
か
ら
別
々
に
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
。

③�　

教
室
で
一
斉
授
業
。
そ
れ
に
別
の
教

室
の
子
供
た
ち
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
一
斉

参
加
。

④　

そ
の
他

　

こ
こ
で
は
、
②
や
③
を
想
定
し
て
話
を
進

め
よ
う
。

　

先
生
が
実
現
し
た
い
効
果
に
よ
っ
て
、
準

備
す
る
機
材
は
変
わ
っ
て
く
る
。

　

例
え
ば
…
…

二
　
場
面
別
、
初
歩
的
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
術

【
場
面
１
】

⑴　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

⑵　

Ｐ
Ｃ

　

以
上
で
あ
る
。

⑴　

Ｐ
Ｃ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
ぐ
。

⑵　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
接
続
す
る
。

　

こ
れ
で
子
供
が
自
宅
か
ら
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
入

れ
ば
、
そ
れ
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
に
な
る
。

　

こ
こ
か
ら
先
は
、
や
り
た
い
こ
と
に
応
じ

て
枝
分
か
れ
す
る
。

　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
状
況
が
あ
り
え
る
。

①�　

先
生
が
教
室
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
。

子
供
た
ち
は
全
員
自
宅
（
こ
れ
は
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
化
で
は
な
く
、
純
粋
な
双

方
向
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
）。

一
　
最
低
限
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
用
機
材

　

先
月
ま
で
少
し
難
し
い
（
？
）
話
が
続
い

た
か
も
知
れ
な
い
。
今
回
か
ら
は
「
実
際
に

や
っ
て
み
る
」
話
を
し
よ
う
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化

　

こ
れ
を
や
っ
て
み
る
の
だ
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
「
教
育
委
員
会
と
校
長
先
生

の
や
る
気
」
と
「
あ
な
た
の
や
る
気
」
に
尽

き
る
。
尽
き
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
触
れ
な

い
。

　

ま
ず
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
で
ど
ん
な
機
材

が
必
要
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、
最
低
限
は
こ
れ
だ
け

だ
。

オピニオン

今  教育界で起こっていること
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ン
ラ
イ
ン
で
見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
場
面
２
】

　

教
室
の
子
供
た
ち
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
子

供
た
ち
と
で
、
自
由
に
声
を
出
し
て
相
談

さ
せ
た
い
。

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
環
境
で
は
「
音
」
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
け
っ
こ
う
難
し
い
。
し
か
し
、

最
も
原
始
的
に
や
る
な
ら
、
準
備
は
い
ら
な

い
。
パ
ソ
コ
ン
の
内
蔵
マ
イ
ク
を
そ
の
ま
ま

使
う
の
が
簡
単
だ
し
、
エ
ラ
ー
も
少
な
い
。

①�　

教
室
で
発
言
し
た
い
子
は
先
生
の
パ

ソ
コ
ン
の
近
く
に
来
て
発
言
す
る
。

②�　

オ
ン
ラ
イ
ン
の
子
は
ミ
ュ
ー
ト
を
外

し
て
発
言
す
る
。

　

以
上
だ
。
た
だ
、
こ
れ
で
は
話
し
合
い
が

ス
ム
ー
ズ
に
い
か
な
い
場
合
も
あ
る
。

�

（
つ
づ
く
）

育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
小
森
栄
治
先
生
も
、
同

じ
タ
イ
プ
の
も
の
を
使
っ
て
お
ら
れ
た
記
憶

が
あ
る
。

　

で
き
る
だ
け
鮮
明
に
見
せ
る
な
ら
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

ソ
ニ
ー
や
キ
ヤ
ノ
ン
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

に
は
Ｐ
Ｃ
に
つ
な
い
だ
だ
け
で
Ｗ
ｅ
ｂ
カ
メ

ラ
に
な
る
も
の
が
あ
る
。
使
い
慣
れ
た
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
の
Ｈ
Ｄ
Ｍ
Ｉ
出
力
を
Ｕ
Ｓ
Ｂ
に
変

換
し
て
く
れ
る
Ｕ
Ｓ
Ｂ
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
に
も

安
価
な
も
の
が
あ
る
。
調
べ
て
み
る
価
値
は

あ
る
だ
ろ
う
。

　

私
は
次
の
も
の
を
試
し
て
み
た
。
い
ず
れ

も
非
常
に
満
足
し
て
い
る
。

Sony Cyber-shot DSC-WX800

Sony α6100

　

三
脚
に
立
て
て
黒
板
と
教
師
に
向
け
て
お

く
だ
け
で
、
か
な
り
画
質
の
高
い
も
の
を
オ

　

教
師
の
板
書
や
資
料
を
オ
ン
ラ
イ
ン
の

子
供
た
ち
に
も
見
せ
た
い
。

　

こ
の
場
合
、「
外
付
け
の
カ
メ
ラ
」
が
あ

る
と
便
利
だ
ろ
う
。

　

普
通
の
安
い
Ｗ
ｅ
ｂ
カ
メ
ラ
で
も
け
っ
こ

う
使
え
る
。
サ
ー
ク
ル
の
ご
く
小
規
模
な
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
で
は
、
私
は
次
の
も
の
を
使
っ

て
い
る
。

URVOLAX Webカメラ

　

Ｗ
ｅ
ｂ
カ
メ
ラ
の
中
に
は
自
動
で
音
を
追

尾
し
て
く
れ
る
タ
イ
プ
な
ど
、
高
性
能
な
も

の
が
あ
る
。

　

た
だ
、
そ
の
時
に
見
せ
た
い
も
の
を
手
動

で
見
せ
る
な
ら
、
こ
う
い
う
簡
単
な
も
の
の

ほ
う
が
む
し
ろ
便
利
だ
。
確
か
日
本
理
科
教

▲�本誌5月号より、谷氏の 
オンライン風景
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2021年
11月号
特集

向山洋一『授業の腕を上げる法則』を繰り返し読もう１

TOSS授業技量検定に挑戦しよう2

【実例で解説】授業の腕を上げる ６つの実践ポイント3

どうしてあの先生は
子供たちに人気なの？

腕を上げる
授業の

実践的処方箋

イラスト：柳岡紋佳



ど
う
し
て
あ
の
先
生
は
子
供
た
ち
に
人
気
な
の
？
授
業
の
腕
を
上
げ
る

授
業
の
腕
を
上
げ
る
実
践
的
処
方
箋

特集

13   2021. 11

１　

こ
の
本
が
教
育
技
術
の
原
点

新
卒
一
年
目
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
本
に
出
合
い
ま
し
た
。

向
山
洋
一

『
授
業
の
腕
を
あ
げ
る
法
則
』（
明
治
図
書
）

現
在
は
、『
新
版
授
業
の
腕
を
上
げ
る
法
則
』

の
タ
イ
ト
ル
で
、
学
芸
み
ら
い
社
か
ら
刊
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

読
ん
で
驚
き
ま
し
た
。
次
の
日
か
ら
、
子
供

た
ち
の
反
応
が
激
変
し
た
の
で
す
。
信
じ
ら
れ

な
い
ほ
ど
混
乱
な
く
動
い
て
く
れ
る
の
で
す
。

こ
れ
を
知
ら
な
い
で
教
師
の
仕
事
は
で
き
な
い
。

そ
う
強
く
実
感
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
五
年
後
に
読
み
返
し
て
も
、
一
〇

年
後
に
読
み
返
し
て
も
、
た
く
さ
ん
の
新
た
な

発
見
が
あ
り
ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に

バ
イ
ブ
ル
と
言
っ
て
い
い
本
で
す
。

現
在
、
書
店
に
並
ん
で
い
る
教
育
技
術
系
の

本
の
ほ
と
ん
ど
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
こ
の
本

を
始
め
と
す
る
向
山
氏
の
著
作
の
影
響
を
受
け

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

授
業
の
腕
を
上
げ
る
。
子
供
た
ち
や
保
護
者

か
ら
圧
倒
的
に
支
持
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
教
師

に
な
る
た
め
の
、
必
須
の
一
冊
で
す
。

２　

専
門
職
な
ら
必
ず
読
む
べ
き
本

さ
て
、
こ
の
『
授
業
の
腕
を
上
げ
る
法
則
』

は
、
日
本
の
教
育
史
上
、
最
も
た
く
さ
ん
売
れ
、

最
も
長
く
売
れ
て
い
る
本
で
す
。
日
本
教
育
史

の
金
字
塔
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
本
を
読
ん
で
い
な
い
先
生

が
増
え
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

こ
の
本
の
存
在
を
知
ら
な
い
先
生
さ
え
い
ま
す
。

大
学
の
講
義
や
学
校
の
研
究
会
等
で
尋
ね
て

も
、
ほ
と
ん
ど
手
が
挙
が
り
ま
せ
ん
。

も
っ
た
い
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
特
集
を
き
っ
か
け
に
、
こ
の
本
と
出
合
っ

て
く
れ
る
若
い
先
生
が
増
え
る
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。

３　

授
業
技
量
検
定
で
授
業
力
を
上
げ
る

本
を
読
ん
で
技
術
を
知
る
こ
と
と
、
実
際
に

そ
れ
を
使
い
こ
な
す
こ
と
と
は
、
ま
た
別
で
す
。

『
授
業
の
腕
を
上
げ
る
法
則
』
で
授
業
の
基
本

を
学
ん
だ
ら
、
次
は
実
践
で
す
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
の
評
価
項
目
を
学

び
、
検
定
を
受
け
た
人
た
ち
の
授
業
力
が
劇
的

に
向
上
し
て
い
ま
す
。　

声
、
目
線
、
表
情
…
…
書
籍
で
は
感
覚
が
つ

か
め
な
い
そ
う
し
た
技
能
を
ま
ず
は
身
に
付
け
、

技
量
の
あ
る
審
査
員
に
見
て
も
ら
う
の
が
効
果

的
で
す
。
さ
ら
に
深
い
教
材
研
究
、
資
料
の
選

択
、
そ
の
提
示
順
と
組
合
せ
方
ま
で
。
授
業
力

に
は
ゴ
ー
ル
が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
か
ら
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検

定
」
も
開
始
し
ま
し
た
。
多
く
の
先
生
方
が
挑

戦
を
続
け
て
い
ま
す
。

検
定
に
挑
戦
し
て
何
が
ど
う
変
わ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
経
験
し
た
先
生
方
に
具
体
的
な
声
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。

ま
た
、
授
業
の
腕
を
実
際
に
上
げ
る
た
め
の

「
六
つ
の
実
践
ポ
イ
ン
ト
」
も
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
役
立
て
下
さ
い
。

�

（
本
誌
編
集
長　

谷
和
樹
）
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ベ
ネ
ッ
セ
が
、
保
護
者
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
（
平
成

八
年
）
が
あ
る
。
そ
の
中
に
「
あ
な
た
は
、
学
校
に
ど
の

よ
う
な
教
育
や
指
導
を
期
待
し
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
が

あ
り
、
最
も
数
値
の
高
か
っ
た
内
容
が
、
下

の
①
と
②
で
あ
る
。

と
も
に
九
割
を
超
え
て
い
る
が
、
保
護

者
が
先
生
た
ち
に
期
待
し
て
い
る
①
と
②
は
、

何
で
あ
ろ
う
か
。

①
は
「
教
科
の
基
礎
的
な
学
力
を
伸
ば
す
」
で
あ
り
、

②
は
「
学
ぶ
意
欲
を
高
め
る
」
で
あ
っ
た
。
と
も
に
授
業

に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。
子
供
と
い
う
対
象
者
の
学
力
を

伸
ば
し
た
り
、
意
欲
を
高
め
た
り
す
る
た
め
に
は
、
高
度

な
技
能
が
必
要
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
教
職
に
つ
い
て
専
門
的
に
学
ぶ
大
学
で
は
、

こ
う
い
っ
た
技
能
は
ほ
と
ん
ど
教
え
て
も
ら
え
な
い
ま
ま
、

「
ぶ
っ
つ
け
本
番
」
的
に
教
壇
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。
す

べ
て
は
、
現
場
に
出
て
か
ら
学
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

私
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
新
規
採
用
と
し
て
子
供
た
ち
の

前
に
立
っ
た
時
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
に
授
業
を
展
開
す

れ
ば
い
い
か
、
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
か
っ
た
。
頼
り
に
し

た
の
は
、
指
導
書
と
自
分
が
受
け
て
き
た
指
導
法
だ
っ
た
。

三
五
年
以
上
も
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
今
で
も
つ
ま
ら

な
そ
う
な
顔
で
授
業
を
受
け
て
い
た
子
供
た
ち
の
顔
を
鮮

明
に
思
い
出
す
。

そ
ん
な
時
、
同
僚
が
一
冊
の
本
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。

そ
れ
が
『
授
業
の
腕
を
あ
げ
る
法
則
』（
向
山
洋
一
著　

明
治
図
書
※
現
在
は
新
版
が
学
芸
み
ら
い
社
よ
り
刊
行
）

で
あ
る
。
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
思
い
が
し
た
。
自
分
が
求

め
て
い
た
も
の
が
、
具
体
的
に
書
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
ま

で
経
験
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
「
一
気
読
み
」
だ
っ
た
。

書
い
て
あ
る
こ
と
を
や
っ
て
み
れ
ば
、
子
供
た
ち
は
劇

的
に
変
化
し
た
。
本
に
書
か
れ
て
い
る
通
り
に
子
供
た
ち

が
動
い
た
の
だ
。
驚
き
と
と
も
に
、
感
激
し
た
こ
と
を
覚

え
て
い
る
。

た
だ
、
子
供
た
ち
は
多
様
で
あ
る
。
百
人
い
れ
ば
、
百

の
個
性
が
存
在
す
る
。
個
に
応
じ
て
様
々
な
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
教
師
の
指
導
力
に
、
し
っ
か
り

と
し
た
土
台
が
必
要
に
な
る
。
そ
れ
が
「
授
業
の
十
の
原

則
」
な
の
だ
。
土
台
と
し
て
、
し
っ
か
り
踏
み
固
め
る
に

は
、
繰
り
返
し
何
度
も
読
み
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

目
の
前
で
起
こ
る
多
く
の
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
的
事
案
に
対

し
て
、
ど
の
原
則
で
対
応
す
れ
ば
い
い
の
か
、
瞬
時
に
、

か
つ
的
確
に
選
択
す
る
の
で
あ
る
。
少
し
読
ん
だ
く
ら
い

で
は
、
と
て
も
真
似
の
で
き
る
芸
当
で
は
な
い
。
一
度
読

ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
決
し
て
分
か
っ
た
気
持
ち
に
な
っ

て
は
な
ら
な
い
。
何
度
も
読
み
、
そ
し
て
実
践
を
通
し
て
、

十
の
原
則
を
使
い
こ
な
せ
る
技
能
を
身
に
付
け
た
時
、
子

供
や
保
護
者
の
期
待
に
応
え
る
教
師
に
な
れ
る
。

栃木県真岡市立真岡東小学校　松
まつ

﨑
ざき

 力
つとむ

「授業の十の原則」を技能化できるまで、
繰り返し読み込む
新採用の年に、私は『授業の腕をあげる法則』に出合った。珠玉の情報が満載で、何度
も繰り返し読みふけった。子供の変化に感激しては、手応えを感じ、また何度も繰り返し
読み続けた。本書との出合いにより、教師人生における最高のスタートを切ることができた。

向山洋一『授業の腕を上げる法則』を繰り返し読もう

１位　①95.7％
２位　②93.3％



ど
う
し
て
あ
の
先
生
は
子
供
た
ち
に
人
気
な
の
？
授
業
の
腕
を
上
げ
る

授
業
の
腕
を
上
げ
る
実
践
的
処
方
箋

特集

15   2021. 11

テープ起こしが必要だ
授業をビデオに撮り、文字起こしをして、やっと自分がいくつも指示をしてしまっているこ
とに気付く。

私
が
こ
の
原
則
か
ら
学
ん
だ
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、

「
子
供
の
動
き
が
悪
い
」
と
い
う
こ
と
を
、「
教
師
（
自

分
）
が
悪
い
」
と
捉
え
、
自
分
自
身
を
省
み
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
点
だ
。

向
山
氏
は
、『
授
業
の
腕
を
上
げ
る
法
則
』
の
中
で
、

現
場
で
の
具
体
例
を
挙
げ
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
教
師
が
悪
い
。
子
ど
も
を
叱
る
べ
き
で
は

な
い
。
思
い
つ
く
ま
ま
に
ダ
ラ
ダ
ラ
と
指
示
を
与
え

た
教
師
こ
そ
責
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、「
指
示
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
説
明
」
も

「
評
価
評
定
」
も
基
本
的
な
考
え
方
は
同
じ
だ
。

そ
こ
で
、
私
が
意
識
し
て
い
る
こ
と
を
二
つ
紹
介
す
る
。

１　

ビ
デ
オ
で
授
業
を
振
り
返
る

教
職
に
就
き
十
数
年
、
ず
っ
と
続
け
て
い
る
教
師
修
業

の
一
つ
が
、
ビ
デ
オ
で
授
業
を
振
り
返
る
こ
と
で
あ
る
。

①　

教
室
の
後
ろ
か
ら
「
動
画
」
を
撮
る
。（
デ
ジ
カ
メ
）

②　

帰
り
の
車
中
で
、「
音
を
聞
く
」。（
映
像
は
見
な
い
）

③　

授
業
の
冒
頭
三
分
程
度
を
文
字
起
こ
し
す
る
。

④　

文
字
に
し
た
も
の
を
、「
不
要
な
言
葉
は
な
い
か
」

「
一
時
一
事
」
の
観
点
で
検
討
す
る
。

何
年
か
続
け
て
い
く
う
ち
に
、「
先
生
の
説
明
は
分
か

り
や
す
い
」「
先
生
の
話
は
短
く
て
聞
き
や
す
い
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
不
要
な
言
葉
や
複
数
の
指
示
を

す
る
と
、
指
示
し
た
後
に
、
あ
れ
？　

と
自
分
で
違
和
感

が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

特
に
、
③
、
④
こ
そ
が
重
要
だ
。
な
ぜ
か
。
そ
の
ま
ま

で
は
、
自
分
で
は
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
か
な
い
か

ら
で
あ
る
。

文
字
に
起
こ
す
こ
と
で
、
自
分
の
至
ら
な
さ
が
、
厳
然

た
る
客
観
的
な
事
実
と
し
て
、
目
の
前
に
提
示
さ
れ
る
。

決
し
て
楽
し
い
作
業
で
は
な
い
が
、
こ
う
い
っ
た
具
体

的
な
努
力
の
先
に
、
一
時
一
事
が
体
に
染
み
つ
い
て
い
く
。

２　

視
覚
情
報
を
添
え
る

も
う
一
つ
、「
視
覚
情
報
を
添
え
る
」
こ
と
も
意
識
し

て
い
る
。
や
る
こ
と
を
図
示
（
板
書
）
す
る
の
で
あ
る
。

ま
だ
上
手
に
一
時
一
事
で
指
示
や
説
明
が
で
き
て
い
な

い
場
合
に
有
効
な
実
践
で
あ
る
。
授
業
の
腕
を
鍛
え
る
間

に
も
、
目
の
前
に
指
導
す
べ
き
子
供
は
い
る
。
そ
の
子
た

ち
に
対
し
て
も
エ
ラ
ー
レ
ス
で
い
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ

う
な
配
慮
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

ま
た
、
実
際
に
図
示
す
る
こ
と
で
、「
思
い
つ
く
ま
ま

に
」「
ダ
ラ
ダ
ラ
と
」
指
示
し
て
い
る
自
分
に
気
付
く
。

「
自
分
が
悪
い
と
い
う
自
覚
」
は
、
そ
こ
か
ら
の
成
長
の

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
く
。

愛知県名古屋市立浮野小学校　堂
どう

前
まえ

 直
なお

人
と

向山洋一『授業の腕を上げる法則』を繰り返し読もう
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係
活
動
が
活
性
す
る
か
ど
う
か
。
鉄
則
が
あ
る
。

所
・
時
・
物
の
原
則
。

　
「
相
談
す
る
時
間
」「
作
業
す
る
時
間
」「
必
要
な
道

具
」
な
ど
を
、
し
っ
か
り
確
保
し
て
や
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
ん
な
こ
と
も
し
な
い
で
「
自
分
達
で
工
夫
し

て
や
り
な
さ
い
」
と
い
う
の
は
指
導
の
放
棄
で
あ
る
。

（『
新
版
授
業
の
腕
を
上
げ
る
法
則
』

�

学
芸
み
ら
い
社
、
三
三
ペ
ー
ジ
）

私
は
次
の
よ
う
に
所
・
時
・
物
を
与
え
て
い
る
。

所
＝�

教
室
に
掲
示
す
る
場
所
は
、
前
黒
板
以
外
な
ら
ど
こ

で
も
よ
い
。

時
間
＝
給
食
を
食
べ
終
わ
っ
た
、
残
り
時
間
。
中
休
み
。

　
　

授
業
が
早
く
終
わ
っ
た
、
残
り
時
間
。

物
＝
マ
ジ
ッ
ク
、
ピ
ン
ク
や
黄
色
の
色
紙
。

好
評
な
の
は
、
次
の
二
つ
だ
。

ま
ず
は
色
紙
。
Ａ
４
判
用
紙
の
色
紙
を
、
フ
ァ
イ
ル
に

入
れ
て
い
る
。
自
由
に
使
っ
て
よ
い
こ
と
に
し
て
い
る
。

子
供
た
ち
は
白
紙
よ
り
も
、
色
紙
の
方
が
好
き
な
よ
う
だ
。

「
ピ
ン
ク
が
い
い
な
ぁ
」
と
喜
ん
で
い
る
。

次
は
黒
板
。
勤
務
校
に
は
横
に
黒
板
が
あ
る
。「
黒
板

も
自
由
に
書
い
て
い
い
よ
」
と
言
う
と
子
供
た
ち
は
喜
ぶ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
係
が
せ
っ
せ
と
Ｐ
Ｒ
文
を
書
い
て
い
る
。
イ

ラ
ス
ト
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
げ
ま
す
、
将
棋
を
教
え
ま
す
、

熱
愛
報
道
（
林
と
妻
の
恋
愛
を
新
聞

会
社
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
）、
な

ど
な
ど
、
楽
し
い
黒
板
だ
。
私
は
、

子
供
た
ち
が
書
い
た
こ
う
い
う
黒
板

が
、
と
て
も
き
れ
い
だ
と
感
じ
る
。

朝
の
会
な
ど
で
、
黒
板
を
私
が
読

む
と
き
も
あ
る
。「
今
一
番
が
ん

ば
っ
て
い
る
の
は
、
ど
こ
か
な
ぁ
」

「
へ
ぇ
～
、
み
ん
９
（
み
ん
な
を
助
け
る
１
１
９
）
係
は

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
考
え
た
の
で
す
ね
」「
イ
ラ

ス
ト
係
は
、
絵
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
あ
げ
る
の
で
す
ね
」

所
・
時
・
物
の
原
則
は
、
学
期
末
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
も

通
じ
る
原
則
だ
。「
勉
強
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
何
を

も
っ
て
き
て
も
い
い
よ
」
と
話
し
た
。
あ
る
女
子
が
、
男

装
女
装
大
会
を
し
た
い
、「
家
庭
科
の
衣
服
の
学
習
だ
」

と
言
う
。
だ
い
た
い
同
じ
く
ら
い
の
体
格
の
男
女
で
ペ
ア

を
組
み
、
服
を
交
換
し
て
い
た
。

パ
ー
テ
ィ
ー
当
日
、
子
供
た

ち
は
大
爆
笑
の
連
続
で
あ
っ
た
。

子
供
た
ち
の
動
き
が
良
く
な

い
と
き
、
所
・
時
・
物
の
原
則

を
し
っ
か
り
確
保
し
て
い
る
か
、

教
師
は
確
認
す
る
と
良
い
。

山口県下関市立清末小学校　林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

子供たちを叱る前に、教師が「所・時・物」
をしっかり確保しているかを確認する

「確保」ではない。「しっかり確保」である。

向山洋一『授業の腕を上げる法則』を繰り返し読もう
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日常の場面を想定する
向山氏の『授業の腕を上げる法則』の授業の原則は、どのような事例が挙げられているか
着目して読む。その上で、日常の教室でどのようなことに生かせるか、何種類も考える。
そして、実行する。こうすることで血肉化されていく。

　
い
き
な
り
だ
が
、
次
の
問
い
を
す
る
。

　
個
別
評
定
の
原
則
で
、
向
山
洋
一
氏
は
ど
の
よ
う

な
事
例
を
挙
げ
て
書
い
て
い
る
か
？

　
卒
業
式
の
呼
び
か
け
（
別
れ
の
言
葉
・
門
出
の
言
葉
）

の
練
習
場
面
を
事
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

　
私
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。

　
卒
業
式
の
練
習
は
、
で
き
る
時
期
が
非
常
に
限
ら

れ
て
い
る
。
で
は
、
日
常
の
教
室
で
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
転
用
が
可
能
か
？

　
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

①
　
発
言
の
声
の
大
き
さ
の
評
定

②
　
靴
が
揃
っ
て
い
た
子
の
名
前
を
呼
ぶ

③
　
漢
字
の
指
書
き
の
評
定

④
　
音
読
の
評
定

⑤
　�

算
数
・
言
っ
た
通
り
に
で
き
た
か
ど
う
か
の
評

定

⑥
　
ノ
ー
ト
の
意
見
の
評
定

⑦
　
お
楽
し
み
会
の
様
子
の
評
定

　
こ
の
よ
う
に
、
書
き
出
し
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
実
行
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
発
言
の
声
の
大
き
さ
の
評
定
。

「
こ
の
授
業
の
感
想
を
、
指
名
な
し
で
短
く
発
表
し
な
さ

い
」
と
告
げ
る
。
名
簿
に
声
の
大
き
さ
の
点
数
を
一
〇
点

満
点
で
書
い
て
い
く
。
そ
し
て
、
点
数
を
告
げ
る
。

　
声
の
大
き
さ
の
点
数
を
発
表
し
ま
す
。
〇
〇
さ
ん

五
点
、
□
□
さ
ん
四
点
…
…
。

最
初
は
、
五
点
や
六
点
な
ど
と
い
っ
た
、
子
供
に
と
っ

て
悔
し
い
点
数
が
並
ぶ
。「
も
う
一
度
し
ま
す
」
と
告
げ

る
。
子
供
た
ち
は
、
一
回
目
よ
り
堂
々
と
し
た
声
で
話
す
。

再
び
点
数
を
告
げ
る
。
今
度
は
、
七
点
や
八
点
と
い
っ
た

点
数
が
並
ぶ
。
子
供
は
達
成
感
を
覚
え
る
。

　
個
別
評
定
は
、
何
の
た
め
に
す
る
の
か
？

「
子
供
の
力
を
引
き
出
す
た
め
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
と
同
時
に
、
個
別
評
定
で
必
要
な
要
素
の
一
つ
が
、

「
繰
り
返
し
て
あ
げ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
る
。

一
回
だ
け
評
定
し
て
終
わ
る
の
で
は
な
い
。「
も
う
一

度
し
ま
す
」「
ま
た
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」「
明

日
も
し
ま
す
」
と
、
繰
り
返
す
こ
と
で
、
子
供
は
意
欲
を

高
め
て
い
く
の
で
あ
る
。

石川県金沢市立千坂小学校　石
いし

坂
ざか

 陽
あきら

向山洋一『授業の腕を上げる法則』を繰り返し読もう
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向
山
洋
一
氏
に
よ
る
「
授
業
力
向
上
の
七
段
階
」
だ
。

一
、
あ
こ
が
れ
る
本
、
人
と
の
出
会
い

二
、
熱
中
し
て
読
書
、
研
究
に
明
け
暮
れ
る
日
々

三
、�「
良
い
と
思
う
方
法
」「
技
術
」
を
、
自
分
の
実
践
の

中
に
と
り
入
れ
る
こ
と

四
、�

自
分
の
授
業
を
テ
ー
プ
に
と
っ
た
り
、
ビ
デ
オ
で

と
っ
て
見
た
り
す
る
こ
と

五
、�

模
擬
授
業
を
し
て
、
上
級
の
人
か
ら
批
評
し
て
も
ら

う
こ
と

六
、
研
究
授
業
、
学
会
な
ど
で
の
提
案
な
ど
で
学
ぶ
こ
と

七
、
授
業
技
量
検
定
に
挑
戦
す
る
こ
と

（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
二
〇
〇
七
年
五
月
号
、
明
治
図

書
参
照
）

一
か
ら
六
の
成
果
を
、
七
で
確
認
す
る
と
い
う
流
れ
に

な
る
だ
ろ
う
。

授
業
技
量
検
定
を
受
検
「
し
続
け
る
」
こ
と
で
、
授
業

力
を
高
め
た
教
師
は
数
知
れ
な
い
。
な
ぜ
授
業
力
が
高
ま

る
の
か
。
理
由
が
三
つ
あ
る
。

第
一
に
、
検
定
項
目
が
具
体
的
に
分
類
さ
れ
、
明
確
に

示
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

た
と
え
ば
「
目
線
」（
Ｄ
表
）
は
次
の
よ
う
に
細
分
化

さ
れ
る
。

①　

教
室
全
体
に
目
線
を
配
り
、
一
人
一
人
に
目
を
合
わ

せ
て
い
る
。（
４
点
）

②　

教
科
書
の
範
読
等
の
際
も
子
役
と
目
線
を
合
わ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
。 （
２
点
）

③　

個
別
対
応
や
子
役
の
発
言
の
際
に
も
全
体
に
目
を

配
っ
て
い
る
。（
２
点
）

④　

そ
の
他
（
２
点
）

ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
練
習
す
れ
ば
よ
い
か
が
分
か
る
。

だ
か
ら
、
改
善
が
進
む
の
だ
。

第
二
に
、
受
検
者
よ
り
も
遥
か
に
高
い
授
業
力
を
有
す

る
審
査
員
が
そ
の
場
で
必
ず
代
案
を
示
し
、
実
演
し
て
み

せ
る
か
ら
だ
。
改
善
す
れ
ば
こ
の
よ
う
な
授
業
に
な
る
の

だ
と
い
う
こ
と
を
、
抽
象
的
な
言
葉
で
な
く
、
授
業
の
事

実
と
し
て
目
の
当
た
り
に
で
き
る
わ
け
だ
。

第
三
に
、
検
定
の
た
め
に
真
剣
に
授
業
を
つ
く
り
、
練

習
に
励
む
か
ら
だ
。
向
山
氏
の
言
を
引
用
す
る
。「
第
一

に
サ
ー
ク
ル
で
の
模
擬
授
業
が
よ
い
。
最
低
で
も
三
回
は

や
る
必
要
が
あ
る
。
第
二
に
、
自
分
自
身
で
の
一
人
練
習

で
あ
る
。
一
回
の
受
検
に
『
五
十
回
を
越
え
る
』
の
が
一

応
の
目
や
す
で
あ
る
」（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
二
〇
〇
六

年
六
月
号
）。
た
っ
た
五
分
の
授
業
の
た
め
に
五
〇
回
練

習
す
る
。
こ
れ
で
伸
び
な
い
は
ず
が
な
い
。

な
お
、
現
在
私
た
ち
は
授
業
技
量
検
定
の
信
頼
性
、
妥

当
性
、
忠
実
性
を
永
続
的
に
確
保
す
る
た
め
に
、
審
査
員

制
度
を
整
備
拡
充
し
て
い
る
。
検
定
は
進
化
し
続
け
て
い

る
の
だ
。
是
非
、
勇
気
あ
る
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
。

埼玉県吉見町立吉見中学校　長
は

谷
せ

川
がわ

 博
ひろ

之
ゆき

検定で授業力が高まる3つの理由
具体的な検定項目を意識して数十回の練習を重ねることで、授業力は確実に向上する。
検定で授業力が伸び、仕事が大いに楽しくなったという報告は枚挙に暇がない。

TOSS授業技量検定に挑戦しよう
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T
O
S
S
授
業
技
量
検
定
を
受
け
始
め
て
、
教
室
の
実

践
が
変
わ
っ
た
教
師
は
多
い
。

私
は
大
学
時
代
か
ら
Ｄ
表
を
受
け
て
お
り
、
練
習
を
重

ね
て
か
ら
教
壇
に
立
っ
た
。

初
め
て
の
教
師
経
験
は
、
中
学
校
英
語
で
あ
っ
た
。

当
時
、
荒
れ
て
い
る
生
徒
も
多
数
い
た
。

そ
れ
で
も
、
小
嶋
の
授
業
で
は
、
生
徒
は
き
ち
ん
と
取

り
組
ん
だ
。
あ
る
女
子
生
徒
が
こ
う
漏
ら
し
た
。

「
小
嶋
先
生
の
授
業
は
、
サ
ボ
れ
な
い
。
寝
る
暇
も
な
い
。

常
に
見
ら
れ
て
い
る
感
覚
が
あ
る
」

ま
さ
に
「
目
線
の
効
果
」
で
あ
っ
た
。

子
供
た
ち
が
授
業
に
緊
張
感
を
も
つ
の
は
、

「
私
た
ち
は
、
見
ら
れ
て
い
る
」

と
い
う
感
覚
が
あ
る
時
だ
。
ど
の
よ
う
に
、
そ
の
感
覚
を

も
っ
て
も
ら
う
か
が
重
要
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、

「
監
視
や
管
理
」

に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
う
一
つ
の
項
目

が
あ
る
。

「
あ
た
た
か
な
表
情
・
対
応
」

で
あ
る
。

私
も
毎
日
毎
日
「
笑
顔
の
練
習
」
を
行
っ
て
き
た
。
も

ち
ろ
ん
今
も
継
続
し
て
い
る
。

朝
の
洗
面
台
で
、
車
の
ミ
ラ
ー
で
、
毎
日
笑
顔
を
つ
く

る
練
習
を
し
て
い
る
。

最
近
、
T
O
S
S
授
業
技
量
検
定
で
は
、
下
位
項
目
を

よ
り
詳
細
に
分
類
し
た
。

「
あ
た
た
か
な
表
情
・
対
応
」
の
中
に
、

「
予
想
外
の
発
言
に
も
ほ
め
る
・
切
り
返
す
な
ど
適
切
に

対
応
で
き
る
」

と
い
う
項
目
が
設
定
さ
れ
た
。

こ
の
項
目
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
何
が
起
こ
っ
て
も
、

あ
た
た
か
く
、
ユ
ー
モ
ア
を
も
っ
て
包
み
込
め
る
教
師
と

し
て
の
基
本
的
な
態
度
だ
か
ら
で
あ
る
。

私
は
こ
れ
を
二
〇
代
の
頃
か
ら
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
た
め
、
多
く
の
若
手
教
師
が
、「
過
去
の
担
任
の
厳

し
い
や
り
方
」
し
か
知
ら
ず
、
そ
う
し
て
し
ま
う
状
況
で
、

私
は
「
楽
し
い
」「
あ
た
た
か
い
」
を
優
先
で
き
た
。

最
後
に
、

「
明
確
な
発
問
・
指
示
」「
リ
ズ
ム
と
テ
ン
ポ
」

で
あ
る
。

教
師
の
授
業
の
生
命
線
は
「
発
問
と
指
示
」
を
セ
ッ
ト

に
し
て
繰
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
「
リ
ズ
ム
と
テ

ン
ポ
」
よ
く
行
っ
て
い
く
。

教
室
が
一
気
に
活
気
付
く
。

教
師
も
笑
顔
、
子
供
も
笑
顔
に
な
る
。

Ｄ
表
検
定
突
破
の
頃
に
は
、
教
室
は
劇
的
に
良
く
な
っ

て
い
た
。
多
く
の
方
に
突
破
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

長野県長野市通明小学校　小
こ

嶋
じま

 悠
ゆう

紀
き

Ｄ表技能を身に付けた教師が 
教壇に立つと、空気が変わる
実践的に必要な技量を得るには、Ｄ表突破を目指す。

TOSS授業技量検定に挑戦しよう（D表・21級〜30級）
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１　

安
定
し
た
授
業
技
量
を
身
に
つ
け
る

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
「
Ｃ
表
」
の
審
査
項
目
は
次

の
と
お
り
。

①
　
授
業
の
始
ま
り
（
一
分
程
度
）�

二
〇
点

②
　
子
ど
も
へ
の
目
線�

一
〇
点

③
　
声
の
明
る
さ
、
さ
わ
や
か
さ�

一
〇
点

④
　
子
ど
も
へ
の
対
応
、
応
答�

一
〇
点

⑤
　
指
示
発
問
の
明
確
さ�

一
〇
点

⑥
　
授
業
の
流
れ
、
リ
ズ
ム�

二
〇
点

⑦
　�

単
元
と
し
て
の
授
業
の
組
み
立
て
の
明
確
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

二
〇
点

Ｃ
表
検
定
で
は
「
単
発
の
上
手
い
授
業
」
か
ら
の
脱
却

が
求
め
ら
れ
る
。

D
表
検
定
を
受
け
る
時
か
ら
、
五
分
間
の
模
擬
授
業
に

限
定
し
て
、
指
導
案
や
授
業
を
繰
り
返
し
検
討
し
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
た
。
大
切
な
上
達
へ
の
ス
テ
ッ
プ
だ
。

こ
う
し
た
作
業
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
私
は
二
二
級
へ
の

挑
戦
を
続
け
て
き
た
。

受
検
後
、「
二
二
級
」
と
発
表
さ
れ
た
時
は
、
素
直
に

嬉
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
心
の
ど
こ
か
で
「
た
ま
た
ま
二

二
級
が
取
れ
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
」「
運
が
良
か
っ
た

だ
け
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。

　

Ｄ
表
突
破
を
し
た
後
、
す
ぐ
に
次
の
こ
と
に
挑
戦
し
た
。

ど
の
教
科
で
受
検
し
て
も「
二
二
級
」が
取
れ
る
の
か
。

公
立
小
学
校
の
学
級
担
任
は
、
ほ
ぼ
「
全
教
科
」
の
授

業
を
担
当
す
る
。
毎
日
五
、
六
時
間
の
授
業
を
す
る
。

ど
の
教
科
を
授
業
公
開
し
た
と
し
て
も
「
◯
◯
先
生
の

授
業
は
知
的
で
楽
し
い
！
」
と
い
う
レ
ベ
ル
。
こ
れ
が

「
Ｄ
表
突
破
（
二
二
級
）」
の
力
量
だ
。

家
庭
科
と
図
工
以
外
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
教
科
で
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
授
業
技
量
検
定
「
Ｄ
表
」
に
挑
戦
し
突
破
で
き
た
。

日
々
の
授
業
レ
ベ
ル
が
、
明
ら
か
に
上
が
っ
た
。

２　

単
元
と
し
て
の
授
業
を
六
分
間
で
表
現
す
る

　

Ｃ
表
検
定
の
審
査
項
目
に
「
⑦
　
単
元
と
し
て
の
授
業

の
組
み
立
て
の
明
確
さ
」
が
あ
る
。

「
本
時
の
授
業
だ
け
」
で
は
通
用
し
な
い
と
思
っ
た
。
そ

こ
で
、
単
元
と
し
て
組
み
立
て
た
一
つ
ひ
と
つ
の
時
間
を

「
Ｄ
表
突
破
」
の
レ
ベ
ル
で
作
り
込
ん
で
み
た
。
一
時
間

ご
と
の
指
導
案
と
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
り
、
発
問
・
指

示
を
検
討
し
た
。
そ
の
全
て
を
「
六
分
間
の
模
擬
授
業
に

凝
縮
」
し
て
表
現
す
る
こ
と
に
し
た
。
た
っ
た
ひ
と
つ
だ

け
見
せ
る
な
ら
ど
の
資
料
か
、
た
っ
た
一
言
だ
け
話
せ
る

な
ら
ど
の
発
問
か
。
こ
の
過
程
で
授
業
づ
く
り
の
質
が
激

変
し
た
。

兵庫県姫路市立英賀保小学校　許
ほ

　鍾
じょん

萬
まん

授業技量の「瞬間風速」を乗り越えよ
TOSS授業技量検定「Ｄ表突破」は甘くない。いつ、どの教科を授業公開したとしても圧
倒的な授業ができる力が必要である。その上で、単元としての授業を組み立てる力量がＣ
表検定では求められる。

TOSS授業技量検定に挑戦しよう（C表・11級〜20級）

注）�C表受検資格の1つに「D表22級以上を取
得」があるため、22級でD表突破となる。



ど
う
し
て
あ
の
先
生
は
子
供
た
ち
に
人
気
な
の
？
授
業
の
腕
を
上
げ
る

授
業
の
腕
を
上
げ
る
実
践
的
処
方
箋

特集

21   2021. 11

日本一の「授業者」になる！　と誓う
オンライン検定でも、やることは変わらない。
人一倍の『○○』が、私の授業をつくり上げる。

日
本
一
の
「
授
業
者
」
に
な
る
！

初
任
で
初
受
検
を
し
、
こ
う
宣
言
し
て
か
ら
七
年
が
経

つ
。
現
在
、
授
業
技
量
検
定
初
段
、
オ
ン
ラ
イ
ン
検
定
二

一
級
で
あ
る
。
授
業
技
量
検
定
は
一
〇
回
、
オ
ン
ラ
イ
ン

検
定
は
一
回
受
検
し
、
全
て
で
昇
級
し
た
。
ど
の
検
定
で

も
、
私
が
自
分
に
課
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

１　

良
い
授
業
を
作
る
た
め
に
は
こ
れ
し
か
な
い
！

リ
ア
ル
検
定
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
検
定
で
も
、
や
る
こ

と
は
変
わ
ら
な
い
。「
人
に
見
せ
、
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
い
、

作
り
替
え
、
再
び
人
に
見
せ
る
」
こ
れ
を
何
度
も
繰
り
返

す
の
み
だ
。
時
に
は
、
作
り
終
え
た
全
て
の
コ
ン
テ
ン
ツ

を
壊
し
、
一
か
ら
作
り
直
す
。
こ
れ
も
全
く
苦
で
は
な
い
。

最
後
に
は
、
画
面
を
見
な
い
で
言
葉
が
出
る
ま
で
ひ
た
す

ら
練
習
を
す
る
。
直
近
の
受
検
で
は
、
次
の
通
り
の

『
数
』
で
あ
っ
た
。
今
使
え
る
全
て
の
時
間
を
使
っ
た
。

①　

授
業
を
見
て
も
ら
っ
た
数
…
一
三
八
名
。

②　

検
討
会
の
数
…
三
〇
回
以
上
。

③　

模
擬
授
業
の
回
数
…�

一
〇
〇
回
は
軽
く
超
え

て
い
る
。

④　

作
り
変
え
た
授
業
の
回
数
…
二
二
回
。

⑤　

読
ん
だ
本
の
冊
数
…
も
ち
ろ
ん
一
〇
〇
冊
以
上
。

⑥　

費
や
し
た
時
間
…
約
八
二
時
間
。

　
（
平
日
＝
五
時
間
×
十
日
＝
約
五
〇
時
間
）

　
（
土
日
＝
八
時
間
×
四
日
＝
約
三
二
時
間
）

　
〈
二
〇
二
一・
八
・一
中
国
ラ
イ
セ
ン
ス
二
級
→
初
段
〉

特
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
検
定
で
は
リ
ア
ル
会
場
と
違
っ
て
、

よ
り
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
得
る
。
そ
の
た
め
に
、

練
習
会
を
何
度
も
開
催
し
、
ど
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
で
も
対
応

で
き
る
準
備
を
す
る
。
こ
こ
ま
で
し
て
、
私
は
よ
う
や
く

舞
台
に
立
て
る
。
ま
さ
に
真
剣
勝
負
で
あ
る
。

２　

オ
ン
ラ
イ
ン
検
定
で
特
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
！

あ
え
て
い
う
な
ら
ば
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
枚
一
枚
の
作

り
込
み
方
が
変
わ
っ
た
。
今
や
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
も
分

か
り
や
す
い
授
業
が
受
け
ら
れ
る
。
し
か
も
、
そ
の
ス
ラ

イ
ド
が
と
て
も
美
し
い
の
だ
。
そ
こ
で
、「
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
に
も
負
け
な
い
コ
ン
テ
ン
ツ
」
を
意
識
し
て
い
る
。

「
情
報
が
パ
ッ
と
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
一
枚
」「
文
字
は

ゴ
シ
ッ
ク
体
」「
明
る
い
色
使
い
」「
一
ス
ラ
イ
ド
に
一

事
」
と
い
っ
た
こ
と
に
注
意
を
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
一
枚
一

枚
、
丹
精
を
こ
め
て
作
り
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
時

代
を
生
き
抜
く
た
め
に
は
、「
美
し
い
サ
イ
ト
作
り
」
は

教
師
の
必
須
ス
キ
ル
だ
ろ
う
。

　「
日
本
一
の
授
業
者
に
な
る
！
」
ま
で
、
ひ
た
す
ら
に
、

人
一
倍
の
努
力
を
続
け
て
い
く
。
一
歩
で
も
前
へ
。

長崎県大村市立福重小学校　岩
いわ

永
なが

 将
しょう

大
だい

TOSS授業技量検定に挑戦しよう
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１　

無
意
味
な
言
葉
に
違
和
感
を
も
つ

　

自
分
の
授
業
を
録
音
し
、
発
し
た
言
葉
を
ノ
ー
ト
に
全

て
書
き
出
す
。「
テ
ー
プ
起
こ
し
」
で
あ
る
。
何
度
も

や
っ
た
。
書
き
出
し
た
言
葉
の
中
で
、
余
計
な
言
葉
を
赤

で
消
し
て
い
く
。
二
〇
代
の
時
に
知
っ
た
教
師
修
業
の
方

法
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
こ
で
ふ
と
考
え
る
。

何
が
余
計
な
言
葉
な
の
か
。

そ
も
そ
も
、
余
計
な
言
葉
に
つ
い
て
自
分
が
分
か
っ
て

い
な
け
れ
ば
、
赤
字
で
消
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
も
っ
と
も
ら
し
い
」「
無
意
味
な
」
こ
と
ば
が
多
け

れ
ば
多
い
ほ
ど
授
業
は
ひ
ど
く
な
る
。（『
教
え
方
の

プ
ロ
・
向
山
洋
一
全
集
24
』
明
治
図
書 

六
五
ペ
ー
ジ
）

と
向
山
氏
は
述
べ
る
。「
も
っ
と
も
ら
し
い
」「
無
意
味

な
」
言
葉
に
違
和
感
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

職
員
会
議
の
司
会
者
が
、

「
皆
さ
ん
学
年
の
先
生
は
揃
っ
て
い
ま
す
か
？　

時
間
に
な

り
ま
し
た
の
で
第
五
回
職
員
会
議
を
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
当
た
り
前
の
よ
う
に
口
に
す
る
。「
も
っ
と
も
ら
し
い

言
葉
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
言
葉
は
本
当
に
必
要
だ

ろ
う
か
。

「
会
議
を
始
め
ま
す
」
だ
け
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
い

や
、
さ
ら
に
削
り
、

「
１　

は
じ
め
に　

校
長
先
生
」

で
ス
タ
ー
ト
す
れ
ば
よ
い
。「
無
意
味
な
言
葉
」
に
つ
い

て
、
日
常
か
ら
意
識
し
な
け
れ
ば
気
付
け
な
い
。

２　

日
常
の
授
業
で
無
意
味
な
言
葉
を
削
る

　

研
究
授
業
を
参
観
す
る
際
に
「
も
っ
と
も
ら
し
い
無
意

味
な
言
葉
」
を
探
す
。
大
体
、
つ
か
み
の
一
五
秒
で
発
見

で
き
る
。
チ
ャ
イ
ム
と
同
時
に

「
今
日
は
た
く
さ
ん
の
人
が
観
に
き
て
い
ま
す
。
先
生
も

と
っ
て
も
緊
張
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
は
緊
張
し
な
い
で

い
つ
も
通
り
で
大
丈
夫
で
す
か
ら
ね
。
は
い
で
は
…
…
」

授
業
の
つ
か
み
で
こ
の
よ
う
な
言
葉
の
あ
る
授
業
は
、
大

抵
ひ
ど
い
。
授
業
に
無
駄
が
多
く
、
時
間
内
に
終
わ
ら
な
い
。

プ
ロ
教
師
は
、
最
初
の
言
葉
に
全
力
を
注
ぐ
。

良
い
授
業
は
、
チ
ャ
イ
ム
と
同
時
に
活
動
が
始
ま
る
。

無
駄
な
く
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
音
読
な
ど
、
一
気
に

授
業
に
引
き
摺
り
込
ま
れ
る
。
研
究
授
業
の
時
だ
け
意
識

し
て
も
身
に
付
か
な
い
。
日
常
の
授
業
で
、
最
初
の
言
葉

を
工
夫
す
る
。
毎
日
や
れ
ば
、
年
間
で
二
〇
〇
回
の
工
夫

に
な
る
。
授
業
の
導
入
一
分
間
を
記
録
し
、「
無
意
味
な

言
葉
」
を
削
る
経
験
こ
そ
、
授
業
の
腕
を
上
げ
る
。「
こ

の
く
ら
い
は
い
い
だ
ろ
う
」
と
「
も
っ
と
も
ら
し
い
言

葉
」
に
言
い
訳
す
る
弱
き
心
と
の
戦
い
で
も
あ
る
。

群馬県太田市立沢野小学校　松
まつ

島
しま

 博
ひろ

昭
あき

「もっともらしい、 
なくてもいい言葉」を 
探す経験が授業力を高める
「それでは算数の勉強を始めたいと思います」に違和感を感じるか。言い訳しない弱い心と
の戦いが必要。

【実例で解説】授業の腕を上げる６つの実践ポイント
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作業指示→確認→評価のサイクルを 
高速で回転させる
明確に作業指示を出すからこそ、どの子も何をやるのかがはっきりと分かる。指示通りで
きたかどうか確認し、評価する。

向
山
洋
一
氏
は
、『
新
版
授
業
の
腕
を
上
げ
る
法
則
』

（
学
芸
み
ら
い
社
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

【
簡
明
の
原
則
】
指
示
・
発
問
は
短
く
限
定
し
て
述

べ
よ
。「
指
示・説
明
は
短
く
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。」

子
供
た
ち
は
、
説
明
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
分
か
ら
な
く
な

る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
説
明
を
作
業
指
示
に
変
換
す
る
。
そ

し
て
、
確
認
を
し
、
評
価
を
す
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
は

分
か
る
よ
う
に
な
る
。

六
年
算
数
「
分
数
×
分
数
」。
問
題
文
を
音
読
し
た
後
、

数
字
を
囲
む
よ
う
に
作
業
指
示
を
出
す
。
そ
の
後
、

　

１
㎗
で
４
５
㎡
。
言
っ
て
ご
ら
ん
。

　

同
じ
よ
う
に
、
線
で
結
び
な
さ
い
。

明
確
に
作
業
指
示
を
出
す
か
ら
こ
そ
、
ど
の
子
も
何
を

や
る
の
か
が
は
っ
き
り
と
分
か
る
。

で
き
た
子
を
確
認
し
、
評
価
す
る
。

や
り
方
を
示
し
た
の
で
あ
る
か

ら
、
次
は
、「
同
じ
よ
う
に
や
っ

て
ご
ら
ん
」
と
す
れ
ば
よ
い
。

１
３
㎗
の
ペ
ア
を
確
認
し
、
線
で

結
ば
せ
る
。
こ
こ
で
も
、
で
き
た

子
を
確
認
し
、
評
価
す
る
。

次
は
、
数
直
線
に
見
付
け
た
ペ

ア
を
書
き
込
ま
せ
て
い
く
。
ま
ず
は
、
１
㎗
で
４
５
㎡
を

数
直
線
上
に
ペ
ア
で
書
き
込
ま
せ
る
。
教
師
が
黒
板
で

や
っ
て
み
せ
て
か
ら
、
子
供
た
ち
に
や
ら
せ
る
。
こ
れ
ま

で
と
同
様
、
で
き
た
子
を
確
認
し
、
評
価
す
る
。「
１
３

㎗
で
□
㎡
」
は
難
し
い
。
だ
か
ら
、
い
き
な
り
や
ら
せ
ず
、

確
認
を
す
る
。

　

１
３
は
、
こ
の
図
で
い
え
ば
、
１
よ
り
右
に
書
き

ま
す
か
？　

左
に
書
き
ま
す
か
？　

右
だ
と
思
う

人
？　

左
？　

そ
う
。
左
。
ど
う
し
て
？
（
１
３
は
、

１
よ
り
小
さ
い
か
ら
）

こ
こ
で
も
説
明
は
し
な
い
。
挙
手
と
い
う
作
業
指
示
を

出
す
。
気
付
い
た
子
供
に
発
表
さ
せ
、
評
価
す
れ
ば
よ
い
。

説
明
し
た
い
こ
と
は
、
作
業
指
示
を
出
し
、
子
供
自
身
に

言
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
手
柄
は
子
供
に
渡
す
の
だ
。

数
直
線
に
ペ
ア
を
書
き
込
ま
せ
た
後
は
、「
た
す
き
が

け
」
で
立
式
す
る
よ
う
作
業
指
示
。
式
を
確
認
し
、
評
価

す
る
。
最
後
に
、
□
を
求
め
る
よ
う
作
業
指
示
。
ま
た
確

認
し
、
評
価
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
教
師
は
一
切
説

明
を
し
て
い
な
い
。
ポ
イ
ン
ト
は
、

作
業
指
示
→
確
認
→
評
価
の
サ
イ
ク
ル
を
高
速
で

回
転
さ
せ
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。

広島県呉市立広南小学校　平
ひら

田
た

 千
ち

晶
あき

【実例で解説】授業の腕を上げる６つの実践ポイント
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１　

相
談
を
取
り
入
れ
た
効
果

理
科
の
授
業
中
、
演
示
実
験
を
行
っ
た
。
結
果
の
理
由

を
問
う
て
一
人
を
指
名
し
た
。「
分
か
り
ま
せ
ん
」。
二
人

目
、「
分
か
り
ま
せ
ん
」。
三
人
目
、「
分
か
り
ま
せ
ん
」。

諦
め
て
私
が
理
由
を
説
明
し
た
。
授
業
が
淡
々
と
進
ん
だ
。

後
か
ら
、「
本
当
は
分
か
っ
て
い
た
」
と
い
う
声
が
聞
こ

え
た
。
最
後
に
「
分
か
り
ま
せ
ん
」
と
言
っ
た
生
徒
で
あ

る
。
自
分
の
前
で
「
分
か
り
ま
せ
ん
」
が
続
き
、
答
え
に

自
信
が
な
く
な
っ
て
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
お
隣
さ
ん
と
相
談
」
こ
の
作
業
指
示
を
使
う
よ
う
に
な

り
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。

自
分
の
答
え
に
自
信
が
な
い
生
徒
は
、

自
分
の
考
え
を
認
め
て
も
ら
っ
て
自
信
が
も
て
る

よ
う
に
な
る
。
一
方
、
自
分
の
答
え
に
自
信
が
あ
る
生
徒

も
、周

り
の
考
え
か
ら
新
た
な
視
点
を
得
る

こ
と
も
あ
る
。
相
談
さ
せ
て
か
ら
指
名
す
る
こ
と
で
、

様
々
な
意
見
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
分
か
り
ま
せ
ん
」

と
言
う
生
徒
も
い
な
く
な
っ
た
。
考
え
が
思
い
付
か
な
い

生
徒
に
は
、「
周
り
の
意
見
で
納
得
し
た
も
の
を
言
え
ば

よ
い
」
と
伝
え
て
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

授
業
の
リ
ズ
ム
や
テ
ン
ポ
が
生
ま
れ
る

よ
う
に
も
な
り
、
生
徒
の
集
中
力
も
高
ま
っ
た
。

「
発
言
し
た
り
、
考
え
た
り
し
て
、
み
ん
な
と
意
見
を
共

有
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
。
ク
ラ
ス
全
体
で
授
業
に
参
加

し
て
い
る
感
じ
が
し
て
、
理
科
の
授
業
は
楽
し
か
っ
た
」

昨
年
度
、
最
後
の
授
業
で
高
校
生
が
述
べ
た
感
想
で
あ
る
。

２　

受
け
身
の
生
徒
も
主
体
的
に

今
年
度
は
飛
び
込
み
で
高
二
、
高
三
を
教
え
て
い
る
。

「
隣
の
人
と
相
談
」。
初
め
て
作
業
指
示
し
た
と
き
、
相

談
を
始
め
た
の
は
ク
ラ
ス
の
四
分
の
一
に
も
満
た
な
か
っ

た
。
長
く
受
け
身
で
授
業
を
受
け
て
き
た
子
供
た
ち
を
動

か
す
こ
と
は
難
し
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
隣
と
の
机
が
離
れ
て

い
る
こ
と
も
原
因
の
一
つ
と
考
え
、
相
談
す
る
相
手
を
指

定
す
る
な
ど
工
夫
し
た
。
こ
れ
で
、
大
人
し
い
生
徒
も
安

心
し
て
隣
に
声
を
か
け
ら
れ
る
。
受
け
身
の
生
徒
も
周
り

に
声
を
か
け
ら
れ
て
、
相
談
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

相
談
と
言
わ
れ
て
、
初
め
て
思
考

し
始
め
る

生
徒
も
い
る
の
だ
。
一
学
期
の
終
わ
り

に
は
「
周
り
と
相
談
」
と
言
う
だ
け
で
、

活
発
に
相
談
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

愛知県私立愛知淑徳中学校高等学校　松
まつ

浪
なみ

 由
ゆ

起
き

相談を取り入れて、 
高校生も全員参加の授業に
発問後、相談させることの効果は大きい。安心して相談できるように場を整えてやること
も教師の役目である。

【実例で解説】授業の腕を上げる６つの実践ポイント
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挙手指名しないで列指名しよう
「全員」を保証するためには列指名が有効だ。

１　

挙
手
指
名
の
害
・
列
指
名
の
メ
リ
ッ
ト

教
室
で
よ
く
行
わ
れ
る
「
挙
手
→
指
名
」
を
野
口
芳
宏

氏
は
「
上
澄
み
指
名
」
と
呼
ぶ
。
勉
強
の
で
き
る
子
、
活

発
な
子
の
み
が
活
躍
す
る
授
業
で
あ
る
。

全
員
が
参
加
し
、
理
解
し
、
で
き
る
よ
う
に
な
る
授
業

を
行
う
た
め
に
は
、「
上
澄
み
」
の
子
た
ち
だ
け
を
相
手

に
す
る
の
で
は
な
く
、
挙
手
を
し
な
い
・
で
き
な
い
子
た

ち
に
気
を
配
っ
た
授
業
を
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

列
指
名
を
行
う
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
以
下
に
述
べ
る
。

⑴
　
挙
手
を
し
な
い
生
徒
に
も
答
え
る
機
会
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
る

列
指
名
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
挙
手
方
式
で
は
発
言
が

で
き
な
い
生
徒
に
機
会
を
与
え
、
活
躍
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

⑵
　
全
体
に
緊
張
感
を
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る

発
言
を
嫌
が
り
意
図
的
に
挙
手
を
し
な
い
生
徒
も
い
る
。

列
指
名
で
全
員
が
発
言
す
る
場
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、

授
業
の
空
気
を
引
き
締
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑶
　
テ
ン
ポ
よ
く
授
業
が
進
め
ら
れ
る

挙
手
指
名
の
場
合
に
は
、
発
問
後
に
生
徒
が
挙
手
し
、

教
師
が
そ
の
中
か
ら
指
名
す
る
と
い
う
「
間
」
が
生
ま
れ
る
。

一
方
、
列
指
名
で
あ
れ
ば
次
に
答
え
る
生
徒
が
決
ま
っ
て

い
る
た
め
、
テ
ン
ポ
よ
く
授
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

授
業
の
実
際

筆
者
の
担
当
教
科
は
数
学
で
あ
る
。
例
題
で
問
題
を
解

く
手
順
（
基
本
型
）
を
確
認
し
た
後
、
類
題
を
生
徒
と
一

緒
に
解
く
場
面
が
あ
る
。
そ
の
際
に
は
「
次
に
何
を
し
ま

す
か
。
〇
〇
さ
ん
」
の
よ
う
に
し
た
、
手
順
を
生
徒
に
順

番
に
言
わ
せ
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

「
ま
ず
何
を
し
ま
す
か
。
〇
〇
さ
ん
」（
か
っ
こ
を
外
し

ま
す
）「
よ
し
。
外
し
な
さ
い
」

「
△
△
さ
ん
」（
２
x
＋
４
y
＋
…
…
）

「
次
に
何
を
し
ま
す
か
。
□
□
さ
ん
」（
同
類
項
で
並
び

変
え
ま
す
）「
ど
う
ぞ
」

「
●
●
さ
ん
」（
２
x
＋
６
x
…
…
）

「
次
に
何
を
し
ま
す
か
。
▲
▲
さ
ん
」（
計
算
し
ま
す
）

「
は
い
、
ど
う
ぞ
」

「
答
え
を
み
な
さ
ん
で
、
は
い
」（
８
x
＋
９
y
で
す
）

「
よ
し
。
〇
を
付
け
な
さ
い
」

例
題
で
解
く
手
順
が
分
か
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
発
問

と
生
徒
が
答
え
る
ま
で
の
間
も
短
く
、
テ
ン
ポ
よ
く
授
業

が
進
ん
で
い
く
。

自
分
か
ら
挙
手
で
き
な
い
Ａ
さ
ん
も
、
列
指
名
を
行
う

と
答
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
声
も
徐
々
に
大
き
く
な
り
、

一
年
間
の
振
り
返
り
に
は
「
数
学
の
授
業
で
た
く
さ
ん
発

言
で
き
た
」
と
自
ら
の
成
長
を
記
し
た
。

埼玉県さいたま市立指扇中学校　星
ほし

野
の

 優
ゆう

子
こ

【実例で解説】授業の腕を上げる６つの実践ポイント
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１　

有
能
な
リ
ー
ダ
ー
は
ど
こ
が
違
う
の
か

「
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
指
示
の
出
し
方
の
違
い
」
に
つ
い
て

調
べ
た
研
究
が
あ
る
（Kom

aki, J L., Leadership from

 

ａｎ

 operant perspective. London: Routledge, 1998.

）。

あ
る
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
に
お
け
る
艇
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の

行
動
を
記
録
し
、
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
（
上
図
）。

有
能
な
リ
ー
ダ
ー
に
は
次
の
よ
う
な
特
長
が
あ
っ
た
。

　

指
示
→
観
察
→
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
一
セ
ッ
ト

を
短
時
間
で
完
結
し
て
い
た
。

指
示
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
せ
ず
、
そ
れ
を
ク
ル
ー
が
実

行
す
る
か
ど
う
か
見
守
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
指
示
通
り
な
ら
Ｏ
Ｋ
を
出
し
、
そ
う
で
な
け

れ
ば
修
正
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
有
能
で
な
い
リ
ー
ダ
ー
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

リ
ー
ダ
ー
Ｂ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
遅
く
、
リ
ー
ダ
ー

Ｃ
に
至
っ
て
は
、
指
示
し
か
出
し
て
い
な
か
っ
た
。

２　

観
察
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
教
師
の
世
界
で
も
大
事

荒
れ
た
学
級
を
引
き
継
い
だ
時
の
経
験
を
思
い
出
し
た
。

立
ち
歩
き
な
ど
が
頻
発
す
る
「
崩
壊
型
」
学
級
も
あ
れ

ば
、
や
る
気
を
な
く
す
「
無
気
力
型
」
学
級
も
あ
っ
た
。

い
ず
れ
の
場
合
も
共
通
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

教
師
が
子
供
た
ち
一
人
一
人
を
見
て
い
な
か
っ
た
。

さ
す
が
に
板
書
ば
か
り
し
て
い
る
教
師
は
い
な
か
っ
た

が
、
気
の
利
く
一
部
の
子
供
た
ち
と
の
や
り
と
り
と
、
教

師
の
説
明
だ
け
で
進
ん
で
い
く
退
屈
な
授
業
だ
っ
た
。

他
の
子
供
た
ち
が
や
っ
て
い
な
く
て
も
、
教
師
に
は
見

え
て
い
な
い
。
だ
か
ら
何
も
言
わ
な
い
。

前
述
の
リ
ー
ダ
ー
で
い
え
ば
、
ま
さ
に
Ｂ
か
Ｃ
の
タ
イ

プ
の
教
師
で
あ
る
。
学
級
が
荒
れ
る
の
も
無
理
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
学
級
を
引
き
継
ぐ
中
で
、
学
級
の

立
て
直
し
に
必
要
な
こ
と
も
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

例
え
ば
、
次
の
三
つ
の
こ
と
で
あ
る
。

①　

授
業
中
に
子
供
の
名
前
を
呼
ん
で
褒
め
る
。��

②　

誰
が
や
っ
て
、
誰
が
や
っ
て
い
な
い
の
か
を
、

　

人
数
で
把
握
す
る
（
子
供
た
ち
に
伝
え
る
）。��

③　

一
人
一
人
を
個
別
に
評
定
す
る
。

子
供
た
ち
を
「
一
人
一
人
」
と
し
て
見
て
取
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
時
が
、
授
業
が
大
き
く
変
わ
る
時
で
あ
る
。

島根県川本町立川本小学校　太
おお

田
た

 政
まさ

男
お

板書ばかりしないで子供を見よう
有能なリーダーは、指示の後
に「観察」と「フィードバッ
ク」を短時間で行うことがで
きる。

【実例で解説】授業の腕を上げる６つの実践ポイント

「リーダーによる指示の出し方の違い」（Komaki,1998を一部改変）
（杉山尚子著『行動分析学入門』（集英社新書）より引用）
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時間差が生じる指示の出し方が 
ポイントである
教室内に子供たちの列ができれば、そこから授業は崩れる。時間差が生じる指示を出し、
素早くノートチェックすることで、教室内の知的な雰囲気が続いていく。

ノ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
場
面
で
大
切
な
こ
と
は
、
教
室
内

に
子
供
た
ち
の
列
を
作
ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
子
供
た
ち
が
ズ
ラ
～
っ
と
並
べ
ば
、
空
白
が
生
ま
れ
、

お
し
ゃ
べ
り
や
つ
つ
き
あ
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
始

め
る
。
こ
こ
か
ら
、
授
業
が
崩
れ
て
し
ま
う
。

時
間
差
が
生
じ
る
よ
う
に
、
教
師
が
指
示
を
出
す
こ
と

で
、
子
供
た
ち
の
列
は
で
き
な
い
。

向
山
洋
一
氏
の
算
数
授
業
。
練
習
問
題
が
四
問
あ
る
場

面
。
三
問
目
が
解
け
た
子
か
ら
教
師
に
見
せ
に
来
る
よ
う

に
指
示
を
出
す
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。
三
問
目
ま
で

解
か
せ
る
こ
と
で
、
早
く
解
け
る
子
と
ゆ
っ
く
り
解
く
子

の
間
に
時
間
差
が
生
じ
る
。
向
山
氏
は
、
三
問
目
だ
け

0

0

0

0

0

を

見
て
、
素
早
く
、
丸
バ
ツ
を
付
け
る
。
個
別
指
導
は
し
な

い
。
だ
か
ら
、
長
い
列
が
で
き
な
い
。
一
連
の
流
れ
は
、

空
白
禁
止
の
原
則
に
基
づ
い
た
指
導
で
あ
る
。
教
室
内
の

知
的
な
雰
囲
気
が
続
く
。

次
に
、
私
の
実
践
で
あ
る
。
五
年
社
会
科
「
庄
内
平
野

で
の
米
づ
く
り
」
の
授
業
で
あ
る
。「
米
の
生
産
を
高
め

る
た
め
に
人
々
が
し
て
き
た
工
夫
に
つ
い
て
調
べ
、
ノ
ー

ト
に
箇
条
書
き
で
書
き
な
さ
い
」
と
指
示
し
た
。 

子
供

た
ち
は
、
教
科
書
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
調
べ
始
め
た
。

「
一
つ
書
け
た
ら
、
見
せ
に
来
な
さ
い
」
と
指
示
し
た
。

こ
の
課
題
は
、
ハ
ー
ド
ル
が
若
干
高
い
の
で
、
子
供
た
ち

が
一
斉
に
見
せ
に
来
る
こ
と
は
な
い
。
列
が
で
き
な
い
。

「
こ
れ
を
見
付
け
た
か
、
よ
し
」
な
ど
と
褒
め
な
が
ら
、

素
早
く
丸
を
付
け
た
。
丸
を
も
ら
っ
た
子
供
た
ち
は
、

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し
な
が
ら
、
席
に
戻
り
、
調
べ
学
習
の

続
き
を
し
た
。

一
方
、
調
べ
学
習
が
苦
手
な
子
が
い
る
。
そ
こ
で
「
二

回
見
せ
に
来
た
子
は
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
を
黒
板
に
書
き

な
さ
い
」
と
指
示
し
た
。
苦
手
な
子
は
、
黒
板
を
参
考
に

ノ
ー
ト
に
書
く
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
、
ま
だ
見
せ
に
来
て
い
な
い
子
に
も
持
っ
て
く

る
よ
う
に
指
示
を
し
た
。
素
早
く
丸
を
付
け
た
。  

こ
れ
で
、
全
員
の
ノ
ー
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
教
室
内
の
知
的
な
雰
囲
気
は
続
い
た
。

ノ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
場
面
。
列
を
つ
く
ら
せ
な
い
よ
う

に
、
時
間
差
が
生
じ
る
指
示
を
出
す
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
。
課
題
の
難
易
度
に
よ
っ
て
、「
一
つ
」「
三
問
目
」

な
ど
指
示
の
出
し
方
を
使
い
分
け
よ
う
。

福井県越前市立武生東小学校　上
うえ

木
き

 信
のぶ

弘
ひろ

【実例で解説】授業の腕を上げる６つの実践ポイント
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ド
を
見
せ
る
。
み
ん
な
が
声
を
そ
ろ

え
て
、「
山
！
」
と
答
え
た
ら
大
成
功
。

　

教
科
書
の
本
文
、「『
や
ま
』
の
す

が
た
か
ら
、『
山
』
と
い
う
か
ん
字

が
で
き
ま
し
た
。」
と
、教
師
が
ゆ
っ

く
り
言
い
な
が
ら
、
同
時
に
ス
ラ
イ

ド
を
一
枚
ず
つ
見
せ
て
い
く
。
最
後

に
、
イ
ラ
ス
ト
＆
変
化
形
＆
漢
字
の

三
セ
ッ
ト
を
ま
と
め
た
ス
ラ
イ
ド
を

見
せ
、
も
う
一
度
、「
山
」
と
言
わ

せ
る
。

　

次
は
、
教
科
書
の
順
番
と
入
れ
替

え
る
。
教
科
書
は
二
番
目
に
「
水
」

が
く
る
。
し
か
し
、
子
供
た
ち
は

「
川
」
と
答
え
て
し
ま
う
。
よ
っ
て
、

先
に
「
雨
」
を
扱
っ
て
お
く
。

　

そ
し
て
、
川
の
イ
ラ
ス
ト
を
見
せ
、

子
供
た
ち
が
「
川
」
と
答
え
た
ら
、

発
問  

川
を
流
れ
て
い
る
も
の

は
何
で
し
ょ
う
。

と
、
考
え
さ
せ
て
い
く
。

　

そ
の
後
、「
上
」
と
「
下
」
を
扱
う
。

三	

コ
ン
テ
ン
ツ
の
順
番
が
大
事

①　

教
科
書
の
P
D
F
を
用
意
す
る
。

②�　

挿
絵
を
一
つ
一
つ
バ
ラ
バ
ラ
に

切
り
抜
く
。

③�　

一
つ
ず
つ
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

に
貼
り
付
け
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
に
す
る
と
、
順
番
に
変

化
し
て
い
く
様
子
を
一
枚
ず
つ
見
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

授
業
の
導
入
で
、
全
員
の
顔
が
上

が
り
、全
員
が
「
分
か
っ
た
！
」「
楽

し
そ
う
！
」「
で
き
そ
う
！
」
と
思

え
る
発
問
を
用
意
す
る
。

　

コ
ン
テ
ン
ツ
一
枚
目
に
？
マ
ー
ク

の
ス
ラ
イ
ド
を
用
意
す
る
。
そ
し

て
、
？
マ
ー
ク
を
見
せ
な
が
ら
、
次

の
発
問
と
指
示
を
す
る
。

発
問  

こ
れ
は
何
で
し
ょ
う
。

指
示  

み
ん
な
で
言
う
よ
。

　

そ
し
て
、「
さ
ん
は
い
」
と
言
い

な
が
ら
、
山
の
イ
ラ
ス
ト
の
ス
ラ
イ

一	

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
作
ろ
う

二	

導
入
は
全
員
が
で
き
る
こ
と
を

かん字のはなし
いきなり教科書で授業するので
はなく、パワーポイントでコン
テンツを作って授業しよう。

1年発問  これは何で
しょう？

指示  みんなで言
うよ。さんはい。

京都府京都市立深草小学校

安
やす

江
え

 愛
あい

光村図書・１年下・P24-25

Japanese
国語パワーポイント

のスライド
１

２

３

４
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国
Japanese

国語

Math
emat

ics算数
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問

10−

１
＝
９
だ
ね
。
二
回
引
く
か

ら
「
ひ
く
ひ
く
法
」
だ
。
大
発
見

（
驚
い
て
）。

半
具
体
物
で
操
作
す
る
。

　

類
題
で
、
算
盤（
ブ
ロ
ッ
ク
）操
作

で
答
え
を
出
す
練
習
を
十
分
に
す
る
。

半
具
体
物
操
作
と
式
と
つ
な
げ

る
「
減
加
法
と
減
々
法
の
二
つ
を
指
導

す
る
の
は
、
児
童
が
混
乱
す
る
」
と

躊
躇
し
て
い
た
が
、
周
囲
の
大
人
で

減
々
法
で
解
く
人
も
多
い
と
知
り
、

や
は
り
必
要
だ
と
感
じ
た
。

　

さ
く
ら
ん
ぼ
を
使
っ
て
の
「
分
け

る
」
が
分
か
り
に
く
い
子
が
い
る
の

と
、
書
く
量
を
減
ら
す
た
め
さ
く
ら

ん
ぼ
を
使
わ
な
い
方
法
で
行
っ
た
。

問
題
文
だ
け
提
示
し
て
、
既
習

事
項
の
確
認
を
す
る
。

発
問
１  

式
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

　
（
12−

３
で
す
）

指
示
１  

計
算
の
仕
方
を
確
認
し
ま

す
。（
10−

３
＝
７
。７
＋
２
＝
９
）

　

教
師
が
ブ
ロ
ッ
ク
で
提
示
し
な
が

ら
減
加
法
を
確
認
す
る
。
子
供
に
は

「
ひ
く
た
す
法
」
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
し

て
最
初
か
ら
教
え
て
お
く
。

教
科
書
の
お
菓
子
の
絵
を
見
せ
、

減
加
法
で
操
作
す
る
。

説
明
１  

箱
の
中
の

三
個
を
先
に
食
べ

て
、
外
の
二
個
を

戻
す
ん
だ
よ
ね
。

　

操
作
を
見
せ
る
と
、

箱
の
外
の
二
個
を
先

に
食
べ
る
方
が
よ
い
と
い
う
子
が
出

て
く
る
。

説
明
２  
な
る
ほ
ど
。
先
に
二
個
食

べ
る
。
２−

２
＝
０
。
二
個
食
べ

た
か
ら
あ
と
一
個
食
べ
ら
れ
る
。

東京都大田区立雪谷小学校

下
しも

山
やま

 てるみ

「ひきざん」（減々法）
ノート作業を少なくシンプルに
することで理解を促す。

東京書籍・１年②・P81

1年
Mathematics
算数おかしが12こあります。

３こたべると、のこりはなんこですか。

発問１  式はどうなりますか。

半具体物操作と式をつなげる
　　① 

　　② 

　　　 ２引いたからあと１引けばいい
　　③ 

【
唱
え
方
】

①　

引
く
２
で
０

②　

引
く
２
で
１

③　

10
引
く
１
で
９
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と
い
う
よ
う
に
指
示
し
、教
科
書
五
一

ペ
ー
ジ
の
絵
を
使
っ
て
文
を
作
る
。

　

そ
の
際
、
絵
の
コ
ー
ス
分
け
を
す

る
こ
と
。「
コ
ア
ラ
」「
パ
ン
ダ
」「
キ

リ
ン
」「
ゾ
ウ
」「
ゴ
リ
ラ
」「
ラ
イ

オ
ン
」
の
動
物
を
一
つ
選
ん
で
文
を

作
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
。
そ
う
し
な

い
と
、
ど
ん
ど
ん
読
点
で
つ
な
い
だ

だ
け
の
文
が
で
き
て
し
ま
う
か
ら
で

あ
る
。

　

例
え
ば
「
コ
ア
ラ
コ
ー
ス
」
の
場

合
、
教
科
書
に
「
オ
ム
レ
ツ
」「
ケ

チ
ャ
ッ
プ
」
と
ヒ
ン
ト
が
あ
る
。

赤
い
ネ
ク
タ
イ
を
し
た
コ
ア
ラ

は
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
が
い
っ
ぱ
い

か
か
っ
た
オ
ム
レ
ツ
を
ス
プ
ー

ン
を
使
っ
て
食
べ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　
「
ヒ
ン
ト
」
以
外
の
言
葉
が
使
え
た

ら
、
ボ
ー
ナ
ス
点
（
10
点
）
を
プ
ラ

ス
す
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
文
は
70
点

と
な
る
。
書
け
た
子
か
ら
板
書
し
、

発
表
し
合
う
と
よ
い
。

　

ど
ん
な
言
葉
を
か
た
か
な
で
書
く

の
か
復
習
す
る
。
教
科
書
に
も
例
示

が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
他
に
も
ど
ん
ど

ん
言
葉
を
集
め
る
。

①　

動
物
の
鳴
き
声

②　

も
の
の
音

③　

外
国
か
ら
来
た
こ
と
ば

④�　

外
国
の
国
や
土
地
、
人
の

名
前

　

か
た
か
な
が
苦
手
な
子
供
も
い
る

の
で
、
か
た
か
な
表
を
黒
板
に
提
示

し
た
り
、
お
隣
と
ペ
ア
で
言
葉
集
め

を
し
た
り
し
て
も
よ
い
。

二	 �

か
た
か
な
で
書
く
言
葉
が

入
っ
た
文
を
作
る

　

一
文
に
、
か
た
か
な
が
一
つ

入
っ
て
い
た
ら
10
点
で
す
。
二

つ
入
っ
て
い
た
ら
20
点
で
す
。

一	

か
た
か
な
集
め
を
す
る

かたかなをすらすら
文中で使えるように
する
ゲーム感覚で、かたかなを使う
ことを楽しみながら進める。

2年指示  かたかなで書く言葉が入った
文を作りましょう。かたかなの言
葉１つで10点です。

大阪府泉佐野市立第二小学校

勇
いさみ

 和
かず

代
よ

光村図書・２年下・P50-51

Japanese
国語

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ



31   2021. 11

国
Japanese

国語

Math
emat

ics算数
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問

た
っ
た
こ
れ
だ
け
の
こ
と
も
、
実
は

で
き
て
い
な
い
子
供
が
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
指
導
を
さ
ら
に
細

分
化
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

三
角
形
が
ど
ん
な
形
か
を
問
う
時

に
、次
の
よ
う
な
視
覚
支
援
を
行
っ
た
。

　

こ
こ
ま
で
や
る
と
、
全
員
が
言
葉

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

図
形
単
元
で
は
、
新
し
い
定
義
が

少
し
ず
つ
出
て
く
る
。
そ
の
た
び
に
、

毎
日
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
定
義
を

口
に
す
る
と
い
う
機
会
を
つ
く
っ
て

い
る
。

さ
ら
に
細
分
化

毎
日
、
言
葉
に
出
さ
せ
る

　

私
が
新
採
の
こ
ろ
、
革
命
的
な
指

導
法
が
世
に
現
れ
た
。「
向
山
型
算

数
」
指
導
法
で
あ
る
。

　

高
度
な
技
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
教

師
が
追
試
可
能
な
も
の
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。

　

三
本
の
直
線
で
囲
ま
れ
た
形

を
何
と
い
い
ま
す
か
。

　

三
角
形
と
は
ど
ん
な
形
で
す

か
。

と
い
う
セ
ッ
ト
の
定
義
の
指
導
は
、

誰
に
で
も
で
き
る
方
法
で
効
果
絶
大

な
の
で
、
本
当
に
驚
い
た
。

　

今
よ
り
は
る
か
に
技
量
が
低
い
と

き
で
も
、
子
供
た
ち
が
し
っ
か
り
と

つ
い
て
く
る
の
が
実
感
で
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
で
あ
る
。
少
し
ず
つ
子

供
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
、

気
付
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

定
義
の
定
着
は
向
山
型
で

山口県周防大島町立久賀小学校

奥
おく

田
だ

嚴
よし

文
ふみ

図形の定義は確実に
定着
毎日毎日の繰り返しで、図形の
定義を習得させる。

啓林館・２年下・P43-55

2年
Mathematics
算数発問  ３本の直線で囲まれた形を何

といいますか。
　

発問  三角形とはどんな形ですか。
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で
い
く
。
慣
れ
て
き
た
ら
、
絵
に
注

目
さ
せ
て
か
ら
、
文
を
見
付
け
る
よ

う
に
、
変
化
を
つ
け
て
い
く
。

指
示
２  

き
な
こ
の
写
真
、
指
で
押

さ
え
ま
す
。

発
問
２  

き
な
こ
の
写
真
を
説
明
し

て
い
る
文
は
ど
れ
で
す
か
？

指
示
３  

文
に
線
を
引
き
ま
す
。

指
示
４  

写
真
と
線
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
変
化
を
つ
け
て
い
く
。

指
示
５  

同
じ
よ
う
に
し
て
、
文
と

写
真
を
つ
な
げ
ま
す
。

　
後
半
は
、
一
段
落
ず
つ
確
認
し
な

が
ら
、
文
と
写
真
を
つ
な
い
で
い
く
。

写
真
は
全
部
で
一
四
個
あ
る
。
文
と

写
真
を
つ
な
ぐ
と
い
う
活
動
を
繰
り

返
し
行
う
こ
と
で
、
自
然
に
文
章
の

書
き
方
の
基
本
を
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

　
ま
た
、
こ
の
後
の
単
元
「
食
べ
物

の
ひ
み
つ
を
教
え
ま
す
」
で
は
、
自

分
で
文
章
を
書
く
と
い
う
活
動
に
な

る
た
め
、
例
の
書
き
方
や
詳
し
く
書

く
方
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
説
明
文
「
す
が
た
を
か
え
る
大
豆
」

で
は
、
例
の
書
か
れ
方
に
気
を
付
け

て
読
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
教
科
書
の
挿
絵
を
活
用
し
、
文
と

イ
ラ
ス
ト
を
線
で
つ
な
ぐ
こ
と
で
実

現
し
た
い
。

第
一
時

　
範
読
・
音
読

第
二
時

　
段
落
分
け

第
三
・
四
時

　
問
い
・
答
え
の

検
討

第
五
時　
例
の
示
し
方

　
音
読
、
段
落
分
け
、
問
い
と
答
え

な
ど
を
確
定
さ
せ
た
後
、
実
施
す
る
。

説
明
１  

四
三
ペ
ー
ジ
、「
え
だ
に

つ
い
た
さ
や
の
中
に
、
二
つ
か
三

つ
の
た
ね
が
入
っ
て
い
ま
す
。」

と
い
う
文
に
線
を
引
き
ま
す
。

発
問
１  

こ
れ
は
、
ど
の
写
真
の
こ

と
を
説
明
し
て
い
ま
す
か
？

指
示
１  

文
と
写
真
を
線
で
つ
な
ぎ

ま
す
。

　
文
に
注
目
さ
せ
て
か
ら
、
そ
の
文

に
合
う
写
真
を
探
し
、
線
で
つ
な
い

「すがたをかえる大豆」
文とイラストをリンクさせるこ
とで、例の書かれ方に気を付け
て読むことができる。

3年説明  「えだについたさやの中に、二
つか三つのたねが入っています。」
という文に線を引きます。

発問  これは、どの写真のことを説
明していますか？

指示  文と写真を線でつなぎます。

富山県富山市立針原小学校

加
か

藤
とう

 綾
あや

乃
の

光村図書・３年下・P41-49

Japanese
国語

※�説明用に教科書のかき起こしを使用しています。

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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る
よ
」
と
方
法
を
書
き
ま
す
。

　

書
け
た
子
は
ノ
ー
ト
を
教
師
の
と

こ
ろ
へ
持
っ
て
来
さ
せ
る
。
褒
め
言

葉
と
と
も
に
、
確
認
の
○
を
す
る
。

早
く
で
き
た
子
に
は
他
の
考
え
方
も

考
え
さ
せ
る
。
あ
る
程
度
の
時
間
が

経
っ
た
ら
、
何
人
か
に
考
え
を
黒
板

に
書
か
せ
る
。

指
示
３  

黒
板
に
書
か
れ
た
考

え
を
見
ま
す
。
こ
う
や
っ
て
考

え
た
の
だ
な
と
、
友
達
の
考
え

を
説
明
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

班
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
、「
Ａ

さ
ん
は
こ
う
考
え
ま
し
た
」
と

説
明
し
合
い
ま
す
。

　

黒
板
に
書
か
れ
た
い
く
つ
か
の
求

め
方
に
つ
い
て
、
代
表
の
子
だ
け
で

は
な
く
、
ク
ラ
ス
全
員
が
説
明
す
る

機
会
を
設
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

互
い
に
説
明
し
合
う
こ
と
で
、
学
習

に
困
難
さ
を
も
つ
子
へ
の
理
解
を
助

け
る
手
立
て
に
な
る
。

　

１
ま
い
23
円
の
工
作
用
紙
を

３
ま
い
買
い
ま
す
。
代
金
は
何

円
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

指
示
１  

教
科
書
の
数
直
線
を

見
ま
す
。
１
に
指
を
置
き
ま
す
。

こ
れ
は
一
ま
い
の
意
味
で
す
。

で
は
、
23
は
何
の
意
味
で
す
か
。

　

二
三
円
で
あ
る
。
他
の
数
字
も
数

直
線
の
数
値
と
単
位
の
確
認
を
す
る
。

指
示
２  

１
か
ら
３
に
矢
印
を

引
き
ま
す
。

　

か
け
る
い
く
つ
で
す
か
。

　
「
×
３
」
と
書
き
ま
す
。

　

ま
い
数
を
×
３
し
ま
し
た
の

で
、
代
金
も
×
３
と
書
き
ま
す
。

　

式
を
言
い
ま
し
ょ
う
。

発
問
１  

23
×
３
の
答
え
は
ど

う
や
っ
て
求
め
ら
れ
ま
す
か
。

　

絵
や
図
や
イ
ラ
ス
ト
、
矢
印
、

言
葉
、
な
ど
を
使
っ
て
ノ
ー
ト

に
「
こ
う
や
っ
た
ら
求
め
ら
れ

神奈川県川崎市立小学校

田
た

丸
まる

 義
よし

明
あき

かけ算のひっ算
求め方を互いに説明し合うこと
で、理解を助ける手立てになる。

教育出版・３年下・P ３

3年
Mathematics
算数発問  23×３の答えはどうやって求

められますか。
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（
十
段
落
）「
同
じ
よ
う
に
な
っ
た

人
」
と
作
業
を
確
認
す
る
。
違
っ
た

ら
、
写
さ
せ
る
。
褒
め
る
。

発
問
２  

筆
者
が
一
番
伝
え
た
い
こ

と
は
、
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。

　
（
十
段
落
）

発
問
３  

筆
者
の
一
番
伝
え
た
い
一

文
に
線
を
引
き
な
さ
い
。

　
（
世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
を
、
生
活
の

中
で
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。）

発
問
４  

も
う
一
箇
所
あ
り
ま
す
。

ど
こ
で
す
か
。

（
二
段
落
）

発
問
５  

二
段
落
で
、
筆
者
の
一
番

伝
え
た
い
文
は
ど
こ
で
す
か
。

　
（
よ
り
多
く
の
人
に
和
紙
の
よ
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
、
使
っ
て
ほ
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。）

　

こ
の
後
、
事
例
が
あ
る
三
〜
九
段

落
を
二
つ
に
分
け
る
（
三
〜
六
は

「
和
紙
の
持
つ
よ
さ
」、
七
〜
九
は

「
使
う
紙
を
選
ぶ
わ
た
し
た
ち
の
気

持
ち
」
を
表
し
て
い
る
）。

　

筆
者
の
考
え
が
集
約
さ
れ
て
い
る

十
段
落
を
要
約
し
て
終
え
る
。

　

第
一
段
階
と
し
て
、
範
読
。

　

様
々
な
音
読
を
一
時
間
目
に
行
い
、

ス
ラ
ス
ラ
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
後

の
二
時
間
目
の
授
業
。

指
示
１  

教
科
書
に
段
落
番
号
を

打
っ
て
い
き
な
さ
い
。

指
示
２  

終
わ
っ
た
ら
、
手
を
挙
げ

ま
す
。

　

手
を
挙
げ
て
い
る
子
を
、
一
番
、

二
番
と
声
を
か
け
て
い
き
評
価
す
る

（
焦
ら
せ
す
ぎ
る
必
要
は
な
い
が
、

作
業
→
確
認
→
評
価
の
サ
イ
ク
ル
を

回
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体
の
作
業

に
ハ
リ
を
与
え
、
や
ら
さ
れ
感
が
な

く
な
っ
て
く
る
）。

指
示
３  

終
わ
っ
た
人
は
、再
度
、読

ん
で
お
き
な
さ
い
（
早
く
終
わ
っ

た
子
供
に
指
示
を
与
え
る
こ
と

で
空
白
を
禁
止
し
、
全
体
へ
の
緊

張
感
を
継
続
さ
せ
る
）。

　
【
学
級
が
落
ち
着
い
て
い
る
よ
う
で

あ
れ
ば
、
終
わ
っ
た
人
に
は
、
困
っ

て
い
る
人
に
教
え
て
回
ら
せ
る
か
、

隣
と
相
談
さ
せ
る
】

発
問
１  
何
段
落
に
分
か
れ
ま
す
か
。

世界にほこる和紙
双括型の説明文。まず、筆者の
主張と事例を抑え、最終段落を
要約する。

4年発問１  何段落に分かれますか。
　　  10 段落

発問２  筆者が一番伝えたいことは、
どこにありますか。

　　  10 段落

発問３  筆者の一番伝えたい一文に
線を引きなさい。

　　 
発問４  もう１箇所あります。どこ

ですか。

大阪府富田林市立大伴小学校

原
はら

田
だ

 朋
とも

哉
や

光村図書・４年下・P44-51

Japanese
国語
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「
８−

」
の
部
分
を
指
で
隠
さ
せ
る
。

「
３
×
２
」
の
部
分
が
残
る
。
３
×

２
は
６
な
の
で
、
３
×
２
の
下
に
６

を
書
か
せ
る
。

　

写
し
ま
す
。

「
８−

６
」
を
下
に
写
さ
せ
る
。

　

答
え
を
書
き
な
さ
い
。

　

２
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
問
題
を
解
か
せ
る
た
び

に
次
の
よ
う
に
告
げ
る
。

　

こ
の
計
算
は
、
こ
う
や
っ
て

隠
し
て
や
っ
て
い
け
ば
、
ご
く

簡
単
な
た
し
算
・
ひ
き
算
・
か

け
算
・
わ
り
算
の
組
合
せ
な
の

で
す
。
一
年
生
か
ら
三
年
生
の

簡
単
な
計
算
の
組
合
せ
な
の
で

す
。
ち
っ
と
も
難
し
く
な
い
の

で
す
。

　

低
位
の
子
も
含
め
て
、
簡
単
だ
と

い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
。

「
計
算
の
き
ま
り
」
の
学
習
で
出
て

く
る
問
題
は
、
ほ
ぼ
全
て
が
非
常
に

簡
単
な
計
算
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。

隠
す
こ
と
に
よ
り
、
ご
く
簡
単
な
計

算
の
組
み
合
わ
せ
だ
と
い
う
こ
と
を

実
感
さ
せ
る
。

　

例
え
ば
、「
８−

９
÷
３
×
２
」

と
い
う
計
算
。

　

か
け
算
、
わ
り
算
か
ら
で
す
。

隠
し
ま
す
。

「
８−

」
の
部
分
を
指
で
隠
さ
せ
る
。

　

左
か
ら
順
番
で
す
。隠
し
ま
す
。

「
×
２
」
の
部
分
を
指
で
隠
さ
せ
る
。

「
９
÷
３
」
の
部
分
が
残
る
。
９
÷

３
は
３
な
の
で
、
９
÷
３
の
下
に
３

を
書
か
せ
る
。

　

写
し
ま
す
。

「
８−

３
×
２
」
を
式
の
右
辺
に
写

さ
せ
る
。

　

か
け
算
か
ら
先
に
計
算
し
ま

す
。
隠
し
ま
す
。

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

 陽
あきら

「隠す」という
局面の限定
一見難解な問題でも、情報を隠
すことにより、難易度が非常に
下がる。

東京書籍・４年上・P6

4年
Mathematics
算数指示  〇算から先にします。

 （　　）から先にします。
 隠します。
 写します。
 答えを書きなさい。
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終
え
た
ら
◯
を
増
や
し
て
二
回
読

む
場
面
を
つ
く
る
。

指
示
３  

も
う
一
つ
◯
を
増
や
し
ま

す
。
二
回
読
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。
さ
っ
き
と
読
む
と
こ
ろ
を
変

え
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
て
、
た
け
の
こ
読
み
を
さ

せ
る
。
三
回
さ
せ
て
も
よ
い
。

　

次
に
詩
の
解
釈
を
す
る
。

発
問
１  

話
者
（
語
り
手
）
に
見
え

て
い
る
も
の
は
、
何
で
す
か
。
全

て
ノ
ー
ト
に
書
き
ま
す
。

　

児
童
の
意
見
を
全
て
板
書
す
る
。

発
問
２  

こ
の
詩
を
お
話
し
て
い
る

人
を
話
者
と
い
い
ま
す
。
話
者

は
、
外
に
い
る
の
で
す
か
。
そ
れ

と
も
、
建
物
の
中
に
い
る
の
で
す

か
。

　

自
分
の
考
え
を
グ
ル
ー
プ
で
交
流

さ
せ
る
。「
も
し
建
物
の
中
だ
っ
た

ら
、
黒
板
に
あ
る
意
見
の
ど
れ
が
見

え
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
か
」

と
聞
い
て
、
見
え
て
い
な
い
も
の
を

検
討
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

古
典
の
世
界
「
春
暁
」
を
扱
う
。

ま
ず
は
た
く
さ
ん
読
ま
せ
る
。
読
ま

せ
る
こ
と
で
内
容
の
理
解
が
進
む
。

指
示
１  

先
生
と
一
行
交
代
で
読
み

ま
す
。

一�　

先
生
が
先
に
読
み
、
児
童
が
後

に
読
む
。（
一
行
ず
つ
交
代
で
読
む
）

二�　

児
童
が
先
に
読
み
、
先
生
が
後

に
読
む
。

三　

男
女
で
一
行
交
代
読
み
。

四�　

教
室
を
二
つ
に
分
け
て
一
行
交

代
読
み
。

な
ど
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
つ

け
て
読
ま
せ
る
。
さ
ら
に
「
た
け
の

こ
読
み
」
を
さ
せ
る
。

指
示
２  

こ
の
詩
は
題
名
を
除
く
と

全
部
で
四
行
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
。
一
か
ら
四
ま
で
各
行
の
上
に

番
号
を
振
り
ま
す
。
自
分
が
読
み

た
い
行
を
決
め
ま
す
。
そ
の
行
の

番
号
に
〇
を
し
ま
す
。
一
つ
だ
け

で
す
。
〇
を
つ
け
た
行
に
な
っ
た

ら
、
立
っ
て
読
み
ま
す
。
誰
も
読

ま
な
い
と
き
は
、
先
生
が
読
み
ま

す
。
題
名
は
、
先
生
が
読
み
ま
す
。

古典の世界（二）
「春暁」を読む
まずは何度も読ませる。読ませ
ることで教師の発問が理解しや
すくなる。

5年指示  自分が読みたい行を決めます。
　その行の番号に〇をします。１つ

だけです。〇をつけた行になった
ら、立って読みます。

埼玉県さいたま市立宮原小学校

竹
たけ

岡
おか

 正
まさ

和
かず

光村図書・５年・P158-159

Japanese
国語

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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例
え
ば
、「
子
供
会
で
、
二
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
人
数
と
集
め
た

キ
ャ
ッ
プ
の
一
人
平
均
の
個
数
は
右

の
よ
う
で
し
た
。
子
供
会
全
体
で
は
、

一
人
平
均
何
個
を
集
め
た
こ
と
に
な

り
ま
す
か
」
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

表
を
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
。「
全

体
の
個
数
」「
全
体
の
人
数
」「
一
人

平
均
の
個
数
」
と
、
言
葉
を
必
ず
書

か
せ
る
。
言
葉
を
書
か
せ
る
こ
と
で
、

式
が
自
然
と
浮
か
ん
で
く
る
。

　

こ
の
二
つ
で
難
所
を
乗
り
越
え
さ

せ
る
。

　
「
平
均
」。
難
所
は
、
二
つ
あ
る
。

　

一
つ
目
が
、
計
算
。

　

た
し
算
、
わ
り
算
の
計
算
間
違
い

が
多
く
な
る
。

　

右
の
ノ
ー
ト
の
よ
う
に
、
か
っ
こ

の
下
に
線
を
引
か
せ
る
。
こ
れ
だ
け

で
、
最
初
に
た
し
算
を
す
る
の
だ
と
、

子
供
た
ち
に
意
識
付
け
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

ま
た
、
電
卓
を
使
わ
せ
て
よ
い

ペ
ー
ジ
は
、
ど
ん
ど
ん
電
卓
を
使
わ

せ
る
。
教
師
用
教
科
書
に
「
電
卓
」

と
書
か
れ
た
ペ
ー
ジ
が
、「
平
均
」

に
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

二
つ
目
が
、
二
つ
以
上
の
グ

ル
ー
プ
の
平
均
を
求
め
る
問
題
。

山口県下関市立清末小学校

林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

「平均」難所は２つ
難所を乗り越えさせる指導法の
工夫。

啓林館・５年・P151-155

5年
Mathematics
算数指示  かっこの下に、線を引きなさい。

ここから計算します。

※ノートのページは旧教科書のもの。
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「
一
二
世
紀
か
ら
今
日
ま
で
、
言
葉

だ
け
で
な
く
絵
の
力
を
使
っ
て
物
語

り
を
語
る
も
の
が
、
と
ぎ
れ
る
こ
と

な
く
続
い
て
い
る
の
は
、
日
本
文
化

の
大
き
な
特
色
な
の
だ
」

　
「『
鳥
獣
戯
画
』
は
、
だ
か
ら
、
国

宝
だ
け
で
な
く
、人
類
の
宝
な
の
だ
」

の
二
つ
で
意
見
が
分
か
れ
る
の
で
、

討
論
さ
せ
た
い
。

　

な
ぜ
筆
者
が
そ
の
主
張
に
至
っ
た

か
。
そ
の
根
拠
を
示
し
て
い
る
部
分

を
把
握
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
内
容

を
要
約
し
要
旨
を
つ
か
む
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

多
く
は
そ
の
直
前
ぐ
ら
い
に
書
い

て
あ
る
。

　

ロ
ジ
カ
ル
な
文
章
で
あ
れ
ば
あ
る

ほ
ど
、
分
か
り
や
す
い
。

　

そ
れ
を
見
付
け
る
手
順
を
し
っ
か

り
と
教
え
る
こ
と
も
、
教
師
の
大
事

な
仕
事
で
あ
る
。

　

学
力
テ
ス
ト
や
入
試
問
題
で
は
、

必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
こ
の
よ
う

な
力
が
必
要
で
あ
る
。

発
問
１  

こ
の
文
章
全
体
を
三

つ
に
分
け
ま
す
。
ど
こ
で
分

か
れ
ま
す
か
。

　

学
習
指
導
要
領
に
は
、「
段
落
相

互
の
関
係
」
を
指
導
す
る
よ
う
明
記

さ
れ
て
い
る
。

　

筆
者
の
考
え
と
そ
れ
を
支
え
る
理

由
や
事
例
が
、
ど
の
よ
う
な
文
章
構

成
で
書
か
れ
て
い
る
の
か
。

　

そ
れ
を
考
え
さ
せ
る
た
め
に
、
ス

ラ
ッ
シ
ュ
分
割
法
の
授
業
を
行
う
。

①
②
／
③
④
⑤
⑥
⑦
／
⑧
⑨

と
い
う
よ
う
に
、
子
供
た
ち
に
ど
こ

で
分
か
れ
る
か
を
板
書
さ
せ
、
意
見

を
交
換
さ
せ
る
。

発
問
２  

筆
者
の
主
張
は
ど
れ

で
す
か
。

一	

構
成
を
理
解
す
る

二	

筆
者
の
主
張
を
つ
か
む

「『鳥獣戯画』を読む」
「自分の見方を伝える文章を書く」
ことがこの単元の最終ゴールである。
そのために、文章全体の構成や筆
者の主張と、それを支える表現の
工夫をとらえることが第一となる。

6年

東京都江戸川区立松江小学校

三
み

浦
うら

 宏
ひろ

和
かず

光村図書・６年・P141-157

Japanese
国語指示  この文章全体を３つに分けな

さい。
発問  筆者の主張は何ですか。

鳥獣戯画
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国
Japanese

国語

Math
emat

ics算数
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問

　

書
け
た
子
か
ら
持
っ
て
来
さ
せ
る
。

　

事
前
に
「
八
点
以
上
の
人
は
黒
板

に
書
い
て
も
ら
い
ま
す
」
と
伝
え
て

お
く
。
評
定
基
準
は
前
も
っ
て
考
え

て
お
く
。
私
は
次
の
よ
う
に
し
た
。

式
と
答
え�

３
点

図
や
表
が
あ
る�

４
点

言
葉
に
よ
る
説
明
が
あ
る�

３
点

　

黒
板
が
埋
ま
っ
た
ら
、
発
表
さ
せ

る
。

　

時
間
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
各
自
で

発
表
さ
せ
る
。
自
分
の
ノ
ー
ト
を
見

せ
な
が
ら
、
班
の
人
に
発
表
さ
せ
る
。

全
員
に
発
表
の
機
会
を
設
け
る
の
で

あ
る
。

　

練
習
問
題
も
扱
い
は
同
じ
。

　

解
き
方
を
指
定
し
な
い
で
取
り
組

ま
せ
る
。
そ
れ
を
評
定
し
て
、
板
書

さ
せ
、
発
表
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

三	

評
定
し
て
板
書
さ
せ
る

四	

練
習
問
題
を
解
か
せ
る

　

比
例
を
利
用
し
て
問
題
を
解
く

ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

東
京
書
籍
の
教
科
書
で
は
、
こ
の

よ
う
な
応
用
問
題
の
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。

　

複
数
の
解
き
方
が
掲
載
さ
れ
て
い

て
、
そ
の
後
に
は
「
マ
イ
ノ
ー
ト
」

と
い
う
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。
解
き
方
が

多
々
あ
り
、
ヒ
ン
ト
満
載
な
の
だ
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
の
扱
い
は
次
の
よ
う

に
し
て
い
る
。

一　

答
え
を
教
え
る
。

二　

各
自
で
解
か
せ
る
。

三　

評
定
し
て
板
書
さ
せ
る
。

四　

練
習
問
題
を
解
か
せ
る
。

　

教
科
書
を
見
れ
ば
分
か
る
の
だ
が
、

こ
ち
ら
か
ら
伝
え
て
し
ま
う
。

　

こ
の
よ
う
な
感
じ
で
指
示
す
る
。

　
「
答
え
は
二
七
六
〇
ｇ
で
す
。
ど
う

や
っ
た
ら
こ
の
答
え
が
出
る
か
。
先

生
に
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
、
ノ
ー

ト
に
書
き
な
さ
い
」

一	

答
え
を
教
え
る

二	

各
自
で
解
か
せ
る

千葉県我孫子市立我孫子第三小学校

河
こう

野
の

 健
けん

一
いち

「比例の利用」は 
子供に解き方を委ねる
教科書にヒントがたくさん載っ
ている。その場合は、「一目で
分かるようにしてきなさい」と
指示する。

東京書籍・６年・P147-149

6年
Mathematics
算数指示  先生に一目

で分かるように
解きなさい。
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学
習
指
導
要
領
に
は
五
年
生
で
育

む
考
え
方
と
し
て
、「
実
験
を
す
る

際
に
『
変
化
さ
せ
る
要
因
と
変
化
さ

せ
な
い
要
因
』
を
区
別
す
る
こ
と
」

が
拳
げ
ら
れ
て
い
る
。
電
磁
石
の
強

さ
の
実
験
は
、
こ
の
力
を
伸
ば
す
最

適
な
教
材
で
あ
る
。

　

ク
リ
ッ
プ
を
つ
け
る
実
験
で
、
ど

う
し
た
ら
電
磁
石
が
強
く
な
る
か
予

想
さ
せ
る
。
四
年
生
の
直
列
つ
な
ぎ

の
学
習
と
関
係
付
け
て
「
電
流
を
大

き
く
し
た
ら
強
く
な
る
」
と
い
う
予

１	

条
件
制
御
の
力
の
育
成

２	

電
流
の
強
さ
で
実
験
計
画

想
が
出
る
。
電
池
二
つ
で
直
列
つ
な

ぎ
に
し
、
電
池
一
つ
よ
り
も
豆
電
球

が
明
る
く
な
る
様
子
を
見
せ
て
思
い

出
さ
せ
る
と
よ
い
。

　

実
験
の
計
画
で
大
切
な
の
が
「
調

べ
た
い
条
件
以
外
は
変
え
な
い
」
こ

と
で
あ
る
。
教
科
書
に
あ
る
「
巻
数

を
同
じ
に
す
る
」
以
外
に
も
、
意
識

す
べ
き
条
件
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
左

の
図
を
提
示
し
て
、「
電
池
一
個
の
時

は
ア
、
電
池
二
個
の
時
は
イ
の
方
法

で
実
験
し
て
も
よ
い
か
？
」
と
聞
く
。

も
ち
ろ
ん
だ
め
で
あ
る
。

　

他
に
変
え
て
は
い
け
な
い
条

件
を
思
い
付
く
だ
け
全
て
出
し

な
さ
い
。

と
指
示
し
、
話
し
合
わ
せ
る
。
意
見

を
出
さ
せ
、
左
の
表
の
よ
う
に
ま
と

め
る
。

　

簡
易
電
流
計
の
設
定
を
５
Ａ
に
変

え
る
。
大
電
流
が
流
れ
る
の
で
０
．
５

Ａ
で
は
故
障
の
恐
れ
が
あ
る
。
ま
た
、

実
験
中
コ
イ
ル
が
熱
く
な
る
こ
と
が

あ
る
。
長
い
時
間
電
流
を
流
し
続
け

な
い
よ
う
に
指
示
す
る
。

３	

実
験
で
気
を
付
け
る
こ
と

　

実
験
後
、
黒
板
に
結
果
を
書
か
せ

る
。
書
か
せ
る
利
点
は
次
の
通
り
。

①　

進
行
状
況
が
分
か
り
や
す
い

②　

結
果
の
信
頼
性
が
増
す��

③　

考
察
の
参
考
に
な
る�

�

④�　

実
験
方
法
を
間
違
え
て
い

る
グ
ル
ー
プ
が
分
か
る

　

黒
板
に
書
か
れ

た
表
で
、
５
班
が

遅
れ
て
い
る
こ
と

や
４
班
だ
け
他
の

班
と
結
果
が
異
な

る
こ
と
が
分
か
る
。

実
験
の
ど
こ
が
間

違
え
て
い
た
の
か

を
話
し
合
う
き
っ

か
け
に
な
る
。
そ

れ
以
外
の
班
は
電

池
二
個
の
方
が
多

い
の
で
、
再
現
性
の
高
い
結
果
で
あ

る
と
証
明
で
き
る
。

４	

結
果
は
黒
板
に
書
か
せ
る

理科

５年「電磁石のはた
らき」の基礎基本
実験のポイントは条件制
御！　変えてはいけない
条件をたくさん出す授業
展開。

大阪府貝塚市立二色小学校

蔭
かげ

西
にし

 孝
たかし

東京書籍・５年・P139-143

基礎・基本

Social studies

変える条件 変えない条件

電流の強さ

コイルの巻き数

クリップの種類

クリップの付け方

電磁石の持ち方

クリップの置き方

イ

ア
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方
が
電
磁
石
は
強
く

な
る
（
実
験
動
画
は

下
記
Ｑ
Ｒ
か
ら
）。

　

ま
た
、
鉄
芯
が
太

い
方
が
電
磁
石
は
強
く
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
実
験
の
問
い
を
変

え
な
が
ら
同
じ
よ
う
な
流
れ
で
実
験

を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
自
分
で
計
画

を
立
て
実
験
を
進
め
る
力
が
身
に
付

く
。

た
も
の
と
、

割
り
箸
を
用

意
す
る
。
鉄

芯
と
同
じ
長

さ
に
し
て
、

エ
ナ
メ
ル
線

を
周
り
に
巻

く
。

　

こ
の
実
験

は
、
教
科
書

の
実
験
と
同
じ
流
れ
に
な
る
。
そ
の

た
め
「
実
験
を
し
な
さ
い
」
と
指
示

す
れ
ば
自
分
た
ち
で
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
実
験
ノ
ー
ト
を
振
り
返
り

な
が
ら
、「
問
い
→
予
想
→
実
験
計

画
→
結
果
→
考
察
→
ま
と
め
→
ふ
り

か
え
り
」
と
実
験
を
進
め
る
。
下
の

よ
う
な
ノ
ー
ト
に
な
る
。

　

さ
ら
に
変
化
の
あ
る
繰
り
返
し
で

実
験
を
す
る
な
ら
ば
、
エ
ナ
メ
ル
線

の
太
さ
や
鉄
芯
の
太
さ
を
変
え
る
実

験
も
で
き
る
。
エ
ナ
メ
ル
線
が
太
い

３�	

エ
ナ
メ
ル
線
と
鉄
芯
の
太
さ

で
も
比
較
実
験
可
能

　

電
磁
石
の
学
習
は
、
回
路
や
磁
石

の
性
質
な
ど
、
今
ま
で
の
学
習
と
の

関
連
が
深
い
。
過
去
の
学
習
と
関
係

付
け
て
導
入
す
る
。
電
池
、
導
線
、

豆
電
球
で
回
路
を
作
り
、
導
線
を
方

位
磁
針
に
二
周
巻
く
。
回
路
に
電
気

を
流
す
と
方
位
磁
針
の
針
が
反
応
す

る
。
そ
れ
を
見
せ
て
、
班
に
一
ｍ
の

１	

方
位
磁
針
に
導
線
を
巻
く

エ
ナ
メ
ル
線
を
渡
し
、
使
い
方
を
説

明
。
自
由
に
体
験
さ
せ
る
と
、
巻
く

回
数
を
増
や
す
ほ
ど
強
く
針
が
反
応

す
る
こ
と
に
気
付
く
。
そ
の
あ
と
自

作
で
一
〇
〇
回
巻
コ
イ
ル
を
作
ら
せ

て
、
教
科
書
の
実
験

を
行
う
（
自
作
コ
イ

ル
の
作
り
方
は
下
記

Ｑ
Ｒ
か
ら
）。

　

教
科
書
実
験
後
、次
の
発
問
を
す
る
。

　

芯
を
木
や
、
ア
ル
ミ
に
変
え

た
ら
磁
力
は
変
わ
る
か
？

　

写
真
の
よ
う
に
ア
ル
ミ
箔
を
丸
め

２	

変
化
の
あ
る
繰
り
返
し
で
実
験

理科
Social studies

５年「電磁石のはた
らき」のアクティ
ブ・ラーニング
過去の学習と関係付ける導
入と変化のある繰り返しで、
計画的に実験をする力を身
に付ける。

大阪府貝塚市立二色小学校

蔭
かげ

西
にし

 孝
たかし

東京書籍・５年・P139-143

と「主体的・対話的で深い学びの授業例」「基礎・基本の授業例」

主体的・対話的

で深い学び
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ル
ア
ド
レ
ス
を
尋
ね
る
。
し
か
し
、

携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
な
い
と
知
り

が
っ
か
り
す
る
。「
携
帯
電
話
が
な

い
な
ら
、
友
達
が
あ
ま
り
い
な
か
っ

た
の
で
は
」
と
い
う
推
測
を
メ
ー
ル

で
他
の
友
達
に
送
る
。
翌
日
、
学
校

へ
行
く
と
「
あ
ゆ
み
は
携
帯
電
話
を

持
っ
て
い
な
い
か
ら
、
前
の
学
校
で

仲
間
外
れ
に
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う

噂
が
ク
ラ
ス
中
に
広
が
っ
て
い
た
。

①
　
読
み
聞
か
せ
る

②
　
み
か
の
行
動
に
つ
い
て
問
う

発
問 

み
か
の
行
動
の
何
が
い
け
な

か
っ
た
の
で
す
か
。

　（
推
測
の
内
容
を
メ
ー
ル
で
送
っ
た
）

発
問 

み
か
は
こ
の
後
、
ど
う
す
れ

ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　（
電
話
で
あ
ゆ
み
に
謝
る
）

　（
次
の
日
学
校
で
皆
の
誤
解
を
と
く
）

指
示 

次
の
動
画
（『
当
番
の
仕
事
』）

を
見
て
、
自
分
の
意

見
を
ノ
ー
ト
に
ま
と

め
な
さ
い
。

　
他
に
も
、
隙
間
時
間
を
利
用
し
て

動
画
視
聴
す
る
方
法
も
あ
る
だ
ろ
う
。

３	

「
ネ
ッ
ト
社
会
の
歩
き
方
」

　
教
科
書
の
情
報
モ
ラ

ル
教
材
の
不
足
を
補
う

も
の
が
必
要
だ
。
お
す

す
め
は
「
ネ
ッ
ト
社
会
の
歩
き
方
」

と
い
う
サ
イ
ト
だ
。
情
報
モ
ラ
ル
に

関
す
る
動
画
教
材
が
お
よ
そ
百
点
、

無
料
で
使
用
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に

指
導
案
と
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
も
付
い
て

い
て
、
動
画
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可

能
だ
。
動
画
は
「
状
況
設
定
」
→
「
な

ぜ
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
？
」

→
「
解
説
・
ま
と
め
」
の
流
れ
に
な
っ

て
お
り
、
視
聴
す
る
だ
け
で
も
十
分

な
学
び
が
得
ら
れ
る
。
ひ
と
り
学
習

も
可
能
だ
。
動
画
を
一
時
停
止
し
な

が
ら
授
業
す
る
の
も
よ
い
。
動
画
教

材
を
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
で
、
効
率
的

に
学
び
が
深
め
ら
れ
る
。

４�	

「
知
ら
な
い
間
の
で
き
ご
と
」

の
授
業

〈
あ
ら
す
じ
〉

　
み
か
は
転
入
生
の
あ
ゆ
み
に
メ
ー

１	

情
報
モ
ラ
ル
は
喫
緊
の
課
題

　「
一
人
一
台
端
末
」
時
代
が
到
来
し

た
。
学
校
の
授
業
だ
け
に
限
ら
ず
、

ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
情
報
端

末
の
利
用
機
会
は
ま
す
ま
す
広
が
っ

て
い
く
だ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
「
ネ
ッ

ト
い
じ
め
」
や
「
ネ
ッ
ト
犯
罪
」
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
ど
の
子
に
も

あ
る
の
だ
。
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
充

実
が
喫
緊
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

２	

教
科
書
の
「
情
報
モ
ラ
ル
教
材
」

　
こ
の
よ
う
な
背
景
が
、
道
徳
の
教

科
書
教
材
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
日
本
文
教
出
版
社
の
教
科
書

で
は
、
全
学
年
に
情
報
モ
ラ
ル
に
関

す
る
教
材
が
一
～
三
つ
ず
つ
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
課
題
も
あ
る
。

①
　
数
が
少
な
い

②
　
状
況
設
定
が
乏
し
い

　
ま
ず
、
圧
倒
的
に
数
が
少
な
い
。

年
間
に
多
く
て
も
三
つ
。
学
期
に
一

度
の
学
習
で
情
報
モ
ラ
ル
が
身
に
付

く
か
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
、
教
材
に

は
、
子
供
に
身
近
な
ス
マ
ホ
な
ど
の

端
末
が
登
場
し
な
い
も
の
も
多
い
。

身
近
で
経
験
し
う
る
状
況
設
定
で
の

学
習
が
大
切
な
は
ず
だ
。

情報モラル教材の
不足は、学習サイト
の活用で補う

「ネット社会の歩き方」は情報
モラル教材が豊富！　ひとり
学習も可能！

5年道徳

兵庫県淡路市立大町小学校

津
つ

田
だ

 泰
ひろ

至
し

日本文教出版・５年
P142-145

「知らない間のできごと」
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　学習指導要領対応　道徳・英語・プログラミングの授業実践

　東京書籍の教科書ｐ70には、中心となるダ
イアローグが次のように示されている。

Ａ：Why do you like winter?
Ｂ：We have New Year’s Day.
Ａ：What do you do on New Year’s Day?
Ｂ：I usually play karuta.

　ここでは、事前に「日本の四季ポストカー
ド」を子供たちに作らせており、そのカード
を見れば、相手がどの季節が好きか分かるこ
とを前提としている。そのため、「なぜ、冬
が好きなのですか」と最初から理由を聞いて
い る。 通 常 の 会 話 な ら、 こ こ に「What 
season do you like?」「I like winter.」の会話
が入り、６文の会話になる。
　私は、この会話を見たとき、２つの難しさ
を感じた。

１�　理由を答える言い方として、「We　
have ～ .」を使うのは難しい。

２�　その季節が好きな理由は、「We　have
～ .」よりも、「I　like ～ .」「It’s ～ .」「I 
can ～ .」で答えた方が自分の言いたい
ことを表現できる。

　念のため、今年の夏休み中に教員、教員を
目指す学生110人に申込みフォームを使って
アンケートをとった。
　「What season do you like？と質問されたら、
何と答えるか、①～⑧それぞれで答えてくだ
さい」という質問のあとに、①～⑧のうち、そ
の季節が好きな理由を表すのに、一番ぴった
りきたのはどれですか？　と質問した。
　例として挙げた「理由を答える文章」は以
下の８つ。全て小学校で学習する内容である。

①　I like ～ .
②　It’s ～ .
③　I can ～ .
④　I’m good at ～ .

⑤　My favorite ～ is ～ .
⑥　I want ～ .
⑦　I have ～ .
⑧　We have ～ .

　結果は、①～③の表現が８割以上、⑧の
We　have ～ .を答えた人は110人中３人で
あった。これらを踏まえ、Unit ７の単元に
入る前に大切なことを２点挙げる。

★�１　１月に「We　have ～ .」で答える
会話を楽しく展開するためには、12月ま
での授業の中で、既習事項に「Why ？」
をつなげて会話し、①～⑦の幾つかがで
きるようにしておく。

★�２　自分が好きな季節の理由を「We　
have　日本の文化．」で答えたくなるよう
に、日本の文化を知ったり、触れたり、楽
しんだりする場を学校生活の中で設ける。

授業に見通しをもつ
ことが教科書の難し
さを緩和する
１月単元Unit ７「Welcome 
to　Japan」では、その季節
が好きな理由を「We　have 
日本行事」で答える。それま
での単元でもっと簡単な理由
の言い方ができるようにして
おく必要がある。

愛知県豊田市立東保見小学校

井
い

戸
ど

 砂
さ

織
おり

東京書籍・P66-73

5年英語
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「振動センサー」
を授業する〜３年
理科「豆電球」
百円ショップのグッズを教
材にした授業。プログラミ
ングにおいて大切な「セン
サー」について学習させる。

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

 直
なお

大
ひろ

て
く
る
。

　

班
に
一
つ
ラ
イ
ト
を
配
り
、
自
由

に
触
ら
せ
る
。
感
染
症
予
防
の
観
点

か
ら
手
指
の
消
毒
を
徹
底
さ
せ
な
が

ら
遊
ば
せ
た
。

　

自
由
に
操
作
し
な
が
ら
、
子
供
た

ち
は
面
白
い
こ
と
を
次
々
に
発
見
す

る
。

①�

　
ゴ
ム
の
部
分
を
凹
ま
せ
る
と
ラ

イ
ト
が
点
く
。

②�

　
持
ち
上
げ
て
置
く
だ
け
で
も
ラ

イ
ト
が
点
い
た
。

③�

　
鉛
筆
で
軽
く
叩
い
て
も
点
い
た
。

④�

　
乾
電
池
が
入
っ
て
い
る
。

　

�

一
〇
分
ほ
ど
自
由
に
遊
ば
せ
た
。

た
。

「
中
に
小
さ
な
ス
イ
ッ
チ
が
あ
る
」

「
空
気
が
押
さ
れ
て
、
ス
イ
ッ
チ
を

押
し
て
い
る
」
な
ど
の
様
々
な
意
見

が
出
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
や
ん
ち
ゃ
君
が
大
発
見
を

し
た
。

「
中
に
ス
イ
ッ
チ
が
あ
る
っ
て
予
想

し
て
い
る
人
が
い
る
け
ど
、
触
ら
な

く
て
も
ラ
イ
ト
が
点
く
ぞ
！
」

　

そ
う
言
っ
て
、
ラ
イ
ト
を
床
に
置

い
て
、
ド
ン
！　

と
強
く
足
踏
み
し

た
。
す
る
と
確
か
に
ラ
イ
ト
が
点
灯

す
る
。
み
ん
な
び
っ
く
り
し
て
い
る
。

「
大
き
な
音
に
反
応
し
て
る
！
」

「
違
う
よ
！　

振
動
に
反
応
し
て
る

よ
」

「
セ
ン
サ
ー
だ
！　

セ
ン
サ
ー
な
ん

だ
！
」

　

こ
こ
で
子
供
た
ち
の
考
え
を
引
き

取
り
、
板
書
し
な
が
ら
次
の
よ
う
に

整
理
し
た
。

Ａ　

こ
の
ラ
イ
ト
に
は
セ
ン
サ
ー

が
関
係
し
て
い
る
。

２　

な
ぜ
ラ
イ
ト
が
点
く
の
か

発
問  

ど
う
し
て
ラ
イ
ト
が
点

く
の
で
す
か
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
に
予
想
を
書
か
せ

１　

百
円
シ
ョ
ッ
プ
の
ラ
イ
ト

　

一
つ
三
〇
〇
円
で
売
っ
て
い
る
ラ

イ
ト
を
教
室
に
持
ち
込
む
。
柔
ら
か

い
ゴ
ム
の
カ
バ
ー
で
覆
わ
れ
て
い
る

タ
イ
プ
だ
。
ゴ
ム
の
部
分
を
指
で
つ

つ
く
と
ラ
イ
ト
が
点
灯
す
る
。「
す

ご
い
！
」
と
子
供
た
ち
が
食
い
つ
い

教科で
使える
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※
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
見
ら
れ
る

動
画
で
、
教
材
に
用
い
た
ラ
イ
ト
の

詳
細
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

セ
ン
サ
ー
ら
し
き
部
品
を
拡
大
す

る
と
数
字
や
ア
ル
フ
ベ
ッ
ト
が
書
か

れ
て
い
る
。
子
供
た
ち
に
自
分
の
端

末
で
検
索
さ
せ
た
。

　

す
る
と
、
子
供
た
ち
は
電
子
部
品

シ
ョ
ッ
プ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
辿
り

着
い
た
。
ラ
イ
ト
に
使
わ
れ
て
い
る

同
じ
部
品
が
「
衝
撃
セ
ン
サ
ー
（
高

感
度
振
動
ス
イ
ッ
チ
）」
と
い
う
名

前
で
販
売
さ
れ
て
い
た
の
を
発
見
し

た
の
だ
。

　

子
供
た
ち
は
「
や
っ
ぱ
り
振
動
セ

ン
サ
ー
な
ん
だ
！
」
と
予
想
が
当

た
っ
て
い
て
嬉
し
そ
う
だ
っ
た
。

発
問  

振
動
セ
ン
サ
ー
を
他
の

も
の
に
付
け
る
と
、
ど
ん
な

便
利
な
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

　

予
想
を
発
表
さ
せ
た
後
、
い
く
つ

か
の
事
例
を
紹
介
し
た
。
右
の
よ
う

な
ス
ラ
イ
ド
を
見
せ
て
、
セ
ン
サ
ー

が
ス
イ
ッ
チ
の
役
割
を
し
て
い
る
も

の
が
数
多
く
あ
る
こ
と
を
気
付
か
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
は
全
員
が
賛
成
し
た
。
子
供

た
ち
は
日
常
生
活
で
セ
ン
サ
ー
を
見

た
こ
と
が
あ
る
。
手
を
か
ざ
す
と
自

動
的
に
水
が
流
れ
る
蛇
口
、
消
毒
用

ア
ル
コ
ー
ル
が
噴
出
す
る
装
置
、
人

が
近
付
く
と
作
動
す
る
照
明
や
ト
イ

レ
の
便
座
な
ど
、
実
際
に
見
た
こ
と

が
あ
る
「
セ
ン
サ
ー
」
を
発
表
さ
せ

た
。Ｂ　

音
に
反
応
す
る
セ
ン
サ
ー

か
、
振
動
に
反
応
す
る
セ
ン

サ
ー
か
。

　

こ
れ
は
意
見
が
分
か
れ
た
。
そ
こ

で
そ
れ
ぞ
れ
の
班
で
検
証
さ
せ
て
み

た
。大

き
な
音
が
鳴
ら
な
い
よ
う
に
、

振
動
だ
け
起
こ
し
て
み
る
。

　

こ
の
方
法
を
と
っ
た
班
の
ラ
イ
ト

は
点
灯
し
た
。
音
は
関
係
が
な
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。
こ
こ
で
子
供
た
ち

が
「
振
動
セ
ン
サ
ー
を
見
て
み
た

い
」
と
言
い
出
し
た
。

説
明  

次
の
時
間
に
ラ
イ
ト
を

分
解
し
よ
う
。

　

歓
声
が
上
が
っ
て
授
業
が
終
わ
っ

た
。

３　

分
解
し
て
調
べ
る

　

次
の
時
間
、
授
業
冒
頭
。
教
師
の

手
元
を
実
物
投
影
機
で
写
し
て
、
ラ

イ
ト
を
一
つ
分
解
し
て
見
せ
た
。

ゆ
っ
く
り
と
ゴ
ム
の
カ
バ
ー
を
外
す

と
「
わ
あ
ー
！
」
と
歓
声
が
上
が
っ

た
。
様
々
な
部
品
が
付
い
て
い
る
。

ど
れ
が
セ
ン
サ
ー
な
の
か
、
一
見
す

る
と
分
か
ら
な
い
。

　学習指導要領対応　道徳・英語・プログラミングの授業実践
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美 術
授 業 実 践
中 学 校 の

授業へのやる気
を上げる西洋絵
画かるた
多くの作品に触れられ、
学習意欲も高まる 〝２分
前学習〟。

長野県安曇野市立穂高西中学校

滝
たき

澤
ざわ

 奈
な

桜
お

２　

応
用
が
利
く
教
材

「
五
色
百
人
一
首
」
同
様
、
変
化
の

あ
る
繰
り
返
し
を
行
う
こ
と
で
、
生

徒
は
飽
き
る
こ
と
な
く
活
動
で
き
る
。

今
は
西
洋
絵
画
の
み
で
行
っ
て
い
る

が
、
日
本
画
や
立
体
造
形
作
品
な
ど

で
作
っ
て
み
る
と
鑑
賞
の
幅
が
広
が

る
だ
ろ
う
。
教
科
を
超
え
て
様
々
な

応
用
が
利
く
教
材
で
あ
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
に
、

西
洋
絵
画
か
る
た
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
掲
載

す
る
。

　

裏
面
に
作
品
の
情
報
が
書
い
て
あ

る
た
め
、
待
ち
時
間
に
見
て
覚
え
よ

う
と
す
る
生
徒
も
増
え
る
。

指
示 

取
っ
た
カ
ー
ド
は
裏
返
し
て

自
分
の
右
端
に
置
い
て
お
き
ま
す
。

　

取
っ
た
カ
ー
ド
と
並
ん
で
い
る

カ
ー
ド
の
区
別
を
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

発
問 

同
時
に
カ
ー
ド
を
取
っ
た
場

合
は
、
じ
ゃ
ん
け
ん
を
し
て
勝
っ

た
人
が
も
ら
え
ま
す
。

　

他
に
も
方
法
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
こ
の
方
が
盛
り
上
が
る
。

発
問 

お
手
つ
き
を
し
た
時
は
カ
ー

ド
を
真
ん
中
に
置
き
、
次
に
取
っ

た
人
が
も
ら
え
ま
す
。

　

一
回
休
み
と
い
う
方
法
も
よ
い
が
、

次
に
取
る
の
が
楽
し
み
に
な
る
。「
五

色
百
人
一
首
」
同
様
、
三
枚
残
し
て

ゲ
ー
ム
を
終
了
す
る
。

指
示 

勝
っ
た
人
は
一
つ
前
の
席
へ

移
動
し
、
負
け
た
人
は
一
つ
後
ろ

の
席
に
移
動
し
ま
す
。

　

二
回
戦
ほ
ど
行
い
、
片
付
け
の
指

示
を
出
す
。

１　
「
五
色
百
人
一
首
」
の
絵
画
版

　

西
洋
絵
画
を
カ
ー
ド
に
し
た
も
の

を
配
り
、
読
む
。
授
業
開
始
の
二
分

前
に
始
め
る
と
、
生
徒
は
急
い
で
教

室
に
入
り
、
ゲ
ー
ム
に
参
加
す
る
。

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
こ
ろ
に
は
全
員
が

熱
中
し
た
状
態
に
な
り
、
そ
の
ま
ま

授
業
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

や
り
方
は
「
五
色
百
人
一
首
」
と

さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。
二
〇
種
類
ほ

ど
の
絵
画
作
品
を
印
刷
し
た
カ
ー
ド

を
机
に
並
べ
る
。

指
示 

作
者
・
作
品
名
の
順
に
読
み

ま
す
。
分
か
っ
た
と
こ
ろ
で
カ
ー

ド
を
取
り
ま
す
。

　

指
示
は
端
的
に
し
、
ゲ
ー
ム
を
進

め
て
い
く
中
で
ル
ー
ル
を
理
解
さ
せ

る
。

指
示 

取
る
と
き
は
「
は
い
」
と

言
っ
て
カ
ー
ド
を
取
り
ま
す
。
先

生
が
作
者
を
言
っ
た
と
き
に
、
作

品
名
を
言
っ
て
か
ら
取
れ
た
人
は

二
枚
分
取
れ
た
こ
と
に
し
ま
す
。
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英 語
授 業 実 践
中 学 校 の

単語を書けない
生徒は書く以前
の問題だった
単語を書けない生徒は、
「書けない」のではなく、
それ以前にできていない
ことがたくさんある。ま
ずは、そこをクリアさせ
ていく。

埼玉県さいたま市立宮前中学校

森
もり

田
た

 健
たけ

雄
お

う
い
う
子
に
対
し
て
は
、
見
る
場
所

を
指
定
し
て
い
る
。

①　

ま
ず
は
見
本
を
見
な
が
ら

　

指
書
き�

�

②　

指
を
見
な
が
ら
指
書
き��

③　

目
を
つ
ぶ
っ
て
指
書
き

　

こ
こ
ま
で
や
っ
て
、
な
ぞ
り
書
き
、

写
し
書
き
を
す
る
こ
と
で
、
覚
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

５　

す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う

　

単
語
を
一
度
覚
え
て
も
、
忘
れ
て

し
ま
う
子
が
い
る
。
そ
の
子
の
た
め

に
、
テ
ス
ト
前
に
確
認
を
す
る
。

①　

教
師
の
あ
と
に
続
け
て
発

　

音
練
習�

�

②　

ペ
ア
で
ス
ペ
リ
ン
グ
の
練
習

　
（
一
人
が
日
本
語
を
言
っ
て
、

　

も
う
一
人
が
そ
の
ス
ペ
リ
ン

　

グ
を
口
頭
で
言
う
）�

�

③　

単
語
テ
ス
ト

　

さ
ら
に
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

使
う
、
単
語
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
を
行

う
な
ど
を
し
、
定
着
さ
せ
て
い
く
。

３　

ス
ペ
リ
ン
グ
が
言
え
な
い

　

書
く
練
習
を
し
て
い
る
時
に
、
す

ぐ
に
ス
ペ
リ
ン
グ
を
言
う
こ
と
が
で

き
な
い
生
徒
が
い
る
。
そ
う
い
う
生

徒
は
指
書
き
の
練
習
も
遅
く
、
覚
え

る
の
に
も
時
間
が
か
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
全
体
で
ま
ず
は
ス
ペ
リ

ン
グ
を
言
う
練
習
を
行
っ
た
。

①　
「
単
語
ス
キ
ル
」
を
教
師

　

が
配
る�

�

②　

全
体
で
発
音
練
習
を
す
る

③　

全
体
で
ス
ペ
リ
ン
グ
を
言

　

う
練
習
を
す
る�

�

④　

ペ
ア
で
ス
ペ
リ
ン
グ
を
言

　

う
練
習
を
す
る�

�

⑤　

指
書
き
を
す
る

　

④
ま
で
や
っ
て
み
て
、
や
っ
と
言

え
る
よ
う
に
な
っ
た
生
徒
が
何
人
か

い
た
。
②
ま
で
や
っ
て
個
人
で
練
習

を
す
る
よ
り
も
、
定
着
し
て
い
た
。

４　

見
本
を
見
続
け
て
し
ま
う

　

ず
っ
と
見
本
だ
け
見
な
が
ら
練
習

を
し
て
い
る
と
、
覚
え
た
か
ど
う
か

分
か
ら
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
そ

１　

何
度
練
習
し
て
も
書
け
な
い

「
単
語
ス
キ
ル
」
を
使
っ
て
、
単
語

の
定
着
を
図
っ
て
い
る
。

「
単
語
ス
キ
ル
」
と
は
、
指
書

き
、
な
ぞ
り
書
き
、
写
し
書
き

の
三
ス
テ
ッ
プ
で
漢
字
を
覚
え

る
「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」

（
光
村
教
育
図
書
）
の
教
え
方

を
取
り
入
れ
た
練
習
プ
リ
ン
ト

だ
※

。

　

単
語
も
漢
字
ス
キ
ル
と
同
じ
三
ス

テ
ッ
プ
で
覚
え
て
い
っ
た
方
が
、
上

手
く
覚
え
ら
れ
る
生
徒
が
多
い
と
感

じ
、
ず
っ
と
活
用
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
何
度
練
習
し
て
も
書
け
な

い
生
徒
が
い
た
。
よ
く
見
て
み
る
と
、

練
習
の
前
の
段
階
で
つ
ま
ず
い
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

２　

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
書
け
な
い

　

そ
も
そ
も
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
書

け
な
い
と
単
語
を
書
く
こ
と
は
で
き

な
い
。
特
に
「
Ｌ
」
と
「
Ｒ
」
の
区

別
が
つ
か
な
い
生
徒
が
多
か
っ
た
。

そ
う
い
う
生
徒
と
は
、
休
み
時
間
を

使
っ
て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
練
習
か

ら
始
め
た
。

　
「
言
う
」
→
「
一
緒
に
練
習
す

る
」
→
「
書
く
」
→
「
テ
ス
ト

を
す
る
」

　

こ
の
流
れ
で
書
け
る
よ
う
に
し
た
。

中学校中学校でのでのTOSS実践TOSS実践

※
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
中
学
英
語
授
業
研
究
会
で
作
成
。



木き

村む
ら 

重し
げ

夫お

応
募
者
の
ど
な
た
も
発
想
に
な
か
っ
た
「
語
り
」

応
募
者
の
ど
な
た
も
発
想
に
な
か
っ
た
「
語
り
」

向
山
氏
Т
Т
授
業
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
Ｃ
Ｄ
か
ら
「
語
り
」
だ
け
を
集
め
て
分
類
整
理
す
る
の
も

向
山
氏
Т
Т
授
業
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
Ｃ
Ｄ
か
ら
「
語
り
」
だ
け
を
集
め
て
分
類
整
理
す
る
の
も

重
要
な
研
究
で
あ
る
。

重
要
な
研
究
で
あ
る
。

算数

48

東
京
都
日
本
文
化
大
学
・
講
師

一
　
ポ
イ
ン
ト
は
三
つ

　

問
題
場
面
「
同
じ
長
さ
の
ス
ト
ロ
ー
を
一
八

本
な
ら
べ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
長
方
形
」
か
ら
分

か
ら
な
い
子
が
い
る
は
ず
だ
。
面
積
で
は
な
い
。

周
り
の
長
さ
だ
。
問
題
場
面
を
理
解
す
る
た
め

の
作
業
が
欲
し
い
。
本
物
の
ス
ト
ロ
ー
は
要
ら

な
い
。
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
れ
ば
よ
い
（
今
な
ら

タ
ブ
レ
ッ
ト
も
あ
る
）。
た
だ
し
テ
ン
ポ
よ
く

だ
。
導
入
で
作
業
が
な
い
展
開
は
一
〇
点
。

　

必
読
論
文
「
向
山
型
算
数
に
挑
戦
85
」（『
向

山
型
算
数
教
え
方
教
室
』
二
〇
〇
六
年
十
二
月

号
）
を
読
ん
で
い
な
い
人
は
、
ス
タ
ー
ト
か
ら

大
き
く
出
遅
れ
て
い
る
。
思
い
付
き
程
度
で
浅

い
の
だ
。

　

神
奈
川
の
宮
森
氏
。
①
②
③
的
確
。
向
山
実

践
を
ト
レ
ー
ス
し
て
い
る
。
七
五
点
。

「
変
わ
り
方
」
の
単
元
で
は
、
数
量
の
関

係
を
調
べ
る
こ
と
と
し
て
、

①
対
応
す
る
値
を
見
つ
け
出
し

②
そ
れ
を
表
に
表
す
。

③
そ
し
て
、
規
則
性
（
関
係
の
き
ま
り
）

を
見
出
す
。（『
算
数
教
育
用
語
指
導
辞
典
』

教
育
出
版
か
ら
）
※
番
号
は
宮
森
が
便
宜

上
ふ
っ
た
も
の

指
示
１ 

ま
わ
り
の
長

さ
が
四
本
の
正
方
形

を
書
き
な
さ
い
。

指
示
２ 
ま
わ
り
の
長

さ
が
八
本
の
正
方
形

を
書
き
な
さ
い
。

指
示
３ 

ま
わ
り
の
長

さ
が
六
本
の
長
方
形

を
書
き
な
さ
い
。

指
示
４ 

ま
わ
り
の
長
さ
が
一
〇
本
の
長

方
形
を
書
き
な
さ
い
。

指
示
５ 

ま
わ
り
の
長
さ
が
一
八
本
の
長

方
形
を
書
き
な
さ
い
。

※�

で
き
た
子
か
ら
板
書
さ
せ
る
。
そ
の
と

き
に
縦
の
長
さ
が
短
い
も
の
か
ら
黒
板

の
左
（
マ
マ
）
か
ら
板
書
さ
せ
る
。

　

北
海
道
の
赤
塚
氏
、
布
村
氏
、
小
西
氏
、
福

井
の
光
川
氏
も
向
山
実
践
を
踏
ま
え
て
い
た
。

二
　
数
量
関
係
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
問
う

　

こ
の
教
科
書
は
表
の
書
き
方
に
ウ
エ
イ
ト
を

置
い
て
い
る
。
表
の
書
き
方
は
大
切
だ
。
し
か

し
、
表
ば
か
り
重
視
し
て
い
る
と
肝
心
な
「
数

量
関
係
」
が
飛
ん
で
し
ま
う
。
表
か
ら
「
関
係
」

を
考
え
さ
せ
る
発
問
指
示
が
必
要
だ
。

　

滋
賀
の
溝
口
氏
。
ス
ッ
キ
リ
し
た
流
れ
。
式

は
子
供
か
ら
引
き
出
し
た
い
。
六
〇
点
。

こ
の
表
を
見
て
、
気
付
い
た
こ
と
を
ノ
ー

ト
に
書
き
な
さ
い
。
隣
同
士
で
言
い
合
い

な
さ
い
。
次
の
二
点
が
出
て
く
る
と
考
え

ら
れ
る
。

向山型に挑戦！

啓林館・４年下・P86-88
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向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問

等
辺
三
角
形
、
い
ろ
ん
な
図
形
が
出
て
き

ま
す
が
、
こ
れ
が
三
つ
目
で
す
。�

�

　

そ
し
て
四
つ
目
。
今
言
っ
た
「
ど
う
い

う
こ
と
が
言
え
ま
す
か
」
と
い
う
関
係
を

勉
強
し
ま
す
。
難
し
い
言
葉
で
ね
、
数
量

関
係
っ
て
言
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
み
ん
な

が
お
勉
強
す
る
算
数
と
言
う
の
は
こ
の
四

種
類
で
す
。
右
と
左
を
た
す
と
全
部
10
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
関
係
で
す
。
あ
る
い

は
、
左
が
増
え
る
と
右
が
減
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
も
関
係
で
す
。
そ
の
よ
う
な
見

方
を
お
勉
強
す
る
の
が
こ
こ
の
勉
強
な
の

で
す
。�（
向
山
洋
一
算
数
Ｔ
Ｔ
授
業
よ
り
）

　

広
い
視
野
か
ら
の
「
語
り
」。

　

具
体
例
を
入
れ
た
納
得
の
「
語
り
」。

　

こ
の
よ
う
な
「
語
り
」
が
で
き
る
教
師
が
い

る
だ
ろ
う
か
。

　

わ
り
算
の
筆
算
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
板
書
し
て

写
さ
せ
な
が
ら
、
向
山
氏
は

「
こ
れ
は
、
一
生
の
う
ち
で
今
し
か
習
わ
な
い

大
切
な
こ
と
で
す
よ
」

と
話
さ
れ
た
。
短
い
が
大
事
な
「
語
り
」。
氏

は
学
び
の
意
味
を
明
快
に
語
っ
た
の
だ
。

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
手
を
挙
げ
て

言
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

�

（
向
山
洋
一
算
数
Ｔ
Ｔ
授
業
よ
り
）

　

向
山
氏
は
関
係
を
考
え
さ
せ
た
後
、「
あ
の

ね
、
み
ん
な
」
と
、「
語
り
」
を
入
れ
た
。

　

あ
の
ね
、
み
ん
な
。
小
学
校
４
年
生
算

数
の
お
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
中
学
校
で

は
数
学
を
お
勉
強
し
ま
す
。
お
勉
強
す
る

の
は
、
四
種
類
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
数
。
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６
、

７
、
８
、
９
と
か
、
０
．１
、
０
．２
、
０
．

３
だ
と
か
。
４
分
の
３
、
４
分
の
２
、
５

分
の
２
だ
と
か
、
全
部
数
で
す
。

　

次
は
ね
、
量
で
す
。
２
リ
ッ
ト
ル
と
か

３
リ
ッ
ト
ル
と
か
、
３
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
か

５
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
か
、
30
グ
ラ
ム
と
か
。

　

あ
る
い
は
面
積
、
広
さ
、
そ
う
い
う
の

は
全
部
量
で
す
。
そ
の
測
り
方
を
勉
強
し

ま
す
。
ど
ち
ら
が
広
い
、
た
す
と
ど
う
な

る
、
こ
れ
を
勉
強
し
ま
す
。

　

次
は
図
形
を
勉
強
し
ま
す
。
三
角
形
、

四
角
形
、
丸
。
あ
る
い
は
半
分
の
円
、
二

・
縦
と
横
の
合
計
が
九
㎝
で
あ
る
。

・
縦
が
一
つ
増
え
る
と
横
が
一
つ
減
る
。

「
縦
と
横
の
合
計
が
九
㎝
」
を
、
言
葉
の

式
で
表
し
ま
す
。
写
し
な
さ
い
。

（
た
て
の
本
数
）
＋
（
横
の
本
数
）
＝
９

　

こ
の
式
を
も
っ
と
す
っ
き
り
さ
せ
ま

す
。
た
て
の
本
数
を
〇
、
横
の
本
数
を
△

に
置
き
換
え
ま
す
。
〇
＋
△
＝
９　

こ
れ

か
ら
の
学
習
で
は
、
変
化
す
る
数
字
に
つ

い
て
は
、
〇
や
△
に
置
き
換
え
て
式
を
立

て
て
い
き
ま
す
。

　

細
か
な
こ
と
だ
が
、
私
な
ら
た
て
の
本
数
を

た
、
横
の
本
数
を
よ
に
し
た
い
。

　

た
＋
よ
＝
９
に
な
る
。
そ
の
後
、
中
の
文
字

を
と
っ
て
し
ま
え
ば
〇
＋
△
＝
９
だ
。

　

福
岡
の
大
井
氏
も
似
た
表
記
だ
っ
た
。

三
　
納
得
！
　
圧
巻
の
「
語
り
」

「
先
生
、
そ
う
言
え
ば
全
部
一
〇
に
な
る
よ
」

と
子
供
が
つ
ぶ
や
い
た
。
向
山
氏
即
座
に

　

そ
こ
を
聞
き
た
か
っ
た
の
よ
。
今
、
書

い
て
い
て
何
か
気
が
付
い
た
こ
と
、
言
え
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安原 昭博
安原こどもクリニック
院長

不
登
校
に
な
っ
た
小
学
五
年
生
男
子
の
対
応
に
つ
い
て

自
尊
感
情
が
低
い
原
因
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
子
供
に
合
っ
た
学
習
法
で
自
尊
感
情
を

取
り
戻
さ
せ
る
。

　

小
学
五
年
生
男
子
。
前
年
度
、
担
任
と
う

ま
く
関
係
が
作
れ
ず
、
立
ち
歩
き
や
暴
言
な

ど
の
行
動
が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　

新
年
度
に
な
り
、「
ク
ラ
ス
に
気
が
合
う

や
つ
が
い
な
い
」
な
ど
を
理
由
に
無
気
力
状

態
に
な
り
、
教
室
を
脱
走
し
、
学
校
か
ら
出

る
こ
と
も
増
え
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
の
世
界
に
ど
っ

ぷ
り
は
ま
り
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
暴
言
が
ひ
ど

い
状
態
で
す
。
現
在
、
不
登
校
に
な
り
、
保

護
者
も
お
手
上
げ
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
学
校
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

【
安
原
ド
ク
タ
ー
の
回
答
】

　

担
任
と
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
き
っ
か
け

で
立
ち
歩
き
や
暴
言
が
あ
る
と
の
こ
と
。
気
に

な
る
点
は
、

　

自
尊
感
情
が
と
て
も
低
い
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
自
尊
感
情
が
低
い
原
因
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
必
要
が
あ
る
。
保
護
者
の
育
て
方
と
か

虐
待
の
有
無
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
気
の
合
う
友
達
が

い
な
い
だ
け
で
、
教
室
脱
走
す
る
こ
と
は
考
え

に
く
い
。
元
々
、
登
校
す
る
気
持
ち
に
な
っ
て

い
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
ど
う
し
て
、
学
校
が
嫌
な
の
か
」
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

友
達
関
係
が
悪
い
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
と

す
る
と
、
こ
の
子
が
も
っ
て
い
る
能
力
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ−
Ⅳ
な
ど
の
検
査
を
行

う
。
さ
ら
に
、
勉
強
の
能
力
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
く
こ
と
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ−

Ⅳ
が
悪
い
か
ら
勉
強
が
で
き
な

い
わ
け
で
は
な
い
が
、
Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
害
）
が

あ
る
と
、
で
き
な
い
勉
強
は
嫌
い
に
な
る
。
そ

れ
が
原
因
で
、
不
登
校
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

一
番
の
問
題
は
、
不
登
校
に
な
っ
て
、
親
も

お
手
上
げ
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

今
後
、
学
校
と
し
て
の
対
応
は

①�　

医
療
機
関
と
連
携
し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
の

原
因
を
調
べ
る
。

②�　

こ
の
子
が
も
っ
て
い
る
学
校
へ
の
不
信

感
を
、
ど
の
よ
う
に
取
り
除
い
て
い
け
ば

よ
い
か
を
考
え
る
。

　

具
体
的
な
方
法
と
し
て
は
、
診
察
し
て
、
家

族
の
問
題
点
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
子
供
が

も
っ
て
い
る
問
題
点
（
発
達
障
害
、Ｌ
Ｄ
な
ど
）

を
確
認
す
る
。

　

Ｌ
Ｄ
の
場
合
は
、
子
供
に
合
っ
た
学
習
法
を

教
示
し
て
自
尊
感
情
を
取
り
戻
す
こ
と
が
一
番

の
解
決
策
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
尊
感
情
を
取

り
戻
す
こ
と
に
、
五
年
程
度
か
か
る
と
思
う
。

　

高
校
生
ぐ
ら
い
で
学
校
に
復
帰
す
る
こ
と
を

願
っ
て
、
根
気
強
く
対
応
し
て
欲
し
い
。

安
原
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
安や

す

原は
ら 

昭あ
き

博ひ
ろ

構
成
：
Ｙ
Ｃ
Ｃ
も
こ
も
こ
香
里
園
教
室　

笹さ
さ

野の 

達た
つ

哉や

医師・研究者の目から見た特別支援教育
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小こ

嶋じ
ま 

悠ゆ
う

紀き

発達凸凹のある子供のアセスメントスキル12＆12の対応法

長
野
県
長
野
市
立
通
明
小
学
校

　

書
字
の
困
難
な
子
供
と
同
様
に

「
読
み
」
に
対
す
る
困
難
が
あ
る
子

供
も
多
く
い
る
。
実
は
、「
読
む
困

難
さ
」
は
、「
書
く
困
難
さ
」
よ
り

も
見
逃
さ
れ
や
す
い
傾
向
が
あ
る
。

１	
�

ア
セ
ス
メ
ン
ト
ス
キ
ル
８

読
み
の
困
難
性
を
こ
う
見
抜
く

①
　
音
読
で
頻
繁
に
つ
か
え
る

　

音
読
す
る
と
き
に
頻
繁
に
突
っ
か

か
る
子
供
は
、
読
み
の
困
難
さ
を
抱

え
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
、

全
体
で
の
音
読
の
中
で
見
付
け
る
の

は
、
な
か
な
か
難
し
い
も
の
だ
。
ペ

ア
音
読
や
グ
ル
ー
プ
音
読
な
ど
を
行

う
と
、
比
較
的
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
や

す
く
な
る
。

　

何
回
も
同
じ
箇
所
を
読
ん
で
し
ま

う
、
出
だ
し
を
何
回
も
読
む
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
、
要
注
意
だ
。

②�

　
行
が
変
わ
る
と
き
に
読
み
づ
ら

く
な
る

　

改
行
さ
れ
て
い
る
文
章
を
読
む
と

き
に
、
読
む
べ
き
場
所
を
飛
ば
し
て

し
ま
っ
た
り
、
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た

り
す
る
子
供
が
い
る
。
こ
の
場
合
、

眼
球
運
動
な
ど
の
視
知
覚
に
課
題
を

抱
え
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

③�

　
読
ん
で
い
る
と
き
の
頭
の
動
き

が
激
し
い

　

文
章
な
ど
を
読
ん
で
い
る
と
き
に
、

頭
が
よ
く
動
い
て
し
ま
う
子
供
も
見

逃
せ
な
い
。
眼
球
運
動
が
追
い
付
か

な
い
の
で
、
頭
ご
と
動
い
て
し
ま
っ

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
頭

痛
が
頻
繁
に
起
こ
る
子
供
も
、
読
み

に
困
難
さ
を
抱
え
て
い
る
場
合
が
あ

る
。

２	
�

ア
セ
ス
メ
ン
ト
か
ら
対
応
へ

①
　
拡
大
す
る

　

読
み
の
困
難
性
へ
の
対
応
の
第
一

歩
は
「
拡
大
す
る
」
で
あ
る
。

　

教
科
書
の
文
字
の
大
き
さ
で
、
読

み
の
困
難
性
が
出
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、拡
大
す
る
こ
と
で
少
し
楽
に
な
る
。

　

特
別
支
援
学
級
で
、
Ｌ
Ｄ
（
学
習

障
害
）
の
子
供
た
ち
に
拡
大
教
科
書

を
合
理
的
配
慮
の
一
環
と
し
て
提
供

し
て
い
た
。
こ
れ
だ
け
で
読
む
こ
と

へ
の
抵
抗
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。

②�

　
ハ
イ
ラ
イ
ト
す
る
（
目
立
た
せ

る
）

　

次
に
、
読
む
と
こ
ろ
を
目
立
た
せ

る
配
慮
だ
。
下
の
写
真
の
よ
う
な

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ル
ー
ペ
（
カ
ラ
ー

バ
ー
ル
ー
ペ
）
を
使
う
と
格
段
に
読

読
み
の
困
難
性
へ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
対
応

適
切
な
「
読
め
る
た
め
」
の
配
慮
と
視
知
覚
機
能
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
。

み
や
す
く
な

る
。
カ
ラ
ー

バ
ー
で
読
む

と
こ
ろ
を
目

立
た
せ
、
拡

大
も
し
て
く

れ
る
。
見
や

す
さ
が
と
て
も
向
上
す
る
。

③
　
代
替
す
る

　

①
②
の
配
慮
を
し
て
も
読
み
に
く

い
場
合
は
、
Ｐ
Ｃ
な
ど
が
読
み
上
げ

を
代
替
し
て
く
れ
る
「
デ
イ
ジ
ー
教

科
書
」
な
ど
で
支
援
を
す
る
。
読
む

目
的
は
「
情
報
の
入
力
」
だ
。「
読

む
こ
と
で
情
報
の
入
力
が
難
し
い
」

場
合
、「
聞
く
こ
と
で
そ
の
部
分
を

補
う
」
こ
と
が
有
効
だ
。

④
　
視
知
覚
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

眼
球
運
動
や
視
知
覚
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
も
有
効
な
場
合
が
あ
る
。
で
き
れ

ば
近
く
の
専
門
医
な
ど
で
専
門
的
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
認
知
機
能
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
で
き
る
書
籍
も
あ
る
。
無
理
な
く

続
け
ら
れ
る
も
の
が
良
い
だ
ろ
う
。

※�デジタル版にカラー写真を掲載
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通常学級における特別支援教育奮戦記低学年

１	

エ
リ
ア
で
間
接
的
に
指
導
す
る

「
隣
同
士
で
相
談
し
て
ご
ら
ん
」

　

こ
の
よ
う
な
指
示
の
後
、
全
員
が

動
く
ク
ラ
ス
な
ら
問
題
な
い
。

「
今
、
相
談
し
て
い
な
い
人
が
い
ま

し
た
。
も
う
一
度
や
り
な
さ
い
」

　

教
師
が
確
認
す
る
こ
と
で
、
慌
て

て
や
り
始
め
る
子
も
い
る
。

　

こ
れ
も
問
題
な
い
。
そ
う
い
う
子

が
数
人
い
る
の
は
自
然
な
こ
と
だ
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
も
や
ろ
う
と
し

な
い
子
が
い
る
時
は
要
注
意
だ
。

　

学
級
に
「
や
ら
な
く
て
も
大
丈

夫
」
と
い
う
空
気
が
蔓
延
す
る
か
ら

だ
。

　

些
細
に
見
え
る
こ
と
の
積
み
重
ね

が
学
級
崩
壊
に
つ
な
が
る
。

　

だ
が
、
安
易
な
直
接
対
決
も
避
け

た
い
。
厳
し
く
指
導
し
て
も
、
子
供

が
拒
否
を
す
れ
ば
「
教
師
の
負
け
」

だ
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
ん
な
時
に
有
効
な
の
が
「
エ
リ

ア
」
で
指
導
す
る
方
法
で
あ
る
。

　

あ
る
子
に
向
け
て
指
導
し
た
い
こ

と
を
、
あ
え
て
エ
リ
ア
（
集
団
）
に

向
け
て
話
す
方
法
で
あ
る
。
間
接
的

な
指
導
に
変
換
す
る
の
で
あ
る
。

２	

エ
リ
ア
で
指
導
す
る
チ
ャ
ン
ス

「
隣
同
士
で
相
談
」
と
指
示
を
し
た
。

　

し
か
し
、
少
し
で
も
気
に
入
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
と
授
業
を
受
け
な
い

Ａ
君
は
、
聞
く
耳
を
も
た
な
い
。

　

数
日
前
、
Ａ
君
に
ど
う
し
て
や
ら

な
い
の
か
理
由
を
聞
い
て
い
た
。

「
相
談
し
よ
う
と
し
て
も
隣
の
人
に

無
視
さ
れ
る
」

　

そ
の
自
分
の
言
葉
と
同
じ
こ
と
を
、

今
の
Ａ
君
は
や
っ
て
い
る
。
指
導
の

チ
ャ
ン
ス
を
う
か
が
っ
て
い
た
。

　

直
接
的
に
指
導
を
し
た
と
し
て
も

「
や
ら
な
い
」
と
い
う
状
況
が
変
わ

ら
な
い
の
は
目
に
見
え
て
い
た
。

　

あ
え
て
Ａ
君
の
座
っ
て
い
な

い
エ
リ
ア
に
向
か
っ
て
話
す
。

「
先
生
は
『
相
談
』
と
言
っ
た
の
に
、

や
っ
て
い
な
い
人
も
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
い
い
こ
と
で
す
か
？
」

　

多
く
の
子
が
首
を
横
に
振
っ
た
。

「
こ
の
前
、『
隣
の
人
が
聞
い
て
く

れ
な
い
』
と
言
い
に
来
た
人
も
い
ま

し
た
。
そ
れ
な
の
に
、
そ
う
言
っ
て

い
た
人
が
隣
の
人
と
相
談
を
し
よ
う

と
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
お
か
し

い
で
す
よ
ね
」

　

ち
ら
っ
と
Ａ
君
に
目
線
を
送
っ
た
。

　

Ａ
君
の
目
は
こ
ち
ら
を
向
い
て
い

た
。
こ
れ
な
ら
大
丈
夫
だ
と
い
う
感

触
が
あ
っ
た
。

　

や
り
直
す
チ
ャ
ン
ス
を
与
え

る
。

「
相
談
す
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で

す
。
も
う
一
度
、
先
生
が
『
相
談
』

と
言
う
か
ら
、
や
っ
て
ご
ら
ん
」

　

Ａ
君
も
体
を
隣
の
子
へ
向
け
た
の

が
視
界
に
入
っ
た
。
成
功
で
あ
る
。

　

そ
の
瞬
間
に
「
ス
ト
ッ
プ
」
と

言
っ
た
。

　

す
ぐ
に
強
化
を
す
る
。

「
隣
の
人
と
ち
ょ
っ
と
で
も
相
談
で

き
た
人
？
」

「
は
い
！
」
と
全
員
が
手
を
拳
げ
た
。

「
す
ご
い
な
ぁ
！　

み
ん
な
え
ら

い
！
」

「
失
敗
す
る
こ
と
は
誰
に
で
も
あ
る
。

　

失
敗
し
た
後
、
す
ぐ
に
直
そ
う
と

す
る
人
が
伸
び
て
い
く
ん
だ
よ
」

　

指
導
が
入
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

エ
リ
ア
で
指
導
す
る
技
術

個
人
を
直
接
指
導
す
る
方
法
と
、
エ
リ
ア
で
間
接
的
に
指
導
す
る
方
法
を
使
い
分
け
よ
う
。

太お
お

田た 

政ま
さ

男お

島
根
県
川
本
町
立
川
本
小
学
校



特別支援教育  専門家の視点 特別支援教育の指導システム＆
全国で大人気

※ �

赤
ち
ゃ
ん
が
音
や
皮
膚
、
関
節
刺
激
に
対
し
て
示
す

パ
タ
ー
ン
化
し
た
動
き
。

  2021. 1153

プロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる 作

業
療
法
士
：
福
田
恵
美
子
　
構
成
：
関
根
朋
子
・
鈴
木
恭
子

作業療法

　

タ
ン
デ
ム
歩
行
は
、soft-neurological sign

（
神
経
学
検
査
微
細
な
徴
候
検
査
）
の
一
つ
で
、

原
始
反
射

※
の
残
存
の
疑
い
と
立
位
に
お
け
る

協
調
運
動
が
上
手
く
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
判

断
で
き
る
。
こ
の
残
存
が
主
訴
に
ど
の
よ
う
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

歩
行
は
、
片
足
立
ち
の
連
続
で
あ
る
。
片
足

立
ち
か
ら
体
重
移
動
し
、
体
幹
を
中
心
と
し
て

骨
盤
を
捻
り
な
が
ら
足
を
前
方
に
運
ぶ
。
つ
ま

り
、
自
分
の
身
体
の
位
置
が
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
分
か
ら
な
い
状
態
で
あ
る
。

　

福
田
氏
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
頃
、
ど
の
よ
う
な

寝
返
り
を
し
た
か
、
お
座
り
は
し
た
か
、
ハ
イ

ハ
イ
は
し
た
か
、
な
ど
が
気
に
な
る
と
話
さ
れ

た
。
運
動
体
験
の
不
足
の
確
認
で
あ
る
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
（
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
）

の
児
童
は
、
歳
を
重
ね
る
に
つ
れ
「
で
き
な
い

と
や
ら
な
く
な
る
」
傾
向
に
あ
る
の
で
、
ボ
デ

イ
シ
エ
マ
（
身
体
図
式
）
の
確
立
を
急
ぐ
必
要

が
あ
る
と
の
コ
メ
ン
ト
も
頂
い
た
。
児
童
の
実

態
に
応
じ
た
、
適
切
な
対
応
の
必
要
性
を
感
じ

た
。

「
タ
ン
デ
ム
歩
行
」
で
見
え
た
！
　

身
体
の
位
置
が
分
か
ら
な
い
児
童

児
童
の
実
態
に
応
じ
た
適
切
な
対
応
が
必
要
。

福田 恵美子
長野保健医療大学
　特任教授、
障害科学博士
発達支援飛翔のもり
　顧問
メリーランド高等学院
　センター長

分



◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

TOSSオリジナル教材
https://www.tiotoss.jp/

TOSSオリジナル教材ウェブサイトの
「タイアップ企画」からご注文ください。
関連商品のプレゼントなど、様々な特典
をご用意しております。10、11、12月
号でご紹介する商品は、右記の３か月間
ずっとご注文いただけます。
早めの準備をしたい方や、短い期間では
忙しくてつい買いそびれてしまう方にも
安心してお買い求めいただけます。
『教育トークライン』誌とともに、“クラス
全員が熱中する教材”もぜひご利用ください。

【お申込み方法】
各商品の下に記載されているパスワードを、
TOSSオリジナル教材ウェブサイトのタイアップ商
品ページにある限定コードの枠に半角英数字でご入
力ください。
※パスワードには有効期間がございますので、ご
　注意ください。

※消費増税などの影響で、期間中に値上げする可能性がございます。何とぞ、ご承知おきください。

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564
TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

学習テンプレート／ 
トレースくん（セット）
特別価格  9,500円 
（税込・定価：10,500円のところ）
特典：セットでの特別価格
パスワード：drighf

10月号で
紹介！

一筆箋（同種3冊セット）
特別価格  490円 
（税込・定価：600円のところ）
特典：同種3冊セットでの特別価格
パスワード：phnsby

11月号で
紹介！

アルファベットスキル 
（音声CD付）

特別価格  330円 
（税込・定価350円＋500円のところ）
特典：特別価格＋音声CDプレゼント
パスワード：i9lwe5

12月号で
紹介！

『教育トークライン』&教育技術研究所
タイアップ企画！

期間：2021年9月15日〜 12月14日
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トークライン
読者限定
お得情報!!
くわしくは、下を
ご覧ください。

初
心
者
向
け
「
一
筆
箋
の
ポ
イ
ン
ト
」

様
々
な
失
敗
を
通
し
て
得
た
、
子
供
と
保
護
者
の
心
に
届
く

書
き
方
。

郡ぐ
ん

司じ 

崇た
か

人と

茨
城
県
笠
間
市
立
友
部
第
二
小
学
校

　

初
心
者
の
方
へ
、
一
筆
箋
の
効
果

を
高
め
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
三
点

示
す
。
数
々
の
失
敗
が
生
き
て
い
る
。

１　

口
頭
と
セ
ッ
ト
で
手
渡
し

　

破
か
れ
た
一
筆
箋
が
捨
て
て
あ
っ

た
。
小
六
の
Ａ
男
に
話
を
聞
い
た
。

こ
ち
ら
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
い
な

い
こ
と
に
気
付
い
た
。
一
筆
箋
に
良

い
と
こ
ろ
を
書
い
て
、
机
の
上
に
置

い
た
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
。
顔
を

見
て
褒
め
、
子
供
の
気
持
ち
を
確
か

め
な
が
ら
手
渡
す
の
が
基
本
で
あ
る
。

２　

も
れ
な
く
全
員
に
届
け
る

　
「
先
生
、
な
ん
で
私
に
だ
け
く
れ
な

い
ん
で
す
か
」
と
小
四
の
Ｃ
子
に
聞

か
れ
た
。
全
員
に
渡
し
た
と
思
っ
て

い
た
が
漏
れ
て
い
た
。
一
筆
箋
の
右

下
に
出
席
番
号
と
一
行
目
に
名
前
を

予
め
書
い
て
お
き
、
全
員
へ
確
実
に

書
け
る
工
夫
を
す
る
と
よ
い
。

３　

保
護
者
に
伝
わ
る
書
き
方
で

　

放
課
後
に
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

中
一
の
Ｂ
子
の
母
だ
っ
た
。「
よ
く

見
て
く
れ
て
い
る
の
は
分
か
る
が
、

こ
ん
な
事
で
い
ち
い
ち
褒
め
ら
れ
た

く
な
い
。
も
う
結
構
で
す
」
と
の
こ

と
。
生
徒
の
発
達
段
階
に
合
わ
せ
て

表
現
を
工
夫
す
る
こ
と
に
欠
け
て
い

た
。
保
護
者
の
気
持
ち
も
汲
ま
な
く

て
は
、
逆
効
果
に
な
る
場
合
も
あ
る
。

クラス全員が熱中するこの教材！

https://www.tiotoss.jp



クラス全員が熱中するこの教材！

　

向山洋一氏の「立会い授業」と 
谷和樹氏の解説を合わせて見て学ぶ!!
〜「向山・谷塾『立会い授業』解説」「向山洋一
社会科授業『江戸時代の人口』：谷和樹解説」〜 佐

さ

藤
とう

 祐
ゆう

三
ぞう

東京都杉並区立杉並第二小学校

　向山洋一氏と有田和正氏が社会科の立会い
授業を行ったのは1984年。この年は奇しくも
向山氏が教育技術の法則化運動を立ち上げた
年でもある。筑波大附属小学校のスターで
あった有田和正氏の学級で行われ、大変話題
となったこの授業を、動画ライブラリーで見
ることができる。
　向山氏の授業映像とあわせて、授業技量検
定十段である谷和樹氏の分析・解説を見るこ
とで、「あれども見えず」を知ることができ、学びが何倍にも倍増する。谷氏の解説は、お試
しのフリープランでも見ることができる。

ああああ

お申込先　�TOSS ONLINE 動画ライブラリー　https://video.toss-online.com にアクセスを
し、プランを選択してください。�

TOSS ONLINE
動画ライブラリー
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こ
の
一
冊
で
学
習
内
容
を
習
得
「
社
会
科
資
料
集
」（
正
進
社
）

子
供
が
自
信
を
も
っ
て
取
り
組
め
る
資
料
集
。

橋は
し

本も
と 

拓た
く

弥や

栃
木
県
小
山
市
立
小
山
第
一
小
学
校

　
五
年
生
の
女
児
は
、
学
校
を
休
み

が
ち
で
あ
っ
た
。
登
校
し
た
日
、
授

業
で
正
進
社
の
「
社
会
科
資
料
集
」

を
渡
し
た
。
資
料
集
の
「
資
料

ウ
ォ
ッ
チ
」
は
、「
な
ぞ
る
」「
囲
む
」

「
色
を
塗
る
」「
シ
ー
ル
を
貼
る
」
と

い
う
作
業
が
で
き
る
。
女
児
は
、「
日

本
の
周
り
の
国
の
国
旗
の
位
置
は
こ

れ
で
大
丈
夫
」
と
確
認
し
な
が
ら
、

進
ん
で
「
シ
ー
ル
を
貼
る
」
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
た
。

　
正
進
社
の
資
料
集
は
、
見
た
い
資

料
を
じ
っ
く
り
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
他
社
と
比
べ
て
挿
絵
や

写
真
、
グ
ラ
フ
等
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
コ
ラ
ム
の
ペ
ー
ジ
は
、
子
供

た
ち
に
と
っ
て
興
味
あ
る
内
容
が
盛

り
だ
く
さ
ん
だ
。
ま
た
、「
ま
と
め
」

の
欄
は
、
学
習
内
容
の
振
り
返
り
を

書
き
込
む
こ
と
が
で
き
、
そ
の
単
元

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
短
時
間
で
確
認
で

き
る
。
巻
末
に
あ
る
作
業
帳
を
活
用

す
れ
ば
、
復
習
や
ま
と
め
も
で
き
る
。

答
え
も
つ
い
て
い
る
の
で
、
個
人
で

学
習
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　
女
児
は
、
資
料
集
の
写
真
を
見
な

が
ら
自
分
の
知
っ
て
い
る
こ
と
を
授

業
中
に
確
認
し
、
資
料
集
を
家
に
持

ち
帰
っ
て
よ
い
こ
と
を
伝
え
る
と
、

自
主
学
習
で
作
業
帳
に
取
り
組
ん
で

く
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
の
よ
う
に
工

夫
さ
れ
た
充
実
の

ペ
ー
ジ
が
満
載
の

資
料
集
は
、
子
供

が
自
信
を
も
っ
て

取
り
組
め
る
一
冊
で
あ
る
。
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デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説

い
つ
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く

普
段
か
ら
教
室
の
授
業
でZ

oom

やG
oogle 

M
eet

（
以
下
ミ
ー
ト
）
な
ど
ク
ラ
ウ
ド
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ア
プ
リ
を
使
う
こ
と
が
お
す
す
め
だ
。

北
海
道
北
見
市
立
三
輪
小
学
校　

塩し
お

谷や 

直な
お

大ひ
ろ

子
供
向
け
ポ
ス
タ
ー
が
山
ほ
ど
作
ら

れ
て
い
る
。「Zoom

 Expectations

」

で
検
索
す
る
と
た
く
さ
ん
見
つ
か
る
。

日
本
版
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

諸
外
国
の
事
例
を
基
に
ポ
ス
タ
ー
の

試
案
を
作
成
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
気
を
つ
け

る
９
つ
の
こ
と（
左
図
を
参
照
）

　

日
頃
か
ら
ポ

ス
タ
ー
を
子
供

た
ち
に
渡
し
て

教
え
て
い
け
ば

よ
い
。
ま
た
、

こ
う
し
て
教
え

る
べ
き
こ
と
を

一
覧
に
し
て
お

く
こ
と
で
、
校

内
の
先
生
た
ち

と
共
有
で
き
る
。

全
校
で
日
常
的

に
、
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
に
向
け

て
指
導
し
て
い

く
こ
と
が
で
き

る
の
だ
。

　

し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受

け
る
子
供
た
ち
に
、
教
え
て
お
い
た

方
が
い
い
こ
と
は
他
に
も
あ
る
。
例

え
ば
、「
家
の
ど
ん
な
場
所
で
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
る
と
よ
い
の

か
」、「
事
前
に
ど
ん
な
準
備
を
し
て

お
け
ば
よ
い
の
か
」
な
ど
で
あ
る
。

諸
外
国
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
ポ

イ
ン
ト
や
注
意
点
が
一
覧
と
な
っ
た

指
導
技
術

ミ
ー
ト
を
実
物
投
影
機
に
す
る

　

家
庭
科
の
裁
縫
の
時
間
だ
。
子
供

た
ち
の
端
末
に
教
師
の
手
元
が
映
る

よ
う
に
し
た
。
大
型
テ
レ
ビ
に
投
影

す
る
よ
り
も
視
線
の
移
動
が
少
な
く

て
す
む
。
こ
う
し
て
ミ
ー
ト
を
対
面

授
業
で
使
っ
て
お
け
ば
、
子
供
た
ち

は
使
い
方
を
す
ぐ
に
覚
え
る
。

　

入
室
の
仕

方
、
ミ
ュ
ー

ト
や
カ
メ
ラ

オ
ン
な
ど
の

機
能
を
使
い

こ
な
せ
る
よ

う
に
な
る
。

copy free

プリントは、デジタル・
トークラインからダウン
ロードできます。

TOSS指導法授業が激変！ 最前線

お家からオンラインで
授業を受けるために

Google
Meet用

オンライン授業が始まる前に確認しよう
□①端末は充電されていますか？
□②静かで集中できる場所ですか？
□③机に作業できるスペースはありますか？
□④学校にいる時のように服を着ていますか？

オンライン授業で気をつける９つのこと
授業をスムーズに 君とみんなの安全を守る マナーと優しい心

静かな集中できる場所

さわがしくない集中できる机で
受けよう。テレビやゲームはス
イッチを切っておこう。

会議コードは秘密

先⽣から教えてもらったMeet の
会議コードは他の⼈に知らせたり、
SNSに発信したりしてはいけませ
ん。知らない⼈が⼊ってきてしま
います。

ちこくしない

はじまる時こくの少し前には
Meetに⼊ろう。

ミュートのオン・オフ

⾃分が話さない時はミュートはオ
ンにしておこう。先⽣にこたえる
ときに⾃分でオフにしよう。

カメラはオンで参加

クラスに関係ない⼈がいないかど
うかチェックするためにカメラは
オンで授業をうけましょう。

集中を大切に

他の⼈の集中のさまたげになるよ
うなものをカメラにうつさないよ
うにしましょう。ゲーム・おも
ちゃ・ペットなど

質問したい時は

「声で質問」「⼿をあげるボタ
ン」「チャットで質問する」のど
れかで先⽣に伝えよう。

自分のうしろに注意

カメラにうつりこむものは他の⼈に
⾒られてもいいものかな？個⼈情報
が映ってないかな？

食べるのはガマン

授業中に⾷べ物を⾷べちゃダメだよ
ね。飲み物は端末にこぼさないよう
に気をつけてね。

積極的に参加しよう

オンライン授業といっても、いつ
もの教室と同じようにがんばろう。

撮影・スクショは禁止

授業の様⼦はをスマホなどのカメ
ラで撮影したり、スクショしたり
してはいけません。

他の人に優しく

オンラインでも他の⼈の意⾒や
考えを⼤切にする気持ちを持っ
てね。

オン オフ⾃分の声が聞こ
えないよ

⾃分の声が聞こ
えるよ

先⽣、
質問です。

⼿をあげる チャット

ノートや教科
書を開ける机
で受けましょ
う。

クロームブックはスピーカーの⾳が⼩さ
いです。もしお家にヘッドホンやイヤホ
ンがあればつかいましょう。先⽣や友達
の声がよく聞こえるようになります。

小学校＿中・高学年向け

お家からオンラインで
授業を受けるために

Google
Meet用

オンライン授業が始まる前に確認しよう
□①端末は充電されていますか？
□②静かで集中できる場所ですか？
□③机に作業できるスペースはありますか？
□④学校にいる時のように服を着ていますか？

オンライン授業で気をつける９つのこと
授業をスムーズに 君とみんなの安全を守る マナーと優しい心

静かな集中できる場所

さわがしくない集中できる机で
受けよう。テレビやゲームはス
イッチを切っておこう。

会議コードは秘密

先⽣から教えてもらったMeet の
会議コードは他の⼈に知らせたり、
SNSに発信したりしてはいけませ
ん。知らない⼈が⼊ってきてしま
います。

ちこくしない

はじまる時こくの少し前には
Meetに⼊ろう。

ミュートのオン・オフ

⾃分が話さない時はミュートはオ
ンにしておこう。先⽣にこたえる
ときに⾃分でオフにしよう。

カメラはオンで参加

クラスに関係ない⼈がいないかど
うかチェックするためにカメラは
オンで授業をうけましょう。

集中を大切に

他の⼈の集中のさまたげになるよ
うなものをカメラにうつさないよ
うにしましょう。ゲーム・おも
ちゃ・ペットなど

質問したい時は

「声で質問」「⼿をあげるボタ
ン」「チャットで質問する」のど
れかで先⽣に伝えよう。

自分のうしろに注意

カメラにうつりこむものは他の⼈に
⾒られてもいいものかな？個⼈情報
が映ってないかな？

食べるのはガマン

授業中に⾷べ物を⾷べちゃダメだよ
ね。飲み物は端末にこぼさないよう
に気をつけてね。

積極的に参加しよう

オンライン授業といっても、いつ
もの教室と同じようにがんばろう。

撮影・スクショは禁止

授業の様⼦はをスマホなどのカメ
ラで撮影したり、スクショしたり
してはいけません。

他の人に優しく

オンラインでも他の⼈の意⾒や
考えを⼤切にする気持ちを持っ
てね。

オン オフ⾃分の声が聞こ
えないよ

⾃分の声が聞こ
えるよ

先⽣、
質問です。

⼿をあげる チャット

ノートや教科
書を開ける机
で受けましょ
う。

クロームブックはスピーカーの⾳が⼩さ
いです。もしお家にヘッドホンやイヤホ
ンがあればつかいましょう。先⽣や友達
の声がよく聞こえるようになります。

小学校＿中・高学年向け
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子
供
た
ち
か
ら
は
、
驚
き
の
声
が

あ
が
っ
た
。

「
こ
の
ま
ま
で
い
い
で
す
か
」（
だ

め
で
す
）

「
あ
な
た
た
ち
は
、
こ
の
四
月
か
ら

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
て
い
ま
す

が
、
良
か
っ
た
こ
と
や
困
っ
た
こ
と

な
ど
あ
り
ま
せ
ん
か
」

　

子
供
た
ち
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
意

見
が
出
て
き
た
。

「
み
な
さ
ん
の
意
見
は
、
と
て
も
す

ば
ら
し
い
で
す
。
こ
れ
を
六
年
生
の

提
案
と
し
て
通
信
に
し
、
お
家
の
人

に
伝
え
ま
せ
ん
か
」

　

す
る
と
子
供
た
ち
は
、
進
ん
で
メ

リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
、
家
庭
で
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
う
時
に
気
を
付

け
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
を
自
分
な
り

に
考
え
、
ま
と
め
て
い
っ
た
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
持
ち
帰
る
よ

う
に
な
る
と
、
必
然
的
に
保
護
者
の

責
任
が
大
き
く
な
る
。「
子
ど
も
情

報
通
信
」
を
通
し
て
、
保
護
者
の
責

任
に
つ
い
て
も
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

③�　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
か
か
っ
て
い

な
い
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス

④　

勝
手
な
持
ち
帰
り

⑤　

保
護
者
の
不
正
利
用

　

そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に
対
し
て
、
さ

ら
に
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
か
け
た
り

学
校
で
子
供
た
ち
に
指
導
し
た
り
し

て
、
教
育
委
員
会
や
学
校
で
も
対
応

し
て
い
る
。

三	

「
子
ど
も
情
報
通
信
」
の
呼
び
掛
け

　

六
年
生
の
児
童
に
、
次
の
よ
う
な

話
を
し
た
。

「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
利
用
に
つ
い
て
約
八
〇
カ
国

の
一
五
歳
を
対
象
に
調
べ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
勉
強
で

使
っ
て
い
る
か
ラ
ン
キ
ン
グ
、
日
本

は
何
位
で
し
ょ
う
」（
二
〇
位
く
ら
い
）

「
最
下
位
で
す
」（
え
〜
）

「
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
ゲ
ー
ム
と

し
て
使
っ
て
い
る
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、

日
本
は
何
位
で
し
ょ
う
」（
一
〇
位

く
ら
い
）

「
一
位
で
す
」（
え
〜
）

一	

「
子
ど
も
情
報
通
信
」
の
発
行

　

一
人
一
台
端
末
の
導
入
に
よ
り
生

じ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
、

子
供
た
ち
か
ら
の
提
言
と
し
て
、
保

護
者
向
け
に
「
子
ど
も
情
報
通
信
」

を
発
行
し
た
。
こ
の
ア
イ
デ
ア
は
、

元
全
国
連
合
小
学
校
長
会
長
の
向
山

行
雄
氏
が
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
中
央
事
務
局

会
議
で
紹
介
さ
れ
た
、
東
京
の
小
学

校
の
実
践
を
基
に
し
て
い
る
。

二�	

一
人
一
台
端
末
の
持
ち
帰
り
で	

見
え
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点

　

本
校
で
は
、
一
人
一
台
端
末
を
週

に
二
〜
三
回
程
度
持
ち
帰
ら
せ
、
家

庭
で
の
学
習
に
活
用
し
て
い
る
。�

W
i-F i

環
境
が
整
っ
て
い
な
い
家
庭

に
は
、
今
年
度
一
年
間
、
ル
ー
タ
ー

を
貸
し
出
し
て
い
る
。
ル
ー
タ
ー
を

貸
し
出
し
た
家
庭
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
か
、

教
育
委
員
会
が
把
握
で
き
る
シ
ス
テ

ム
と
な
っ
て
い
る
。
予
想
は
し
て
い

た
が
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
た
（
以
下
は
、
本
校

だ
け
で
な
く
、
町
内
小
中
学
校
全
体

で
の
問
題
点
で
あ
る
）。

①　

長
時
間
の
利
用

②�　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
か
か
っ
て

い
る
不
適
切
な
サ
イ
ト
へ
の
度
重

な
る
ア
ク
セ
ス

「子ども情報通信」 
の発行
G I G Aスクールにおける
学校の取組を保護者に知
らせるには、子供たちに
語らせるのがいちばんで
ある。便利なことも困る
ことも、そして家庭で気
を付けてほしいことも、
子供たちの言葉で保護者
に伝えたい。

愛媛県愛南町立城辺小学校

井
いの

上
うえ

　武
たけし

GIGAスクール
端末１人１台時代の
指導術

教師が と向き合うために

働き方改革！

※
「
子
ど
も
情
報
通
信
」
は
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
を
参
照
。



※‌ �

け
な
す
。
批
判
す
る
。
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よ
う
に
教
師
の
嬉
し
さ
を
伝
え
る
。

　

例
え
ば
、
算
数
。
特
に
難
し
い
練

習
問
題
が
で
き
た
時
。

（
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し
な
が
ら
）

「
Ｏ
Ｋ
！　

よ
っ
し
ゃ
ー
！
」

　

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し
な
が
ら
喜
ん

で
あ
げ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
成
長
や
成
功
に
対

し
て
教
師
が
喜
ん
で
あ
げ
る
こ
と
で
、

子
供
の
中
に
「
他
者
に
対
す
る
貢
献

意
識
」
が
生
ま
れ
る
。
子
供
は
、
自

分
が
頑
張
る
こ
と
で
、
喜
ん
で
も
ら

え
る
と
感
じ
る
。
子
供
も
教
師
も
元

気
に
な
っ
て
い
く
。

興
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。
興
味
が

あ
る
の
は
、
こ
れ
か
ら
の
行
動

で
す
。
い
っ
ぱ
い
Ａ
が
付
く
よ
う

な
行
動
を
と
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

 

２　

共
に
喜
ぶ

　

子
供
が
何
か
成
功
し
た
と
す
る
。

そ
の
時
、
教
師
が
一
緒
に
喜
ん
で
あ

げ
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
勉
強
が
苦
手
な
子
が
百

点
を
取
っ
た
時
。

　

先
生
も
嬉
し
い
！　

あ
り
が

と
う
！

　

子
供
の
成
長
や
成
功
は
、
教
師
に

と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
あ
る
。
こ
の

 

１　

過
去
を
持
ち
出
さ
な
い

　

そ
の
人
の
過
去
を
持
ち
出
し
て

デ
ィ
ス
る

※
人
。
過
去
の
力
量
差
を

糧
に
し
て
マ
ウ
ン
ト
を
取
る
人
。

　

こ
の
よ
う
な
人
が
少
な
か
ら
ず
周

り
に
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
人
を

「
過
去
に
縛
ら
れ
た
化
石
症
候
群
」

と
私
は
命
名
し
て
い
る
。

　

過
去
に
縛
ら
れ
る
と
、
互
い
の
成

長
は
鈍
化
す
る
。
こ
れ
は
、
学
級
経

営
も
同
じ
で
あ
る
。

　

ど
ち
ら
の
ス
タ
ン
ス
の
教
師
が
子

供
を
伸
ば
し
て
い
く
か
？

①�　

あ
い
つ
は
去
年
ま
で
だ
ら

し
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
ど

う
し
よ
う
も
な
い
奴
な
ん
だ
。

②�　

去
年
ま
で
色
々
あ
っ
た
だ

ろ
う
。
で
も
、「
今
年
は
今

年
」
と
考
え
て
、
良
さ
を
見

つ
け
て
い
こ
う
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
②
で
あ
る
。

①
の
ス
タ
ン
ス
の
教
師
は
、
子
供
を

決
め
つ
け
て
い
る
。子
供
に
も
伝
わ
っ

て
し
ま
う
。
私
は
毎
年
・
毎
学
期
、

次
の
よ
う
に
子
供
に
告
げ
て
い
る
。

　

去
年
（
前
の
学
期
）
ち
ょ
っ

と
失
敗
し
た
な
と
思
っ
て
い
る

人
。
大
丈
夫
で
す
よ
。
先
生
は

そ
の
よ
う
な
こ
と
に
は
、
全
く

過去を忘れ、 
共に喜ぼう
その子の悪い過去にとら
われず、今の頑張りを見
ていく。そして、成功を
共に喜ぶ。こうすること
で、大きく変化していく。

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

 陽
あきら

子供も教師も
元気になる
学級経営のコツ

どちらのスタンスの教師が子供を伸ばしていきますか？
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の
内
容
が
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
内
の
カ
レ

ン
ダ
ー
に
表
示
さ
れ
る
（
カ
レ
ン

ダ
ー
は
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
左
上
の

の

ボ
タ
ン
か
ら
確
認
で
き
る
）。
週
案

の
よ
う
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

分
か
り
や
す
い
。
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を

付
け
る
こ
と
で
誰
が
見
た
か
も
確
認

で
き
、
連
絡
帳
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
必

要
が
な
く
な
り
時
短
に
も
つ
な
が
る
。

 

３　

画
像
で
連
絡
す
る

　

文
章
化
が
難
し
い
連
絡
事
項
は
、

写
真
で
撮
っ
て
貼
り
付
け
す
る
方
法

も
あ
る
。
ぜ
ひ
自
分
に
合
っ
た
方
法

で
時
短
を
目
指
し
て
欲
し
い
。

 

２　

時
間
割
り
は
質
問
作
成
で

　

時
間
割
り
の
連
絡
も
、
ク
ラ
ス

ル
ー
ム
を
使
う
と
時
短
に
な
る
。

　

ま
ず
、
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
を
開
き
、

授
業
を
選
ぶ
。
＋
作
成
を
押
し
て
質

問
と
い
う
項
目
を
選
ぶ
。
次
に
左
の

図
の
よ
う
に
項
目
を
打
ち
込
む
。

　

設
定
は
次
の
通
り
に
す
る
。

　

質
問
の
期
限
を
設
定
す
る
と
、
そ

 

１　

ス
ト
リ
ー
ム（
掲
示
板
）を
使

 　

っ
て
三
つ
の
時
短

　

私
の
学
級
で
は
、
登
校
し
て
す
ぐ

に
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
を
開
く
習
慣
を
身

に
付
け
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
な
ぜ

か
。
そ
の
日
の
連
絡
が
書
い
て
あ
る

か
ら
だ
。

　

そ
の
た
め
、
朝
の
会
の
連
絡
も

「
掲
示
板
を
見
て
ね
」

　

こ
の
一
言
で
終
わ
る
。

　

こ
れ
で
か
な
り
時
短
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
私
は
学
年
会
に
も
パ
ソ
コ

ン
を
持
ち
込
む
。
な
ぜ
か
。
決
ま
っ

た
こ
と
や
連
絡
を
そ
の
ま
ま
掲
示
板

に
書
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

お
か
げ
で
連
絡
も
れ
や
見
落
と
し
も

か
な
り
減
っ
た
し
、
時
短
に
も
な
る
。

　

さ
ら
に
、
子
供
た
ち
の
良
い
と
こ

ろ
も
書
き
込
む
よ
う
に
し
て
い
る
。

記
録
が
残
る
の
で
見
返
す
こ
と
も
で

き
る
。
通
知
表
の
所
見
に
も
そ
の
ま

ま
使
え
て
、
さ
ら
に
時
短
に
な
る
。

子供への連絡は 
これで時短！
Googleクラスルーム（以
下クラスルーム）のスト
リーム（掲示板）を用い
て予定・時間割を子供に
伝える。

神奈川県大和市立緑野小学校

清
し

水
みず

 拓
たく

人
と

クラウドを活用した
時間短縮の仕事術

教師が と向き合うために

働き方改革！
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②�　

身
近
な
先
生
に
持
っ
て
い

な
い
か
聞
い
て
み
る

③�　

Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
以
外
の

古
書
販
売
も
活
用
す
る

３　

模
擬
授
業
す
る

　

授
業
は
、
見
て
も
ら
う
の
が
一
番

大
事
だ
。
そ
の
時
に
大
切
な
の
は
、

　

期
限
を
決
め
て
、
途
中
で
も

模
擬
授
業
し
て
見
て
も
ら
う

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

一
人
で
考
え
る
よ
り
、
ず
っ
と
良

い
案
を
提
案
し
て
も
ら
え
る
。

　

そ
し
て
、
見
て
も
ら
え
ば
も
ら
う

ほ
ど
授
業
は
良
く
な
る
。

　

で
き
れ
ば
、
い
つ
も
と
違
う
人
に

も
見
て
も
ら
う
と
、
違
っ
た
面
か
ら

様
々
な
意
見
が
も
ら
え
る
。

　

１
〜
３
の
過
程
は
、
研
究
授
業
の

準
備
と
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
検

定
準
備
を
す
る
こ
と
で
、
研
究
授
業

の
準
備
の
力
を
も
付
け
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

法
の
情
報
」
と
「
指
導
内
容
の
情
報
」

の
両
方
が
必
要
で
あ
る
。

　

自
分
が
授
業
す
る
内
容
が
、
ど
ち

ら
に
比
重
が
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
情

報
を
集
め
る
比
重
も
変
わ
る
。

　

私
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
情
報

を
集
め
る
。

①　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
関
係
の
書
籍

②�　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
以
外
の
書
籍

③　

教
育
雑
誌

④�　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ　

Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ

⑤�　

Ｃ
ｉ
Ｎ
ｉ
ｉ
や
Ｊ
―
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
等
で
日
本
の
論

文
を
検
索

⑥�　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
キ
ー

ワ
ー
ド
検
索

⑦�　

で
き
た
ら
、Google Scalar

な
ど
で
英
語
検
索

　

絶
版
な
ど
で
、
手
に
入
ら
な
い
本

の
情
報
が
欲
し
い
場
合
が
あ
る
。
そ

の
時
は
、
次
の
よ
う
に
し
て
い
る
。

①�　

図
書
館
で
借
り
る
（
大
学

図
書
館
も
含
め
）

　

授
業
技
量
検
定
（
以
下
、
検

定
）
を
、
な
ぜ
受
検
す
る
の
で

す
か
？

と
聞
か
れ
れ
ば
、
私
は
、
次
の
よ
う

に
答
え
る
。

　

検
定
に
挑
む
過
程
は
、
研
究

授
業
に
挑
む
過
程
と
同
じ
。

　

受
け
続
け
れ
ば
、
有
意
義
な

研
究
授
業
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

　

で
は
、
ど
ん
な
過
程
を
経
て
い
け

ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
参
考
ま
で
に
、

私
の
検
定
受
検
ま
で
の
過
程
を
紹
介

す
る
。

１　

テ
ー
マ
を
決
め
る

　

テ
ー
マ
決
め
で
私
が
一
番
大
事
に

し
て
い
る
こ
と
は
、

興
味
が
あ
る
こ
と
に
す
る

で
あ
る
。研
究
授
業
は
あ
る
程
度
テ
ー

マ
が
決
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
検
定

は
自
由
だ
。
自
分
の
興
味
の
あ
る
こ

と
だ
か
ら
こ
そ
、
楽
し
ん
で
準
備
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
興
味
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
準
備
し
な
が
ら
、
自
然
に

教
材
研
究
の
過
程
を
学
ぶ
の
で
あ
る
。

２　

情
報
を
集
め
る

　

テ
ー
マ
が
決
ま
っ
た
ら
情
報
を
集

め
る
。

　

情
報
を
集
め
る
時
は
、「
指
導
方

授業技量検定に
挑む過程は、研
究授業に挑む過
程と同じ
授業技量検定に挑む過程を何
度となく経験しておけば、有
意義な研究授業を行うことが
できる。

神奈川県大和市立草柳小学校 

小
こ

塚
づか

 祐
ゆう

爾
じ

TOSS授業技量検定
に挑戦！
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T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6,380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い 

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
中な

か
　た
に谷 

康や
す
　ひ
ろ博

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：木村 雄介

外
か
ら
見
え
る
プ
ー
ル
で
の

水
泳
指
導

学
校
の
す
ぐ
そ
ば
に
は
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
よ
う
な
集
合
住
宅
が
た

く
さ
ん
隣
接
し
て
い
ま
す
。
マ
ン

シ
ョ
ン
の
上
層
階
か
ら
学
校
の
様

子
が
よ
く
見
え
ま
す
。
プ
ー
ル
の

様
子
も
丸
見
え
な
の
で
、
保
護
者

か
ら
、
何
と
か
な
ら
な
い
の
か
と

い
う
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
プ
ー
ル
に
屋
根
を
付

け
る
よ
う
な
こ
と
は
簡
単
に
は
で

き
ま
せ
ん
。

ど
の
よ
う
に
し
て
い
け
ば
い
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　

屋
根
を
付
け
る
な
ど
の
施
設
の
変
更

は
、
学
校
が
単
独
で
で
き
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
市
町
村
の
予
算
で
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
学
校
と
し
て
配
慮
で
き

る
の
は
、
水
泳
指
導
の
や
り
方
や
水
着

の
着
用
に
関
し
て
で
す
。

　

も
し
、
保
護
者
か
ら
の
「
何
と
か
な

ら
な
い
か
」
と
い
う
内
容
が
、
水
着
を

着
て
い
る
子
供
が
よ
く
見
え
る
こ
と
へ

の
心
配
で
あ
る
な
ら
ば
、
ラ
ッ
シ
ュ

ガ
ー
ド
の
着
用
を
勧
め
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　

肌
の
露
出
は
、
ラ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
ド
を
着

用
し
た
場
合
、
体
操
服
を
着
用
し
た
場

合
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　

体
操
服
は
、
普
段
の
体
育
の
授
業
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
運
動
会
な
ど
、
地

域
か
ら
大
勢
の
方
が
参
加
さ
れ
る
場
合

で
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
泳
指
導
の
場
合
、
ラ
ッ
シ
ュ
ガ
ー

ド
を
着
用
さ
せ
た
な
ら
ば
、
体
操
服
と

同
じ
よ
う
に
捉
え
て
見
て
も
ら
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
、
次
号
。

　

私
服
登
校
か
ら
標
準
服
へ
の
変

更
を
し
ま
し
た
。
服
装
の
変
更
は
、

学
校
協
議
会
で
決
め
ら
れ
、
職
員

会
議
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
も
承
認
し

て
い
ま
す
。
保
護
者
に
も
そ
の
旨

を
説
明
し
、
意
見
の
あ
る
場
合
、
校

長
ま
で
連
絡
を
し
て
ほ
し
い
と
も

伝
え
て
来
ま
し
た
が
、
反
対
意
見

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
標
準
服
は
制
服
で

は
な
い
の
で
、
私
服
で
も
い
い
だ

ろ
う
と
子
供
に
華
美
な
私
服
で
登

校
を
さ
せ
る
保
護
者
が
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
い
い

で
す
か
。

教師が と向き合うために

働き方改革！

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

市
町
村
の
施
策
で
建
て
た
学
校
の
校

舎
で
す
。
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若手教師の

TOSS！
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三
年
目
、
初
め
て
二
年
生
を
担
任
し
た
。
持

ち
上
が
り
だ
っ
た
の
で
、
子
供
た
ち
の
こ
と
は

よ
く
知
っ
て
い
た
。
初
任
の
頃
か
ら
学
ん
で
き

た
か
ら
自
信
が
あ
っ
た
。
特
に
誇
っ
て
い
た
の

は
「
笑
顔
」
だ
っ
た
。

　

一
年
生
を
も
っ
て
い
た
二
年
目
。
子
供
た
ち

か
ら
は
に
こ
に
こ
先
生
と
呼
ば
れ
て
い
た
。「
ど

う
し
て
先
生
は
い
つ
も
そ
ん
な
に
笑
っ
て
い
る

の
？
」
と
も
聞
か
れ
た
。「
笑
う
の
が
好
き
だ

か
ら
だ
よ
」
そ
う
自
慢
げ
に
答
え
て
い
た
。

　

三
年
目
。
学
級
崩
壊
を
起
こ
し
た
。
真
面
目

な
子
は
不
満
な
顔
を
見
せ
、
や
ん
ち
ゃ
な
子
は

奇
怪
な
行
動
を
し
、
廊
下
に
逃
避
し
て
い
た
。

　

と
に
か
く
笑
顔
で
子
供
た
ち
を
褒
め
な
け
れ

ば
、
そ
う
切
羽
詰
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
現

実
は
違
っ
た
。
私
が
笑
顔
に
な
る
た
び
に
、
子

供
た
ち
は
私
を
冷
め
た
目
で
見
た
。
褒
め
言
葉

も
上
滑
り
で
、
子
供
た
ち
の
心
に
は
届
か
な

か
っ
た
。

　

同
僚
で
あ
る
先
輩
教
師
が
声
を
か
け
て
く
れ

た
。
動
画
を
見
て
く
れ
と
管
理
職
に
頼
ま
れ
た

ら
し
い
。
頭
を
下
げ
、
放
課
後
に
授
業
の
動
画

を
静
寂
な
教
室
で
視
聴
し
た
。

　

授
業
シ
ス
テ
ム
、
子
供
た
ち
の
不
適
切
な
行

動
へ
の
対
応
な
ど
様
々
な
問
題
が
出
て
く
る
中
、

動
画
を
止
め
た
同
僚
が
言
葉
を
放
っ
た
。

　

正
直
言
う
け
ど
、
染
谷
さ
ん
の
笑
顔

「
気
持
ち
悪
い
よ
」。

　

頭
を
ガ
ツ
ン
と
鈍
器
で
殴
ら
れ
た
よ
う
な
記

憶
が
今
で
も
残
る
。
そ
れ
は
私
の
唯
一
の
誇
れ

る
ス
キ
ル
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　
褒
め
言
葉
に
も
力
が
な
い
。

　

そ
の
時
か
ら
、
私
は
自
分
の
授
業
動
画
・
音

声
を
毎
日
見
て
、
聴
い
た
。
こ
の
表
情
、
言
葉

は
子
供
た
ち
に
届
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
。

　

テ
ー
プ
起
こ
し
で
音
声
は
聞
き
慣
れ
て
い
た

が
、
自
分
の
表
情
を
ほ
ぼ
毎
日
視
聴
す
る
の
は

辛
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
私
の
心
の
中
に
は
あ

る
願
い
が
常
に
あ
っ
た
。

　

安
心
を
与
え
ら
れ
る
輝
く
笑
顔
を
届
け

た
い
。

　

た
だ
そ
れ
だ
け
だ
っ

た
が
、
そ
の
お
か
げ
で
勇

気
を
灯
し
続
け
ら
れ
た
。

　

荒
れ
て
い
た
頃
、
学
級
で
一
番
笑
わ
な
い
女

の
子
が
最
後
に
こ
ん
な
言
葉
を
残
し
て
く
れ
た
。

　

染
谷
先
生
は
私
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
日
々
自
分
の
笑
顔
を
意
識
し

な
が
ら
、「
笑
顔
の
技
量
」
も
向
上
さ
せ
て
い
く
。

神
奈
川
県
横
須
賀
市
立
浦
郷
小
学
校

染そ
め

谷や 

樹
た
つ
き

「
気
持
ち
悪
い
」
と
言
わ
れ
た
私
の
笑
顔

笑
顔
に
つ
い
て
同
僚
に
言
わ
れ
た
一
言
。
悔
し
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
毎
日

動
画
を
見
続
け
た
。
鏡
で
見
る
だ
け
で
は
ダ
メ
な
の
だ
と
気
付
い
た
。「
安
心
す
る
笑
顔
」、

そ
う
言
わ
れ
始
め
た
の
は
四
年
目
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。

２年生の女の子が
描いた染谷の絵
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学
級
と
は
君
自
身
で
あ
る

学
級
目
標
に
照
ら
し
て
現
状
を
評
定
さ
せ
る
。
減
点
理
由
を
発
表
さ
せ
る
。
改
善
策
を
ま
と
め
、

優
先
順
位
を
付
け
る
。
最
優
先
事
項
に
全
員
で
取
り
組
む
。
二
〇
代
の
長
谷
川
が
始
め
た
指
導

法
で
あ
る
が
、
今
も
な
お
使
え
る
。

　
一
学
期
最
終
日
の
学
級
通
信
の
一
部
を
紹
介

す
る
。

□
出
逢
い
か
ら
一
〇
四
日
。
授
業
日
と
し
て
は

七
〇
日
。

　

そ
ん
な
短
い
間
に
互
い
を
深
く
理
解
し
合
う

こ
と
な
ど
、
も
ち
ろ
ん
無
理
な
話
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
私
た
ち
は
一
歩
一
歩
着
実
に
、
確

た
る
前
進
を
果
た
し
て
い
る
。

□
年
度
当
初
に
は
で
き
な
か
っ
た
幾
つ
か
の
こ

と
が
、
今
は
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

い
ち
い
ち
言
葉
に
せ
ず
と
も
、
内
在
化
さ
れ

た
規
範
意
識
に
従
っ
て
動
け
る
よ
う
に
も
な
っ

て
き
た
。

　

所
属
す
る
集
団
の
た
め
に
汗
を
か
く
こ
と
が

で
き
る
人
も
増
え
た
。
一
時
の
花
火
で
な
く
、

か
き
続
け
る
人
も
ぽ
つ
ぽ
つ
と
生
ま
れ
て
き
た
。

　

そ
の
事
実
の
一
つ
一
つ
を
、
私
は
本
通
信
に
、

自
身
の
日
記
に
、
そ
し
て
脳
裏
に
記
録
し
続
け

て
い
る
。

□
一
学
期
を
終
え
る
今
日
の
こ
の
日
、
四
月
に

全
会
一
致
で
策
定
し
た
学
級
目
標
を
振
り
返
ろ

う
。

　

三
項
目
そ
れ
ぞ
れ
を
、
一
〇
点
満
点
で
評
定

し
て
み
る
の
だ
。

　

君
は
何
点
を
付
け
る
だ
ろ
う
か
。

　

ま
だ
満
点
は
付
か
な
い
は
ず
だ
。

　

な
ら
ば
、
減
点
の
理
由
は
何
か
。

　

そ
こ
を
こ
そ
、
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

し
か
も
、
学
級
集
団
と
「
自
分
自
身
」
と
の

関
わ
り
に
お
い
て
考
え
る
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
、

何
度
も
教
え
て
き
た
よ
う
に
、
〇
年
〇
組
と
は
、

君
自
身
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

君
と
離
れ
て
集
団
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。

　

あ
ら
ゆ
る
組
織
は
、
構
成
員
一
人
一
人
と
密

接
不
可
分
に
結
び
付
い
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

□
一
学
期
、
学
級
で
深
刻
な
問
題
行
動
が
起
き

る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
だ
か
ら
今
後
も
起
こ
ら

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
）。

　

だ
が
、
学
年
単
位
で
は
大
小
あ
る
。
昨
年
の

積
み
残
し
や
小
学
校
時
代
か
ら
の
負
の
遺
産
が

幾
つ
も
あ
り
、
そ
の
多
く
は
生
徒
か
ら
、
保
護

者
か
ら
、一
部
の
同
僚
等
か
ら
、私
の
耳
に
入
っ

て
い
る
。

　

時
間
が
経
っ
て
も
続
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、

解
決
に
も
時
間
が
か
か
る
。当
た
り
前
の
理
屈
だ
。

　

そ
れ
ら
大
小
の
問
題
に
、
経
験
則
と
科
学
の

目
と
、
君
た
ち
や
心
あ
る
人
た
ち
の
協
力
と
を

集
め
つ
つ
、
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
現
状
だ
。

　

教
育
は
魔
法
で
は
な
い
。
私
は
魔
法
使
い
で

は
な
い
。

　

し
か
し
教
育
は
、
魔
法
を
上
回
る
成
果
を
生

み
出
す
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　

過
去
の
あ
ら
ゆ
る
経
験
を
総
合
し
て
、
私
は

そ
う
信
じ
る
。

実践日誌圧倒的圧倒的
長谷川博之の

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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谷
たに

 和
かず

樹
き

こ
の
感
想
を
書
い
た
子
は
、
担
任

の
先
生
に
よ
れ
ば
、
Ｐ
Ｄ
Ｄ
（
広
汎

性
発
達
障
害
）
傾
向
の
あ
る
子
だ
と

い
う
。

三
　
谷
の
指
導
言
の
分
布

さ
て
、
私
の
発
言
分
布
で
あ
る
。

院
生
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
私
の
発

言
分
布
は
左
図
の
通
り
で
あ
る
。

評価、1％笑い、1％同意、5％

反復、6％

説明、7％

ほめる、9％

発問、16％
確認、21％

指示、34％

　

ご
覧
の
通
り
、
指
示
と
確
認
で
五

五
％
、
つ
ま
り
、
半
分
以
上
で
あ
る
。

続
い
て
発
問
の
一
六
％
と
な
っ
て
い

る
。

授
業
時
間
三
五
分
で
二
時
間
分
の

学
習
内
容
を
進
み
、
全
員
が
理
解
し

て
い
た
と
い
う
。
子
供
た
ち
か
ら
の

感
想
も
届
け
て
い
た
だ
い
た
。

　

谷
先
生
は
お
も
し
ろ
く
て
、

と
て
も
て
い
ね
い
に
教
え
て
く

れ
る
の
で
、
と
て
も
わ
か
り
や

す
か
っ
た
で
す
。
九
九
、
し
ら

な
か
っ
た
け
ど
、
谷
先
生
の
お

か
げ
で
す
こ
し
ず
つ
、
わ
か
っ

て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

多
く
の
子
が
こ
の
よ
う
に
「
わ
か

り
や
す
い
」
と
書
い
て
く
れ
て
い
た
。

た
だ
し
、
一
名
だ
け
「
わ
か
ら
な

か
っ
た
」
と
書
い
て
い
た
子
が
い
た
。

そ
の
子
も
次
の
よ
う
に
は
書
い
て
く

れ
て
い
た
。

　

谷
先
生
の
お
し
え
方
は
わ
か

り
や
す
く
、
先
生
が
言
っ
て
い

る
テ
ン
ポ
よ
く
を
じ
つ
げ
ん
さ

せ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

一
　
谷
の
指
導
言
の
分
類

院
生
が
分
類
し
た
私
の
指
導
言
は

次
の
九
種
類
で
あ
っ
た
。

１　

発
問

２　

指
示

３　

説
明

４　

確
認

５　

評
価

６　

ほ
め
る

７　

反
復

８　

同
意

９　

笑
い

こ
の
私
の
発
言
の
中
で
最
も
多
か
っ

た
の
は
、
１
～
９
の
う
ち
ど
れ
だ
ろ

う
か
。
予
想
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

二
　
担
任
と
子
供
た
ち
の
感
想

二
年
生
の
子
供
た
ち
に
か
け
算
の

概
念
を
教
え
る
導
入
の
場
面
で
あ
る
。

担
任
の
先
生
は
授
業
後
、
次
の
よ
う

な
報
告
を
寄
せ
ら
れ
た
。

　

と
び
込
み
の
教
室
で
、
三
五

分
で
、
二
時
間
分
進
ま
れ
ま
し

た
！　

そ
れ
も
全
員
が
理
解
し

て
で
す
。
マ
イ
ペ
ー
ス
の
Ａ
君
、

日
本
語
が
苦
手
な
Ｂ
君
は
、
つ

い
て
い
っ
て
る
の
か
と
見
て
い

ま
す
と
、
ノ
ー
ト
を
と
っ
て
い

ま
し
た
。

授業のベーシックス
キル７
「作業指示」⑪
授業中の教師の言葉には様々
な種類がある。今回取り上げ
ている私の算数の授業で、最
も多かったのは「指示」であ
り、次が「確認」であった。
授業の半分以上が指示と確認
ということだ。

授業の
ベーシックスキル
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Y
ouT

ube 

の
拙
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
連
日
「
教

科
書
の
教
え
方
」
等
の
質
問
を
受
け
付
け
て
い

る
。
算
数
の
教
科
書
が
多
い
。
国
語
の
二
倍
く

ら
い
だ
。
そ
れ
ほ
ど
困
っ
て
い
る
教
師
た
ち
が

い
る
。

　

二
ヵ
月
ほ
ど
や
っ
て
気
付
い
た
。

　

算
数
教
科
書
に
は
根
本
的
間
違
い
が
あ
る
。

日
本
語
に
な
っ
て
い
な
い
。
教
師
は
真
面
目
だ

か
ら
「
教
科
書
は
正
し
い
」
と
素
直
に
洗
脳
さ

れ
て
い
る
。
だ
が
、そ
も
そ
も
教
科
書
執
筆
者
・

編
集
者
の
国
語
力
が
本
物
か
ど
う
か
は
検
討
さ

れ
る
べ
き
だ
。

　

一
例
を
示
す
。

　

色
紙
が
84
ま
い
あ
り
ま
す
。
こ
の
色
紙

を
１
人
に
21
ま
い
ず
つ
分
け
る
と
、
何
人

に
分
け
ら
れ
ま
す
か
。

①　

計
算
の
し
か
た
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

普
通
に
見
ら
れ
る
問
題
だ
。
し
か
し
、
こ
こ

に
大
き
な
落
と
し
穴
が
あ
る
。「
考
え
ま
し
ょ

う
」
と
書
い
て
あ
る
の
で
、
多
く
の
教
師
は

「（
自
力
で
）
考
え
ま
し
ょ
う
」
と
受
け
取
っ
て

し
ま
う
。
し
か
し
教
科
書
に
は
、
そ
の
下
に
イ

ラ
ス
ト
付
き
で
次
の
文
言
が
あ
る
。

　

84
か
ら
21
は
何
こ
と
れ
る
か
な
。

　

こ
れ
で
は
「
考
え
る
」
必
要
は
無
く
、
二
一

ず
つ
鉛
筆
で
囲
ん
で
や
れ
ば
良
い
事
に
な
る
。

「
計
算
の
し
か
た
」
を
考
え
さ
せ
て
い
る
の
で
は

無
く
、「
21
ず
つ
囲
む
」
作
業
を
指
示
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
教
師
も
子
供
も
混
乱
す

る
。
次
の
様
に
教
科
書
を
直
せ
ば
良
い
の
だ
。

①　

21
ず
つ
鉛
筆
で
か
こ
み
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
な
ら
ば
何
の
混
乱
も
無
い
。
要
す
る
に

教
科
書
の
文
言
が
間
違
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
様
に
言
葉
の
吟
味
が
な
さ
れ
て
い
な
い
教

科
書
を
支
給
す
る
の
で
、
間
違
っ
た
授
業
を
す

る
教
師
が
多
い
。
教
科
書
を
伏
せ
て
（
あ
る
い

は
プ
リ
ン
ト
に
替
え
て
）「
考
え
さ
せ
る
」
の

で
あ
る
。
現
在
も
日
本
の
算
数
授
業
を
席
巻
し

て
い
る
「
問
題
解
決
学
習
」
そ
の
も
の
だ
。

　
「
囲
む
」
な
ら
ど
の
子
も
出
来
る
の
に
「
考
え

さ
せ
る
」
か
ら
出
来
な
く
な
る
。
こ
の
教
科
書

に
あ
る
次
の
問
題
も
同
様
で
あ
る
。

　

筆
算
の
し
か
た
を
考
え
よ
う
。

　

こ
の
様
に
書
い
て
い
る
の
に
、
次
に
は
ち
ゃ

ん
と
「
し
か
た
」
を
載
せ
て
い
る
。
バ
カ
げ
て

い
る
。

　
　
授
業
は
「
根
本
を
疑
う
」
教
科
書
か
ら
だ

国
語
の
教
科
書
は
お
か
し
い
。こ
れ
は
何
十
年
も
前
か
ら
言
わ
れ
て
き
た
事
だ
。し
か
し
、算
数
や
理
科
の
教
科
書
に

つ
い
て
の
批
判
は
、あ
ま
り
耳
に
し
た
事
が
無
い
。子
供
に
算
数
の
学
力
が
付
か
な
い
大
き
な
原
因
の
一
つ
は
教
科
書

の「
文
言
」に
あ
る
。作
っ
て
い
る
人
た
ち
が
国
語（
日
本
語
）の
勉
強
を
す
べ
き
な
の
だ
。

Ｔ
‐
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
（
元
長
崎
県
教
諭
）

伴ば
ん 

一か
ず

孝た
か

授業技量向上授業技量向上のの法則法則
伴一孝
の
教師道
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一
　
初
め
て
知
っ
た
本
『
執
筆
論
』

　
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
文
章
術
・
文
章
論
の
本
を
、

向
山
氏
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

単
行
本
の
存
在
は
一
宮
の
図
書
整
理
で
初
め
て

知
っ
た
。
著
者
は
谷
沢
永
一
氏
で
、こ
の
人
の
本
を
、

と
き
お
り
向
山
氏
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
。

　
帯
に
は
〝
稀
代
の
著
述
家
、
七
十
年
の
軌
跡

　

二
百
冊
を
超
え
る
著
作
活
動
を
生
み
出
し
て
き
た

企
画
の
視
点
と
書
く
技
術
〟
と
あ
る
。
向
山
氏
は

こ
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
読
ん
で
購
入
し
た
に
違

い
な
い
。
さ
ら
に
、
頁
角
の
折
り
込
み
も
十
か
所

以
上
あ
る
の
で
、
か
な
り
参
考
に
し
た
の
で
は
と
、

期
待
し
た
。
そ
の
本
と
別
の
新
書
版
の
文
章
術
の

本
を
持
参
し
て
、
八
月
の
雪
小
三
人
会
の
時
に
、

向
山
氏
に
見
て
い
た
だ
い
た
。

二
　
見
事
に
裏
切
ら
れ
た
期
待

　
三
人
会
当
日
、
早
速
お
見
せ
す
る
と
『
執
筆
論
』

を
パ
ラ
パ
ラ
と
め
く
り
「
読
ん
だ
覚
え
が
あ
る
が
、

そ
れ
で
終
わ
る
本
も
あ
る
ね
」
と
一
言
で
終
了
し

た
。
続
け
て
、
新
書
を
め
く
っ
て
い
き
な
が
ら

「
こ
っ
ち
方
が
参
考
に
な
っ
た
本
だ
」
と
言
わ
れ
た
。

　
そ
の
後
で
「
こ
れ
ら
の
他
に
、
先
生
が
と
て
も

参
考
に
な
っ
た
文
章
の
本
は
あ
り
ま
す
か
」
と
す

ぐ
に
尋
ね
て
み
た
。

　
向
山
氏
は
、「
宇
佐
美
先
生
の
本
か
な
」
と
即
答

し
た
（
メ
ヂ
カ
ル
フ
レ
ン
ド
社
の
『
論
理
的
思
考
』

と
、
後
で
向
山
氏
に
も
確
認
し
た
）。

　
新
書
は
、
板
坂
元
『
続 

考
え
る
技
術
・
書
く
技

術
』、
安
本
美
典
『
説
得
の
文
章
技
術
』
ど
ち
ら
も

講
談
社
現
代
新
書
で
あ
り
、
折
り
込
み
は
も
ち
ろ

ん
、
マ
ー
カ
ー
や
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
印
の
か
き
込

み
な
ど
も
散
見
さ
れ
た
。後
者
の
本
は
か
つ
て
ト
ー

ク
ラ
イ
ン
誌
の
本
欄
で
紹
介
し
た
覚
え
が
あ
る
。

　
一
宮
に
は
ま
だ
他
に
も
多
く
の
文
章
術
の
本
が

置
か
れ
て
い
た
。
ご
く
一
部
を
紹
介
す
る
。

①
何
を
ど
う
書
け
ば
い
い
か
（
実
日
新
書
）

②
文
章
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
ち
く
ま
文
庫
）

③
レ
ポ
ー
ト
の
組
み
立
て
方
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）

　
③
の
著
者
は
、『
理
科
系
の
作
文
技
術
』
を
執
筆

し
た
木
下
是
雄
氏
で
あ
る
。
こ
の
本
に
つ
い
て
、

向
山
氏
は
高
く
評
価
し
て
い
た
の
で
、
③
の
本
も

気
に
な
っ
た
が
、
折
り
込
み
や
書
き
込
み
は
全
く

な
く
、
き
れ
い
な
ま
ま
で
あ
っ
た
。

三
　
今
回
、
読
み
直
し
て
み
て
の
発
見

　
板
坂
氏
の
前
掲
書
に
、
ダ
レ
ル
・
ハ
フ
の
『
統

計
で
ウ
ソ
を
つ
く
法
』
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
一

九
五
四
年
出
版
当
時
か
ら
名
著
と
言
わ
れ
、
資
料

を
扱
う
と
き
の
必
読
の
書
、
と
絶
賛
さ
れ
て
い
る
。

　
向
山
氏
が
有
田
氏
と
立
ち
会
い
授
業
を
し
た
際

に
用
い
た
資
料
の
参
考
と
し
た
本
で
あ
る
。
向
山

氏
は
著
者
書
名
を
丸
囲
み
し
、
そ
の
上
の
欄
外
に

二
重
丸
を
付
し
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
、
向
山
氏
が
「
定
義
」
に
つ
い
て
関

心
を
示
す
根
拠
を
見
出
し
た
。

『
説
得
の
文
章
技
術
』
と
『
文
章
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』

の
い
ず
れ
に
も
「
定
義
」
に
関
す
る
記
述
部
分
に

付
箋
と
折
り
込
み
が
あ
っ
た
。

　
前
者
で
は
パ
ス
カ
ル
著
『
幾
何
学
的
精
神
』、
後

者
は
フ
ラ
ン
ス
の
高
等
学
校
の
教
科
書
『
哲
学
講

義
』
を
例
に
と
り
あ
げ
て
、
言
葉
を
定
義
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
述
べ
て
い
る
。

　
向
山
氏
が
研
究
す
る
上
で
、
用
語
の
定
義
付
け

の
必
要
性
を
常
に
強
調
し
て
い
た
が
、
そ
の
真
意

を
こ
う
し
た
文
献
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

日
本
で
一
番
本
を
書
い
た

教
師
・
向
山
氏
の
文
章
術

向
山
氏
の
文
章
術
習
得
の
手
が
か
り
を
知
る
本
は
何

で
あ
っ
た
か
。

『執筆論　私はこうし
て本を書いてきた』
（谷沢永一著　東洋経済新報
社）

板い
た

倉く
ら 

弘ひ
ろ

幸ゆ
き

東
京
都
台
東
区
立
大
正
小
学
校
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q
　　
A

」

A

Q

椿つ
ば
き

原は
ら 

正ま
さ

和か
ず

教
授
法

創
造
研
究
所

二
学
期
を
乗
り
越
え
る
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

二
学
期
は
一
学
期
の
「
延
長
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
」
が
必
要
で
す
。

指
し
ま
す
。
例
え
ば
、「
図
読
法
」
に
よ
る
向

山
型
分
析
批
評
Ｂ
型
の
授
業
な
ら
、
ど
の
子
も

主
題
ま
で
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

T
O
S
S-

S
N
S
に
は
、
た
く
さ
ん
の
実

践
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
T
O
S
S
ラ
ン
ド

は
全
教
科
対
応
で
す
。

　

ま
た
、
わ
く
わ
く
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
重
要
で

す
。左
の
写
真
は
、体
育
館
に
あ
る
全
て
を
使
っ

て
よ
い
と
い
う
条
件
（
校
長
先
生
の
許
可
を
得

て
）
で
企
画
書
を
作
成
さ
せ
、
コ
ン
ペ
を
し
て

行
っ
た
「
お
楽
し
み
会
」
で
す
。

　
二
学
期
は
一
学
期
の
延
長
で
は
な
い
。

　

一
学
期
に
は
「
黄
金
の
三
日
間
」
が
あ
り
、

ノ
ー
ト
を
作
り
準
備
を
し
ま
す
ね
。「
学
級
の

ル
ー
ル
」
を
決
め
「
学
習
の
ル
ー
ル
」
を
決
め
、

楽
し
い
授
業
を
次
々
と
展
開
す
る
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
そ
こ
上
手
く

い
き
ま
す
。
そ
の
状
態
で
二
学
期
も
乗
り
越
え

ら
れ
る
と
考
え
た
ら
失
敗
し
ま
す
。

　

二
学
期
は
、
一
学
期
の
「
延
長
」
で
は
な
く

「
別
次
元
」
と
し
て
捉
え
る
の
で
す
。

　
一
気
に
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
す
る
！

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
二
点
で
す
。

　

①
　
一
単
元
の
知
的
な
授
業

　

②
　
わ
く
わ
く
す
る
イ
ベ
ン
ト

　

一
学
期
の
単
発
（
一
時
間
）
の
楽
し
い
授
業

か
ら
、
二
学
期
は
一
単
元
の
知
的
な
授
業
を
目

二
学
期
か
ら
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
が
ダ

ラ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
教
師
か
ら
の
声

が
け
に
対
し
て
の
反
応
も
遅
く
、
イ
ラ

イ
ラ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
褒
め
よ
う
と

心
が
け
て
い
る
の
で
す
が
、
褒
め
て
も

反
応
す
る
の
は
一
部
の
子
た
ち
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
学

級
経
営
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て

い
け
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。

＆＆

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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向む
こ
う

山や
ま 

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
教
育
学
部
教
授
・

教
育
学
部
長

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

信
濃
の
旅
　
島
崎
藤
村
を
訪
ね
て

「
千
曲
川
旅
情
の
う
た
」

小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り

雲
白
く
遊
子
か
な
し
む

み
ど
り
な
す
は
こ
べ
は
も
え
ず

若
草
も
し
く
に
よ
し
な
し

し
ろ
が
ね
の
衾ふ

す
ま

の
岡
辺

日
に
溶
け
て
淡
雪
流
る

あ
た
た
か
き
光
は
あ
れ
ど

野
に
満
つ
る
香
も
知
ら
ず
　

浅
く
の
み
春
は
霞
み
て

麦
の
色
わ
ず
か
に
青
し

旅
人
の
群
は
い
く
つ
か

畠
中
の
道
を
急
ぎ
ぬ

暮
れ
ゆ
け
ば
浅
間
も
見
え
ず

う
た
か
な
し
佐
久
の
草
笛

千
曲
川
い
ざ
よ
ふ
波
の

岸
近
き
宿
に
の
ぼ
り
つ

濁
り
酒
濁
れ
る
飲
み
て

草
枕
し
ば
し
慰
む

生
家
は
近
郷
に
ま
で
影
響
の
あ
る
資
産
家
だ
。

今
も
、
藤
村
記
念
館
が
あ
る
。

　

藤
村
は
九
歳
の
時
上
京
し
、
泰
明
小
学
校

に
学
ぶ
。
港
区
の
明
治
女
学
校
の
教
師
を
務

め
、
叶
わ
ぬ
恋
に
破
れ
放
浪
の
旅
に
出
る
。

乞こ
つ

食じ
き

同
然
の
姿
で
、
小
田
原
に
住
む
、
泰
明

小
学
校
の
先
輩
の
北
村
透
谷
の
家
に
転
が
り

込
む
。
北
村
透
谷
は
妻
子
が
あ
り
な
が
ら
、

二
六
歳
で
自
死
す
る
。
夭よ

う

逝せ
つ

の
天
才
の
死
に

衝
撃
を
受
け
る
。

　

二
七
歳
の
時
、
小
諸
義
塾
の
国
語
・
英
語

教
師
と
し
て
赴
任
し
、
六
年
余
を
小
諸
で
生

活
す
る
。
所
帯
も
も
つ
。

　

五
〇
年
前
は
重
い
リ
ュ
ッ
ク
を
背
に
し
た

一
人
旅
。
宿
も
ル
ー
ト
も
決
め
ぬ
漂
流
の
旅
。

五
〇
年
後
は
、
家
内
連
れ
の
老
夫
婦
。

　

果
た
し
て
懐
古
園
三
の
門
は
、
威
風
堂
々

と
し
て
変
わ
ら
ぬ
姿
で
屹
立
し
て
い
た
。

一
　
泰
明
小
学
校
の
島
崎
藤
村

　

信
州
の
小こ

諸も
ろ

は
、
長
野
県
東
部
、
軽
井
沢

に
隣
接
す
る
。
軽
井
沢
始
発
の
、
し
な
の
鉄

道
が
西
に
入
り
、
田
園
地
帯
が
見
え
て
き
た

ら
古
都
、
小
諸
に
着
く
。

　

小
諸
か
ら
小
海
線
が
南
の
小
淵
沢
へ
伸
び

る
。
清
里
や
野
辺
山
を
通
る
、
Ｊ
Ｒ
で
最
も

高
い
地
点
を
通
る
鉄
道
だ
。
高
校
一
年
生
の

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
合
宿
、
高
校
三
年
生

の
学
生
村
、
そ
の
後
も
何
度
も
乗
っ
た
鉄
道

だ
。
銀
座
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
。

　

今
年
の
六
月
、
五
〇
年
ぶ
り
に
小
諸
を
訪

ね
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
つ
か
の
間
の
旅
が

メ
ラ
ン
コ
リ
ー
を
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
る
。

　

銀
座
の
泰
明
小
学
校
の
玄
関
。「
島
崎
藤

村
、
北
村
透
谷
こ
こ
に
学
ぶ
」
の
石
碑
が
あ

る
。

　

島
崎
藤
村
は
中
山
道
、
馬ま

籠ご
め

の
人
で
あ
る
。

の

新
時
代

43

学
校
物
語

学
校
物
語

学
校
物
語
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筋
の
光
が
見
え
た
。
数
年
後
の
開
校
一
五
〇

周
年
に
展
示
で
き
れ
ば
、
大
き
な
喜
び
だ
。

三
　
藤
村
ゆ
か
り
の
宿

　

小
諸
は
坂
の
町
で
あ
る
。
千
曲
川
沿
い
に

伸
び
た
町
、
そ
こ
を
北
国
街
道
が
通
る
。
街

道
沿
い
の
紙
店
に
何
気
な
く
入
る
。
江
戸
時

代
か
ら
続
く
老
舗
、
藤
村
も
紙
や
筆
を
求
め

に
来
た
と
い
う
。
結
納
の
目
録
、
そ
れ
を
作

る
水
引
な
ど
の
材
料
、
和
紙
や
筆
、
江
戸
時

代
そ
の
ま
ま
の
店
構
え
、
悠
久
の
時
間
が
静

か
に
流
れ
る
。
至
福
の
時
間
を
過
ご
し
、
孫

の
土
産
に
色
紙
を
購
入
し
店
を
出
た
。
後
日
、

そ
の
色
紙
に
孫
の
母
親
、
す
な
わ
ち
私
の
娘

は
「
す
ご
い
折
紙
」
と
感
動
し
て
い
た
。

　

小
諸
の
宿
は
千
曲
川
沿
い
の
中
棚
荘
。
藤

村
が
、
千
曲
川
旅
情
の
歌
で
、「
波
の
岸
近

く
の
宿
」
で
濁
り
酒
を
飲
ん
だ
と
い
う
、
そ

の
宿
で
あ
る
。
千
曲
川
の
流
れ
を
聞
き
な
が

ら
の
銘
酒
、
し
ば
し
の
至
福
の
時
間
を
味

わ
っ
た
。

　

五
〇
年
ぶ
り
の
小
諸
。
漂
流
し
て
い
た
二

〇
歳
の
長
髪
の
青
年
が
、
人
生
の
晩
年
に
、

旅
情
を
味
わ
え
た
信
濃
の
旅
だ
っ
た
。

時
に
持
ち
出
さ
れ
た
そ
う
で
奇
跡
的
に
残
っ

た
。
し
か
し
、
各
界
で
活
躍
し
て
き
た
卒
業

生
の
生
史
料
が
な
い
。

　

開
校
一
三
〇
周
年
の
際
、
島
崎
藤
村
の
史

料
を
探
索
し
た
。
実
行
委
員
会
と
相
談
し
て
、

数
百
万
円
の
購
入
資
金
を
用
意
で
き
そ
う

だ
っ
た
。

　

教
員
を
馬
籠
の
藤
村
史
料
館
ま
で
派
遣
し

た
。
神
田
の
古
書
店
の
近
世
日
本
文
学
専
門

店
な
ど
に
も
あ
た
っ
た
。
も
う
市
場
に
は
出

て
こ
な
い
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
た
。

　

小
諸
懐
古
園
内
の
藤
村
記
念
館
。
小
諸
時

代
の
藤
村
の
展
示
を
見
て
回
る
。『
千
曲
川

の
ス
ケ
ッ
チ
』
に
登
場
す
る
写
真
や
史
料
に

引
き
つ
け
ら
れ
る
。

　

事
務
所
に
い
た
ス
タ
ッ
フ
が
詳
し
く
説
明

し
て
く
れ
る
。
泰
明
小
学
校
の
元
校
長
だ
と

告
げ
、
生
史
料
は
入
手
で
き
な
い
か
と
尋
ね

る
。
一
〇
〇
年
以
上
経
過
し
て
い
る
の
で
難

し
い
。
し
か
し
、
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
。

藤
村
は
、
小
諸
義
塾
時
代
の
教
え
子
と
手
紙

の
や
り
と
り
を
し
て
い
た
。
藤
村
か
ら
の
手

紙
が
、
蔵
の
長
持
ち
の
中
に
紛
れ
て
い
て
、

そ
れ
が
家
の
改
築
の
た
め
の
取
り
壊
し
で
出

て
く
る
可
能
性
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
一

　

懐
古
園
前
の
そ
ば
店
。
信
州
そ
ば
を
賞
味
。

帰
り
が
け
、「
五
〇
年
前
に
も
、
ど
こ
か
で

そ
ば
を
食
べ
た
記
憶
が
あ
る
」
と
女
店
員
に

話
す
。
奥
の
大
女
将
を
連
れ
て
き
た
。

　

大
女
将
は
、「
う
ち
は
開
業
し
て
六
〇
年
。

五
〇
年
前
だ
と
う
ち
し
か
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
」
九
〇
近
く
に
は
見
え
ぬ
矍か

く

鑠し
ゃ
く

と
し

た
風
で
話
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
繁
盛
し
て
い

る
店
を
出
る
。
屋
号
は
「
草
笛
」
と
い
う
。

二
　
藤
村
の
史
料
を
求
め
て

　

泰
明
小
学
校
は
、
二
度
火
が
入
っ
た
。
一

回
目
は
関
東
大
震
災
、
二
回
目
は
先
の
大
戦

で
の
銀
座
大
空
襲
。
二
度
の
大
火
災
で
焼
け

る
も
の
は
、
全
て
焼
け
落
ち
た
。

　

し
た
が
っ
て
北
村
透
谷
、
島
崎
藤
村
、
鳩

山
薫
、
近
衛
文
麿
、
山
口
蓬
春
、
金
子
光
晴
、

北
林
谷
栄
、
河
原
崎
国
太
郎
、
殿
山
泰
司
な

ど
、
戦
前
の
卒
業
生
の
史
料
は
何
も
残
っ
て

い
な
い
。
私
の
父
も
泰
明
小
学
校
卒
業
だ
が
、

学
籍
簿
も
残
っ
て
い
な
い
。

　

校
内
に
資
料
室
が
あ
る
。
し
か
し
、
お
宝

が
少
な
い
。
戦
前
、
高
松
宮
殿
下
ご
夫
妻
が

視
察
に
来
ら
れ
た
と
き
の
茶
碗
は
、
火
事
の
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人
間
の
活
動
に
は
、
も
の
を
食
べ
る
、
移

動
す
る
、
仕
事
を
す
る
、
子
孫
を
残
す
な
ど
、

生
き
る
た
め
、
そ
し
て
、
生
物
と
し
て
の
個

体
や
種
の
保
存
を
す
る
た
め
の
活
動
が
あ
る
。

　

そ
れ
と
は
別
に
、
生
き
死
に
に
は
直
接
関

係
は
な
い
が
、
楽
し
み
や
遊
び
、
嗜
好
と
い

う
生
き
る
こ
と
を
豊
か
に
す
る
活
動
が
あ
る
。

　

私
は
前
者
を
生
活
の
活
動
、
後
者
を
人
生

の
活
動
と
呼
ん
で
い
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
、
芸

術
文
化
は
人
生
の
活
動
で
あ
る
。

　

オ
ラ
ン
ダ
の
文
化
史
家
ホ
イ
ジ
ン
ガ
氏
は

『
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
』
を
著
し
、
人
間
の

本
質
は
遊
ぶ
こ
と
、
そ
し
て
自
由
な
精
神
の

遊
び
か
ら
文
化
が
生
ま
れ
た
と
唱
え
た
。

　

こ
の
講
義
は
、
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
の
概

念
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
と
芸
術
文
化
と
人
間
の
関

係
の
姿
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
講
義
の
ね
ら
い
と
し
て
、
学
生
に
は

次
の
よ
う
に
伝
え
る
。

　
私
た
ち
人
間
の
生
活
を
彩
る
も
の
と
し
て

三	

ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス

四	

こ
の
講
義
の
ね
ら
い

の
授
業
の
方
が
二
倍
く
ら
い
受
講
生
が
多
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
と
芸
術
文
化
は
、
性
質
が
大
い

に
異
な
り
、
受
講
生
も
ス
ポ
ー
ツ
派
と
芸
術

文
化
派
に
分
か
れ
る
。

　

講
義
の
前
半
で
は
ス
ポ
ー
ツ
関
係
を
取
り

上
げ
、
後
半
で
芸
術
文
化
を
取
り
上
げ
る
の

だ
が
、
最
初
の
授
業
で
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
と

芸
術
文
化
を
繋
ぐ
も
の
は
何
か
？
（
英
語
の

単
語
を
ヒ
ン
ト
に
）」
と
聞
く
。

　

な
か
な
か
学
生
か
ら
は
答
え
が
出
な
い
が
、

答
え
は
、Play

（
遊
び
）
で
あ
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
の
は
英
語
でPlay

。
楽

器
を
弾
く
の
もPlay

。
演
劇
もPlay
で
あ
る
。

二	

ス
ポ
ー
ツ
と
芸
術
文
化

　

文
部
科
学
省
の
英
語
略
称
はM

EX
T

と

い
う
。M

inistry of Education Culture 
Sports Science and T

echnology

の
略
で

あ
る
。
教
育
、
科
学
技
術
の
分
野
以
外
に
、

外
局
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
庁
と
文
化
庁
を
所
管

し
て
い
る
。

　

私
も
文
部
科
学
省
時
代
に
ス
ポ
ー
ツ
行
政

や
芸
術
文
化
行
政
を
担
当
し
た
ほ
か
、
滋
賀

県
教
育
委
員
会
で
は
文
化
振
興
を
担
当
し
た
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
を
退
職
し
た
後
に
は
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
仕
事
を
し
た
の

で
、
大
学
で
は
教
育
分
野
の
授
業
以
外
に
新

し
く
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
文
化
論
を
今
年
か
ら
開

講
し
た
。
教
育
分
野
の
授
業
よ
り
、
こ
ち
ら

一	

文
部
科
学
省

ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
文
化
と
人
生

　
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
文
化
は
自
由
な
自
己
表
現
。
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術
創
造
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

毎
日
の
我
々
の
行
為
が
芸
術
活
動
で
あ
り
、

そ
の
蓄
積
で
あ
る
我
々
の
人
生
が
、
我
々
の

究
極
の
芸
術
作
品
で
あ
る
。

　

ど
ん
な
芸
術
作
品
を
生
み
出
す
か
。
他
の

人
に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
か
。

　

学
生
た
ち
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
文
化

に
積
極
的
に
関
わ
り
、
自
由
な
精
神
で
、
遊

び
と
愛
の
心
を
も
っ
て
、
創
造
的
に
自
己
表

現
を
行
う
生
き
方
を
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
九
世
紀
に
イ
ギ
リ
ス
で
確
立
さ

れ
た
近
代
ス
ポ
ー
ツ
は
、
も
と
も
と
貴
族
な

ど
有
閑
階
級
の
人
た
ち
の
余
暇
や
社
交
か
ら

始
ま
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
が
ア
マ
チ
ュ

ア
ス
ポ
ー
ツ
の
概
念
に
つ
な
が
っ
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
競
技
会
が
盛
ん
に

な
り
、
ま
た
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
が
ア
メ
リ
カ
等

で
発
展
し
て
い
く
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技

性
が
強
く
な
っ
た
。
し
か
し
、本
来
、ス
ポ
ー

ツ
は
自
由
に
気
軽
に
楽
し
む
も
の
な
の
で
あ

る
。

「
す
べ
て
の
芸
術
家
が
特
別
な
人
間
な
の
で

は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
が
特
別
な
芸
術

家
で
あ
る
」。
ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
の
文
化
史

家
ク
ー
マ
ラ
ス
ワ
ミ
氏
の
言
葉
で
あ
る
。

　

芸
術
と
は
、
様
々
な
媒
体
を
通
し
て
自
己

を
表
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
芸
術
は
決
し
て

特
別
な
才
能
を
も
つ
人
の
高
尚
な
行
為
で
は

な
く
、
我
々
一
人
一
人
が
生
き
て
何
ら
か
の

足
跡
を
残
し
て
い
る
そ
の
こ
と
が
芸
術
と
い

え
る
。
ス
ポ
ー
ツ
も
身
体
を
使
っ
た
自
己
表

現
で
あ
る
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
我
々
の
毎
日
が
芸

六	

生
き
る
こ
と
が
芸
術

ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
芸
術
文
化
活
動
が
あ
る
。

　
ま
た
、
そ
れ
ら
の
活
動
は
、
身
体
や
感
性

を
通
し
た
人
間
の
表
現
活
動
で
も
あ
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
芸
術
文
化
活
動
を
様
々

な
角
度
か
ら
分
析
し
て
、
い
わ
ゆ
る
体
育
会

系
や
芸
術
文
化
オ
タ
ク
の
観
点
で
は
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
文
化
を
教
養
と
し
て
学
ぶ

と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
文
化
が
人
間

に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
か
に
つ

い
て
考
え
る
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い

て
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
文
化
に
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
く
か
、
さ
ら
に
、
自
分
を
ど
の

よ
う
に
表
現
し
て
生
き
て
い
く
か
に
つ
い
て

考
え
て
も
ら
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
が
遊
び
と
い
う
と
眉
を
し
か
め

る
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
武
道
な
ど
日

本
の
ス
ポ
ー
ツ
観
は
特
に
そ
の
傾
向
が
強
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
英
語
の
ス
ポ
ー
ツ
の
語

源
は
ラ
テ
ン
語
のD

eportare

で
あ
り
、
そ

の
意
味
は
、
日
々
の
仕
事
や
生
活
か
ら
離
れ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
気
晴
ら

し
、
遊
び
、
楽
し
み
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

五	

ス
ポ
ー
ツ

イラスト：水川 勝利
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向
山
論
文

「
食
卓
教
育
」の
重
要
性
を
問
題
提
起
し
た
向
山
洋
一
氏
の
提
言

子
供
が
「
キ
レ
る
」
こ
と
と
食
の
問
題
を
結
び
付
け
、「
栄
養
」
だ
け
で
な
く
「
成
長
」
の

観
点
か
ら
も
取
り
上
げ
る
こ
と
を
主
張
。

戸と

井い 

和か
ず

彦ひ
こ

愛
媛
県
聖
カ
タ
リ
ナ
大
学

　
砂
糖
は
典
型
的
な
、
い
わ
ゆ
る
酸
性
食

品
で
す
。
砂
糖
を
大
量
に
と
る
と
、
体
内

で
は
、
ア
ル
カ
リ
性
に
保
つ
作
用
の
あ
る

カ
ル
シ
ウ
ム
を
消
費
し
て
、
ホ
メ
オ
ス

タ
ー
シ
ス
（
恒
常
性
）
を
維
持
す
る
の
で
、

そ
の
分
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
小
魚
や
ひ
じ
き
の

カ
ル
シ
ウ
ム
で
補
お
う
と
す
る
と
、
食
べ

き
れ
な
い
ほ
ど
の
量
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
甘
い
清
涼
飲
料
水
や
シ

ロ
ッ
プ
を
大
量
に
と
れ
ば
、
低
血
糖
と
カ

ル
シ
ム
不
足
が
重
な
っ
て
、
イ
ラ
イ
ラ
が

つ
の
り
、
感
情
を
抑
制
で
き
な
く
な
る
と

い
う
わ
け
で
す
。

　（
中
略
）
荒
れ
狂
う
ア
メ
リ
カ
の
青
少
年

の
例
を
述
べ
ま
し
た
が
、
も
ち
ろ
ん
、
こ

の
こ
と
は
日
本
の
子
ど
も
に
も
当
て
は
ま

り
ま
す
。
ク
ラ
ス
で
数
人
に
は
、
見
ら
れ

る
現
象
で
す
。

　
食
の
教
育
は
、
と
も
に
大
事
な
問
題
で

す
。
今
、「
食
育
」
を
真
剣
に
考
え
る
べ

き
時
に
き
て
い
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
の
小
児
科
医
師
団
は
、
責
任

を
持
っ
て
こ
の
こ
と
を
報
告
し
、
か
つ
治

療
・
改
善
に
目
ざ
ま
し
い
成
果
を
あ
げ
た

の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
問
い
に
、「
自
信
を
持
っ

て
答
え
」、「
そ
の
根
拠
を
示
せ
る
」
プ
ロ

の
意
見
を
聞
い
て
ほ
し
い
の
で
す
。

　
素
人
の
意
見
は
、
所
詮
「
お
し
ゃ
べ
り

ご
っ
こ
」
に
し
か
す
ぎ
ま
せ
ん
。
解
決
に

は
、
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な
い
の
で
す
。

日
本
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
の
多
く
は
、「
素

人
の
お
し
ゃ
べ
り
ご
っ
こ
」
で
す
。
私
に

　

教
育
現
場
に
お
け
る
食
育
は
、長
年
「
栄
養
」

と
い
う
観
点
に
重
き
が
置
か
れ
、
取
り
組
ま
れ

て
き
た
。
そ
れ
を
「
成
長
」
と
い
う
観
点
か
ら

も
行
う
こ
と
の
重
要
性
を
提
案
し
た
の
が
向
山

洋
一
氏
で
あ
る
。

　

二
〇
年
ほ
ど
前
、
子
供
が
す
ぐ
に
カ
ッ
と
な

り
、
キ
レ
、
荒
れ
狂
い
、
学
級
崩
壊
す
る
現
象

が
全
国
で
続
発
し
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
教
師

の
指
導
力
不
足
、
配
慮
を
要
す
る
子
へ
の
対
応

の
ま
ず
さ
な
ど
多
く
の
原
因
が
挙
げ
ら
れ
た
。

向
山
氏
は
さ
ら
に
こ
う
い
っ
た
現
象
と
食
の
問

題
と
の
関
連
性
を
取
り
上
げ
た
。

　

そ
の
根
拠
と
な
っ
た
の
が
、
ア
メ
リ
カ
の
小

児
医
師
団
の
報
告
で
あ
る
。
そ
の
報
告
に
は
食

の
改
善
に
よ
り
、
荒
れ
狂
う
ア
メ
リ
カ
の
青
少

年
の
治
療
や
改
善
に
目
ざ
ま
し
い
成
果
が
あ
げ

ら
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
い
っ
た

事
実
を
も
と
に
、
日
本
で
起
こ
っ
て
い
る
学
級

崩
壊
の
問
題
を
分
析
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
で
も
ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド
な
ど
の
広
が
り

に
よ
り
、
子
供
た
ち
の
食
生
活
の
乱
れ
が
広
が

り
、
身
体
的
な
影
響
の
み
な
ら
ず
、
精
神
的
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

学
級
に
お
い
て
手
の
か
か
る
子
が
増
え
て
き

た
と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
す
る
。
突
然
キ
レ
る
、

向山洋一が教育界に創ってきたもの
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自
分
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
子
が

目
に
付
く
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
こ
と
も

多
い
。
こ
う
い
っ
た
状
況
に
あ
る
と
き
、
そ
の

子
の
食
生
活
に
も
目
を
向
け
て
み
る
べ
き
で
あ

る
。
多
く
の
問
題
に
出
合
う
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
提
案
さ
れ
た
の
が
、
食
を
通
じ
た
教

育
と
し
て
の
「
食
卓
教
育
」
で
あ
る
。「
食
事

の
内
容
」
に
つ
い
て
教
え
る
の
で
は
な
く
、
日

本
で
昔
か
ら
大
切
に
さ
れ
て
き
た
「
食
卓
」
で

の
食
事
を
重
視
す
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

向
山
氏
は
「
子
育
て
は
『
食
卓
』
か
ら
始
ま
る
」

と
し
、「
家
族
一
緒
に
朝
ご
は
ん
」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
提
案
し
た
。

　

現
在
、
家
庭
で
の
「
食
卓
」
の
状
況
は
、
ま

す
ま
す
ひ
ど
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
欠
食
、
孤
食
、

偏
食
な
ど
の
問
題
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
。
家

庭
の
子
育
て
力
も
ま
す
ま
す
低
下
し
つ
つ
あ
る
。

食
の
問
題
は
深
刻
化
し
、
子
供
の
成
長
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
二
〇
年
以

上
も
前
に
向
山
氏
が
問
題
提
起
し
た
食
の
問
題

を
、
成
長
の
観
点
か
ら
捉
え
、
食
卓
教
育
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
教
師
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

言
わ
せ
れ
ば
、
読
む
に
耐
え
ず
、
見
る
に

耐
え
な
い
、
見
当
は
ず
れ
、
で
た
ら
め
の

分
析
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
す
。

　
こ
こ
に
あ
げ
た
事
実
さ
え
知
ら
な
い
で
、

な
ぜ
「
日
本
の
学
級
経
営
」
を
語
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
子
育
て
は
ま
た
、「
食
卓
」
か
ら
始
ま

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
は
、
食
事
の
内
容
も
ま
た
、
子
ど

も
に
と
っ
て
重
要
だ
か
ら
で
す
。
甘
い
も

の
の
習
慣
的
な
取
り
過
ぎ
が
、「
キ
レ
る

子
」
を
つ
く
る
の
で
す
。

　
テ
レ
ビ
番
組
『
料
理
の
鉄
人
』
に
出
演

し
て
い
る
服
部
幸
應
氏
か
ら
、
次
の
よ
う

な
話
を
伺
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
で
、
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
て

い
る
人
の
食
歴
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
狂

暴
犯
ほ
ど
、
そ
の
食
事
内
容
は
貧
し
か
っ

た
と
い
い
ま
す
。
ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド
の
類

ば
か
り
で
、
食
事
ら
し
い
食
事
を
と
ら
れ

て
い
な
い
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

す
ぐ
カ
ッ
と
し
て
凶
暴
に
な
る
「
キ
レ
や

す
い
」
人
ほ
ど
、
そ
の
食
事
内
容
は
貧
し

い
わ
け
で
す
。

　
し
か
し
、
食
を
変
え
る
と
、
性
格
も
だ

ん
だ
ん
変
わ
っ
て
く
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

服
部
氏
に
よ
れ
ば
、「
一
汁
一
菜
」
が
あ

れ
ば
、
食
事
内
容
の
問
題
点
は
解
決
す
る

そ
う
で
す
。

　
理
想
的
な
食
事
を
考
え
る
と
、「
一
汁

二
菜
」「
一
汁
三
菜
」
と
い
う
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
が
、
と
り
あ
え
ず
、
実
だ
く

さ
ん
の
み
そ
汁
と
、
主
菜
と
し
て
の
肉

じ
ゃ
が
一
品
と
い
っ
た
、「
一
汁
一
菜
」

の
手
作
り
な
ら
ば
、
実
行
す
る
の
は
そ
ん

な
に
大
変
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

　
家
族
で
囲
む
「
食
卓
」
の
内
容
と
形
を

見
直
す
こ
と
が
、
子
育
て
の
第
一
歩
で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
う
い
う
こ
と
は
学
校
で
き

ち
ん
と
教
え
る
べ
き
な
の
で
す
。

　「
食
の
教
育
」
を
「
栄
養
」
の
み
で
は
な

し
に
、「
成
長
」
の
観
点
か
ら
も
取
り
上

げ
る
べ
き
な
の
で
す
。

　（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
明
治
図
書

二
〇
〇
〇
年
四
月
別
冊
）
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１�　

テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
ら
な
い

時

　

向
山
先
生
と
出
会
っ
て
か
ら
、

三
〇
年
が
経
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
一
年
半
は
ほ
と
ん

ど
毎
日
、
お
昼
を
ご
一
緒
し
て
い

る
。
向
山
先
生
は
、
い
つ
も
穏
や

か
で
優
し
い
。

　

歯
が
痛
か
っ
た
り
す
る
と
、
少

し
無
口
に
な
る
こ
と
が
あ
る
も
の

の
、
ご
機
嫌
が
悪
い
と
い
う
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

お
腹
が
す
く
だ
け
で
機
嫌
が
悪

く
な
る
私
と
は
ず
い
ぶ
ん
違
う
。

　

向
山
先
生
と
一
緒
の
時
は
、
い

つ
も
穏
や
か
な
気
分
で
い
ら
れ
る
。

　

そ
ん
な
私
が
八
月
半
ば
、
テ
ン

シ
ョ
ン
が
低
い
日
が
続
い
た
。
食

欲
は
落
ち
な
い
が
、
や
る
気
は
激

減
。
仕
事
が
は
か
ど
ら
ず
、
ま
す

ま
す
テ
ン
シ
ョ
ン
が
下
が
る
。

「
向
山
先
生
、
私
テ
ン
シ
ョ
ン
低
く

て
何
も
や
る
気
が
し
な
い
の
」

と
訴
え
る
と
、

「
だ
れ
で
も
あ
る
よ
。
そ
う
い
う

時
は
…
…
。
仕
事
は
全
部
や
ろ
う

と
は
し
な
い
で
、
半
分
、
三
分
の
一
、

や
っ
て
み
よ
う
と
思
え
ば
い
い
」

と
の
返
事
。
私
は
、

「
い
い
よ
。
し
ば
ら
く
仕
事
は
し

な
く
て
も
…
…
」

と
言
わ
れ
る
と
思
っ
た
。

　

や
は
り
、
向
山
先
生
の
ア
ド
バ

イ
ス
は
一
味
違
う
の
だ
。

　

家
に
帰
っ
て
か
ら
の
仕
事
は
や

め
、
会
社
で
の
原
稿
書
き
は
少
し

ず
つ
進
め
て
み
た
。

　

は
か
ど
ら
な
い
と
は
言
っ
て
も
、

パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
い
れ
ば
、

少
し
ず
つ
は
出
来
上
が
っ
て
い
く
。

　

向
山
先
生
の
言
う
と
お
り
だ
。

例
え
ば
、
元
気
が
出
な
い
か
ら
と
、

家
で
も
会
社
で
も
仕
事
を
し
な
い

日
が
続
き
、
一
週
間
経
っ
た
ら
、

追
い
付
く
た
め
に
、
ま
た
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
た
だ
ろ
う
。

　

一
〇
日
間
ほ
ど
が
経
ち
、
や
っ

と
テ
ン
シ
ョ
ン
が
戻
っ
て
き
た
。

今
考
え
る
と
、
仕
事
を
し
な
が
ら
、

仕
事
の
は
か
ど
り
方
で
、
テ
ン

シ
ョ
ン
の
戻
り
を
感
じ
て
い
た
。

　

美
崎
さ
ん
か
ら
は
、「
お
い
し
い

も
の
で
も
食
べ
て
…
…
」
と
メ
ー

ル
を
も
ら
っ
た
。
美
味
し
い
も
の

を
毎
日
食
べ
て
い
て
も
、
テ
ン

シ
ョ
ン
が
落
ち
込
む
こ
と
が
あ
る

こ
と
を
美
崎
さ
ん
に
は
伝
え
た
い
。

２�　

個
人
情
報
：
あ
る
日
の
や
り

と
り

❶�

　
紫
陽
花
を
背
景
に
向
山
先
生

を
撮
っ
た
写
真
を
見
せ
な
が
ら

師
尾　

い
い
写
真
で
し
ょ
。
腕
が

い
い
か
ら
ね
。

向
山　

モ
デ
ル
が
い
い
か
ら
ね
。

師
尾　

太
っ
て
い
て
も
？

向
山　

も
ち
ろ
ん
。

❷
　
頭
痛
の
さ
け
び

師
尾　

今
日
は
、
頭
が
痛
く
て
…
。

向
山　

た
ま
に
使
う
か
ら
ね
。

❸
　
向
山
先
生
の
付
き
添
い
で
私

と
美
崎
さ
ん
が
行
く
と
き
の

メ
ー
ル

美
崎　

私
も
写
真
の
受
け
取
り
と

支
払
い
に
ご
一
緒
し
ま
す
。
向
山

先
生
は
、
両
手
に
草
花
で
す
ね
。

師
尾　

そ
れ
は
助
か
り
ま
す
。
草

よ
り

美
崎　

了
解
で
ー
す
。
花
よ
り

師
尾　

テ
ン
シ
ョ
ン
上
が
り
ま
せ

ん
。
し
お
れ
た
草
よ
り

美
崎　

す
ぐ
に
帰
っ
て
水
を
飲
み

ま
し
ょ
う
。
可
憐
な
花
よ
り

❹
　
美
崎
さ
ん
に
頼
み
事
を
し
た

返
事

美
崎　

あ
た
し
太
っ
腹
で
す
か
ら

師
尾　

私
も
正
真
正
銘
太
っ
腹
で

す
。

美
崎　

リ
ア
ル
に
で
す
か
？

師
尾　

遭
難
（
そ
う
な
ん
）
で
す
。

美
崎　

領
海
（
了
解
）
で
す
。

　

こ
の
や
り
取
り
で
テ
ン
シ
ョ
ン

回
復
。

となりの座席の女発
女 社 長 奮 戦 記

師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ株式会社

騒人社

テンションが上がらない師尾へ
向山先生からのアドバイス、 
美崎さんからのメール。
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向山洋一の
日常から学ぶ仕事術（番外編）

佐
さ

桑
くわ

　徹
とおる経済広報センター

常務理事・国内広報部長

　

六
月
二
七
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
し
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
セ
ミ

ナ
ー
」
で
は
、
分
か
り
や
す
い
解

説
で
テ
レ
ビ
で
も
活
躍
さ
れ
て
い

る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
池
上
彰
氏

に
よ
る
特
別
講
義
が
行
わ
れ
た
。

●�

地
球
全
体
を
考
え
る

　

池
上
氏
は
ま
ず
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
っ

て
い
う
だ
け
で
、
な
ん
か
本
当
に

硬
い
で
す
よ
ね
。『
持
続
可
能
な

開
発
目
標
』
っ
て
日
本
語
に
訳
し

て
も
、
や
っ
ぱ
り
硬
い
で
す
よ
ね
。

要
す
る
に
、
子
供
が
こ
れ
か
ら
大

人
に
な
り
、
あ
る
い
は
年
を
取
っ

て
、
そ
し
て
子
供
の
子
供
、
あ
る

い
は
孫
た
ち
、
こ
れ
か
ら
ず
う
っ

と
こ
の
地
球
の
上
で
暮
ら
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
今
、

私
た
ち
が
取
り
組
ま
な
い
と
大
変

な
こ
と
に
な
る
、『
地
球
全
体
を

ど
う
す
る
の
か
』
っ
て
こ
と
を
考

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
そ
れ
が

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ん
だ
よ
」
と
教
え
て

は
ど
う
か
と
、
畳
み
か
け
る
よ
う

に
一
気
に
話
し
始
め
た
。

●
情
け
は
人
の
た
め
な
ら
ず

　

そ
し
て
、
ウ
ン
チ
ク
。「
よ
く

『
情
け
は
人
の
た
め
な
ら
ず
』
っ

て
言
葉
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
。
あ

れ
、
勘
違
い
し
て
い
る
人
も
い
ま

す
け
ど
ね
、『
情
け
を
か
け
る
と

そ
の
人
の
た
め
に
な
ら
な
い
か

ら
』
っ
て
い
う
意
味
じ
ゃ
な
い
で

す
よ
ね
。
情
け
を
か
け
る
と
そ
の

人
が
ま
た
他
の
人
に
情
け
を
か
け

る
。
ぐ
る
り
と
回
っ
て
、
結
局
、

自
分
た
ち
に
と
っ
て
も
い
い
こ
と

が
起
き
る
よ
と
い
う
の
が
、
本
来

の
『
情
け
は
人
の
た
め
な
ら
ず
』

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
っ
て
、
ま
さ
に
そ
う
い
う
こ
と

だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
」
と
興
味

深
く
説
明
し
た
。

●�

「
世
界
は
つ
な
が
っ
て
い
る
」

　

池
上
氏
は
ま
た
、
現
在
の
コ
ロ

ナ
禍
を
例
に
、
世
界
は
一
つ
で
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
七
の
目
標
の
三

番
目
に
『
す
べ
て
の
人
に
健
康
と

福
祉
を
』
っ
て
あ
り
ま
す
。
途
上

国
に
は
、
じ
つ
は
未
知
の
ウ
イ
ル

ス
、
様
々
な
病
原
体
と
い
う
の
も

あ
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
衛
生
状
態

が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い
と
、
そ

こ
で
広
が
っ
た
ウ
イ
ル
ス
が
あ
っ

と
い
う
間
に
日
本
ま
で
や
っ
て
来

て
、
私
た
ち
が
そ
の
未
知
の
ウ
イ

ル
ス
、
病
原
体
に
よ
っ
て
苦
し
む

こ
と
が
あ
る
わ
け
で
す
よ
ね
。『
す

べ
て
は
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
だ

よ
』
と
思
い
ま
す
ね
」
と
語
っ
た
。

●
「
や
れ
ば
で
き
る
」

　

さ
ら
に
、
こ
う
続
け
た
。「
と

り
わ
け
、
私
た
ち
が
世
界
全
体
の

こ
と
を
考
え
る
と
き
に
、
地
球
温

暖
化
、
い
わ
ゆ
る
気
候
変
動
と
い

裏話人気女性ライタートークラインだけの裏話

池上彰氏流SDGs 
説明ノウハウ
SDGsセミナーの池上彰氏の講演について
佐桑氏に教えていただきました。（美崎）

う
の
が
大
変
大
き
な
深
刻
な
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
ど
う

取
り
組
む
の
か
と
い
う
と
き
に
、

去
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
コ
ロ

ナ
で
様
々
仕
事
が
止
ま
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
で
し
ょ
。
工
場
が
止

ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
自
動
車
、
あ

る
い
は
飛
行
機
が
止
ま
っ
た
途
端
、

ど
う
で
す
か
、
世
界
中
で
海
が
き

れ
い
に
な
っ
た
り
、
空
気
が
き
れ

い
に
な
っ
た
り
し
ま
し
た
で
し
ょ
。

つ
ま
り
、
や
れ
ば
で
き
る
ん
で
す

よ
。
で
も
、
コ
ロ
ナ
で
み
ん
な
が

仕
事
を
や
め
た
か
ら
こ
う
な
っ
た

わ
け
で
、
こ
れ
は
持
続
可
能
で
は

な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、

私
た
ち
が
働
き
続
け
生
活
で
き
る

よ
う
な
持
続
可
能
、
維
持
し
な
が

ら
、
だ
け
ど
や
れ
ば
や
れ
る
ん

だ
っ
て
こ
と
を
、
私
た
ち
は
知
っ

た
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
」
と
ま

と
め
た
。
身
近
な
問
題
に
絡
め
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
説
明
す
る
と
い
う
、

池
上
彰
氏
の
説
明
ノ
ウ
ハ
ウ
、
新

た
な
観
点
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

（
詳
細
は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
デ
ィ
ア
参

照
）
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１　

発
信
活
動

　

私
は
早
期
退
職
後
、
教
育
情
報
の

発
信
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

そ
の
一
環
と
し
て Y

ouT
ube 

に

よ
る
教
育
情
報
の
発
信
活
動
も
行
っ

て
い
る
。

　

Y
ouT

ube 

は
無
料
で
動
画
を
視

聴
で
き
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
）
で
あ
る
。

　

こ
こ
最
近
、YouT

ube 

で
は
様
々

な
有
益
情
報
が
発
信
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

　

情
報
は
「
隠
し
持
つ
」
時
代
か
ら
、

「
公
開
す
る
」
時
代
へ
と
変
化
し
た
。

　

有
益
情
報
の
公
開
は
有
料
・
無
料

に
関
わ
ら
ず
、
社
会
貢
献
活
動
で
あ

る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

だ
い
た
。

　

ロ
グ
が
残
る
の
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
数
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
の

人
気
教
材
を
ラ
ン
キ
ン
グ
形
式
で
紹

介
し
よ
う
。

第
１
位�　

漢
字
ピ
ラ
ミ
ッ
ド　

六
八

七
回
・
Ｄ
Ｌ

　

ど
の
学
年
で
も
子
供
が
熱
狂
す
る

教
材
で
あ
る
。
漢
字
を
画
数
に
合
わ

せ
て
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
て
っ
ぺ
ん
よ
り

書
き
込
ん
で
い
く
教
材
。

第
２
位�　

三
年
外
国
語
活
動
ゲ
ー
ム

集
（U

nit1~U
nit3

）　

六

六
九
回
・
Ｄ
Ｌ

　

三
年
生
の
外
国
語
活
動
で
使
え
る

「
か
る
た
」「
双
六
」
な
ど
の
ゲ
ー
ム

を
紹
介
し
た
動
画
で
あ
る
。
ゲ
ー
ム

に
必
要
な
教
材
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
。
外
国
語
活
動
の
一
つ
の
パ
ー

ツ
と
し
て
活
用
で
き
る
。

第
３
位�　

教
室
掃
除
の
方
法
解
説
用

２　

人
気
教
材

　

私
の Y

ouT
ube 

チ
ャ
ン
ネ
ル
の

最
大
の
特
徴
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

教
材
を
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る

　
Y
ouT

ube 
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、

動
画
を
通
し
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
教
材

の
使
い
方
を
説
明
し
て
い
る
。

　

教
材
そ
の
も
の
は
、
チ
ャ
ン
ネ
ル

と
は
別
に
開
設
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ

う
に
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。

　

開
設
し
て
ま
だ
一
年
半
程
度
で
あ

る
が
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
先
生
方

か
ら
ア
ク
セ
ス
を
い
た
だ
き
、
教
材

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
実
行
し
て
い
た

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
活
用
し
た
社
会
貢
献
②

　無料
で
高
品
質
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
す
る
。

村む
ら

野の 

聡
さ
と
し

元
東
京
都
小
学
校
教
諭
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パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト　

五
六
二

回
・
Ｄ
Ｌ

　

教
室
掃
除
の
手
順
を
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
で
解
説
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
。
こ

れ
を
使
っ
て
子
供
に
指
導
す
れ
ば
、

掃
除
の
手
順
が
よ
く
理
解
で
き
る
。

　

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
学
級
の

実
態
に
応
じ
て
コ
ン
テ
ン
ツ
を
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
４
位�　

ロ
ー
マ
字
カ
ー
ド　

四
九

一
回
・
Ｄ
Ｌ

　

薄
い
ひ
ら
が
な
の
上
に
ロ
ー
マ
字

　

以
上
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
の
多
い

教
材
ベ
ス
ト
５
で
あ
る
。

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
教
材
以
外
に
も
、

動
画
で
授
業
の
紹
介
、
学
級
経
営
ワ

ザ
、お
す
す
め
図
書
、マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
な
ど
を
発
信
し
て
い
る
。

　

吉
田
高
志
氏
と
水
野
正
司
氏
と
の

コ
ラ
ボ
も
好
評
だ
。

　

現
場
の
先
生
方
に
役
立
つ
情
報
を

発
信
し
て
い
く
社
会
貢
献
活
動
を
、

今
後
、
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
。

を
配
置
し
て
い
る
、
ロ
ー
マ
字
習
得

に
有
効
な
カ
ー
ド
。
裏
面
は
ロ
ー
マ

字
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。

第
５
位�　

外
国
語
活
動
エ
ン
ド
レ
ス

双
六
（
三
年
・
四
年
）　

四

三
八
回
・
Ｄ
Ｌ

　

レ
ッ
ツ
ト
ラ
イ
１ U

nit1~U
nit3 

ま
で
の
エ
ン
ド
レ
ス
双
六
が
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
。
エ
ン
ド
レ
ス
双
六

と
は
「
あ
が
り
」
が
な
く
い
つ
ま
で

も
ぐ
る
ぐ
る
回
り
続
け
る
形
式
の
双

六
で
あ
る
。

『教育コミュニティ』とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年３月にリニューアル創刊し
た、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年４月号より、『教育トークライン』と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティWEB　11月号　▪CONTENTS▪
【連載】

１．TOSS社会貢献活動報告〈郵便教育〉…田丸義明
２．学校外でのビジネスマナー…田村純子（教育技術研究所）
３．TOSSサークルreturns…五十嵐勝義・大川雅也

【特別コンテンツ】
●�一大イベント「TOSSサマーセミナー」の様子を大公開‼
●�『新・向山洋一実物資料集』購読者セミナーについて教えま
す②‼（９月18日開催セミナー）

■教育コミュニティ
WEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス
　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、
　コメントを書き込むだけ！



全
国
の
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
紹
介

https://circle.toss-online.com
/
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共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！
　
授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

長野
県

TOSS「千」

長野県公立小学校

大
おお

川
かわ

 雅
まさ

也
や

連絡先：okawamasaya6@gmail.com

20代30代教師が集うサークル
　2013年に結成。代表の大川が勤務地を異動
したその先々（飯田、茅野、木曽、上田）で、
仲間と共に活動してきたサークルである。現
在、上田市周辺の20代30代教師が集い、Zoom
や会場でサークル例会を行っている。授業検
討、レポート検討、おすすめ実践発表の他、「初
任者質問タイム」も行っている。月に２度、
金曜夜７時または土曜日朝８時に開催。ご連
絡をお待ちしております。

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！
　
授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

富山県
合同サークル：サーティ＆グリーン　

富山県立ふるさと支援学校

五
いがらし

十嵐 勝
かつ

義
よし

連絡先：QGB03603@nifty.ne.jp

熱い２時間！ 実践発表１時間、企画検討１時間
　実践発表のサークル「サーティ」と、企画
検討のサークル「グリーン」を一緒に行って
いる。「サーティ」では、各自の現場での実践
資料を持ち寄り、情報を共有したり、検討し
たりしている。「グリーン」では県内で行う企
画・イベントの検討を行っている。県内サー
クルの代表は全員メンバーである。毎回、多
くの参加者がある。月２回の例会、20代の若
手からベテランまで、楽しく行っている。

最新セミナー情報
http://seminar.tos-online.com/

【お知らせ】
TOSSでは、このページでご紹介した以外にもたくさ
んのセミナーを全国で開催しています。
各セミナーの詳細・お申込みは「TOSS最新セミナー
情報」へ！
県別・月別・キーワード検索ができます。

（TOSS中央事務局　手塚美和）

11月
エネルギー教育シンポジウム・ 
最新環境教育セミナー・ 
産業金融教育シンポジウム

◆エネルギー教育シンポジウム熊本〈オンラインzoom〉
【開催日時】　11月６日（土）10：00 ～ 12：00
【講　　師】　谷 和樹・小森栄治
【参 加 費】　無料
【後　　援】　経済広報センター
【担 当 者】　佐藤泰弘　yasu6sato@gmail.com
【主な内容】
１）エネルギー教育模擬授業全国大会　ブロック予選会
２）講師特別授業（小森栄治・谷 和樹）
３）外部講師によるエネルギー特別講座

◆�第87回最新環境教育セミナー in名古屋〈オンライン
zoom〉

様々な日本企業の環境教育への取り組みについて、最新の環境テキス
トを活用しながら多様な指導法が模擬授業で提案されます。講師の講
評・解説により児童に環境教育を理解させるために必要な指導法をた
くさん学ぶことができます。
【開催日時】　11月７日（日）10：00 ～ 12：00�
【講　　師】　谷 和樹・井戸砂織
【参 加 費】　無料
【後　　援】　経済広報センター
【担 当 者】　田中直行　chokkou@gmail.com
【主な内容】
１）最新環境テキストを活用した実践模擬授業　４名
２）最新環境教育お役立ち教材・HP情報　谷和樹
３）特別支援を要する子への対応術の基本　井戸砂織

４）GIGAスクール構想を現場で推進していくためのポイント　谷和樹
５）協働的な学びに繋がる授業改善のコツ　井戸砂織
６）�SDGsにも対応！最新テーマを授業化！�

谷和樹氏による基調提案授業　谷和樹
７）ご挨拶　TOSS最高顧問　向山洋一（予定）

◆�第67回産業金融教育シンポジウムin岡山〈オンライン
zoom〉

金融テキストを活用し知的におもしろく、銀行・株式などについて模
擬授業を行い、金融教育の多様な指導法が提案されます。体験活動や
話し合い活動など、金融教育を理解させるために必要な指導法を講師
の講評・解説からたくさん学ぶことができます。
【開催日時】　11月28日（日）10：00 ～ 12：00�
【講　　師】　谷 和樹・林 健広
【参 加 費】　無料
【後　　援】　経済広報センター
【担 当 者】　田中直行　chokkou@gmail.com
【主な内容】
１）金融テキストを活用した実践模擬授業　４名
２）最新金融教育お役立ち教材・HP情報　谷和樹
３）特別支援を要する子への対応術の基本　林健広
４）GIGAスクール構想を現場で推進していくためのポイント　谷和樹
５）協働的な学びに繋がる授業改善のコツ　林健広
６）�SDGsにも対応！最新テーマを授業化！�

谷和樹氏による基調提案授業　谷和樹
７）ご挨拶　TOSS最高顧問　向山洋一（予定）
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向
山
日
記

八
月
三
日
㈫	

か
ん
ち
ゃ
ん
に
本
を
読
む
。

八
月
四
日
㈬	

板
倉
先
生
、
師
尾
先
生
、
向
山

の
三
人
会
。
木
曽
路
。「
書
く
」
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
板
さ
ん
た
ち
と
語
っ
た
。

八
月
五
日
㈭	
午
前
中
は
、
理
学
療
法
士
さ
ん

と
リ
ハ
ビ
リ
。
本
屋
で
た
く
さ
ん
買
う
。

八
月
六
日
㈮	
銀
行
と
打
ち
合
わ
せ
。
そ
の
後
、

歯
医
者
。

八
月
七
日
㈯	

ア
ネ
ッ
ク
ス
一
階
か
ら
、
オ
ン

ラ
イ
ン
新
・
向
山
洋
一
実
物
資
料
集
の
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
。

　

向
山
が
実
践
し
て
き
た
資
料
の
中
か
ら
、
ま

だ
未
発
表
の
資
料
を
編
集
し
た
。

　

谷
先
生
は
じ
め
有
段
者
が
解
説
し
て
く
れ
た
。

読
む
の
も
大
変
だ
け
ど
、
書
く
の
は
も
っ
と

大
変
だ
。

八
月
十
二
日
㈭	

午
前
中
、
聖
路
加
病
院
で
定

期
健
診
。
夜
、
中
央
事
務
局
会
議
。

八
月
十
三
日
㈮	

堀
田
先
生
た
ち
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
十
月
に
延
期
。

八
月
十
四
日
㈯	

か
ん
ち
ゃ
ん
、
恵
理
子
と

「
亀
七
」
で
昼
食
。

八
月
十
八
日
㈬	

東
京
タ
ワ
ー
下
の
店
で
食
事
。

『
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』
九
月
号
を
読
む
。

非
常
に
面
白
か
っ
た
。

八
月
十
九
日
㈭	

ア
ネ
ッ
ク
ス
一
階
で
、
税
理

士
の
先
生
と
東
京
教
育
技
術
研
究
所
の
決
算

報
告
。
そ
の
後
、「
木
曽
路
」。

八
月
二
十
日
㈮	

ア
ネ
ッ
ク
ス
二
階
か
ら
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
学
芸
み
ら
い
社
の
役
員
会
に
出
席
。

八
月
二
二
日
㈰	

テ
レ
ビ
で
将
棋
を
観
戦
。
昼

食
、
ケ
ニ
ア
大
使
館
そ
ば
の
店
。

八
月
二
四
日
㈫	

孫
の
か
ん
ち
ゃ
ん
の
誕
生
日
。

八
月
二
五
日
㈬	

ア
ネ
ッ
ク
ス
一
階
で
、
今
月

の
一
言
収
録
。
学
校
で
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
話
す
。

　

そ
の
後
、
パ
ス
ポ
ー
ト
用
の
写
真
を
、
研
究

所
か
ら
歩
い
て
三
分
の
ス
タ
ジ
オ
で
撮
影
。

八
月
二
八
日
㈯	

ア
ネ
ッ
ク
ス
一
階
か
ら
、
オ

ン
ラ
イ
ン
広
島
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
挨
拶
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
（
法
則
化
）
で
は
、
二
〇
年
前
か

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
回
で
一
六
三
回
と
な
っ
た
。

八
月
二
九
日
㈰	
ア
ネ
ッ
ク
ス
一
階
か
ら
、
オ

ン
ラ
イ
ン
向
山
型
国
語
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
。

第
三
講
座
か
ら
介
入
す
る
。

八
月
三
一
日
㈫	

夕
方
か
ら
、
ア
ネ
ッ
ク
ス
一

階
で
向
山
塾
わ
い
わ
い
に
参
加
す
る
。
オ
ン

ラ
イ
ン
飲
み
会
。

谷
日
記

八
月
七
日
㈯	

『
新
・
向
山
洋
一
実
物
資
料
集
』

の
プ
レ
セ
ミ
ナ
ー
。
予
約
購
入
者
は
無
料
。

ま
さ
に
世
紀
の
資
料
集
で
あ
る
。
そ
の
一
部

が
公
開
さ
れ
期
待
が
高
ま
る
。
終
了
後
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
兵
庫
合
宿
に
参
加
。

八
月
八
日
㈰	

兵
庫
の
英
語
セ
ミ
ナ
ー
に
オ
ン

ラ
イ
ン
登
壇
。
ほ
と
ん
ど
英
語
で
コ
メ
ン
ト
す

る
。
例
年
な
ら
リ
ア
ル
な
合
宿
だ
。
来
年
こ

そ
は
懐
か
し
い
兵
庫
の
地
を
訪
問
で
き
る
の
か
。

八
月
九
日
㈪	

群
馬
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
セ
ミ
ナ
ー
。

高
崎
会
場
か
ら
。
様
々
な
配
慮
が
必
要
な
中
、

事
務
局
の
先
生
方
の
努
力
に
頭
が
下
が
る
。

リ
ア
ル
会
場
の
感
覚
は
や
は
り
違
う
。

八
月
十
五
日
㈰	

椿
原
氏
と
私
の
弟
子
の
鈴
木

が
高
校
生
に
入
試
問
題
を
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
。

椿
原
氏
に
感
謝
。
終
了
後
、
私
も
代
案
発
信
。

八
月
十
八
日
㈬	

玉
川
大
学
の
通
信
の
ス
ク
ー

リ
ン
グ
が
始
ま
る
。
長
丁
場
だ
が
こ
れ
も
大
切

な
仕
事
だ
。
六
日
間
、
す
べ
て
対
面
リ
ア
ル
で
。

八
月
二
八
日
㈯	

エ
ネ
ル
ギ
ー
広
島
。
オ
ン
ラ

イ
ン
。
三
三
一
名
。
山
本
隆
三
氏
の
講
演
、
中

国
地
方
の
先
生
方
の
授
業
、
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

八
月
二
九
日
㈰	

向
山
型
国
語
セ
ミ
ナ
ー
。
オ

ン
ラ
イ
ン
。
三
〇
〇
名
以
上
。
長
谷
川
氏
と

谷
の
対
談
に
向
山
氏
が
入
っ
て
下
さ
り
大
興
奮
。

向山・谷日記
2021年8月
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先生の仕事って楽しい！
学校が快適になる「仕事術」特集

谷　和樹　赤塚邦彦　堂前直人　　太田政男
奥田嚴文　許　鍾萬　小松和重　　小嶋悠紀
上木信弘　河田孝文　吉原尚寛　　川原雅樹
木村重夫　桑原和彦　長谷川博之　松﨑　力
林　健広　松島博昭　塩谷直大

教育トークライン：第539号
編集人：向山洋一
編集：谷和樹（編集長）、長谷川博之（副編集長）、
　　　手塚美和、小嶋悠紀、松島博昭、塩谷直大
　　　板倉弘幸（校正）、田村純子（編集実務）
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DTP：株式会社　明昌堂

サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ ３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

TOSS 教師に聞く！
Ｑ＆Ａ「植物の観察カード
の指導」

本
ま
で

は３か月限定公開です！

像
は、
に
す！

読解力を身に付けられる教材読解力を身に付けられる教材

編
集
後
記	

▼
本
誌
九
頁
、
向
山
氏
が
現
代
版
文
章
修
業

法
を
述
べ
て
い
ま
す
。『
ネ
バ
ー　

ネ
バ
ー　

ネ
バ
ー　

ギ
ブ
ア
ッ
プ
！
』
ふ
と
思
い
出
し

た
向
山
氏
の
言
葉
は
『
脳
の
革
命
』
の
永
田

勝
太
郎
氏
に
学
ん
だ
そ
う
で
す
。
永
田
氏
は

脳
に
資
源
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
そ
れ
を

活
性
化
さ
せ
る
の
だ
と
語
っ
て
い
ま
す
。
道

を
切
り
開
く
姿
勢
を
学
び
ま
し
た
。（
手
塚
）

▼
「
授
業
に
は
腕
の
良
し
あ
し
が
あ
る
」
こ

れ
が
現
場
レ
ベ
ル
で
非
常
に
薄
ら
い
で
い
ま

す
。「
ど
の
先
生
も
す
ば
ら
し
い
先
生
。
大
切

な
の
は
授
業
展
開
」
と
い
う
発
想
で
す
。
正

し
い
点
も
あ
り
ま
す
が
、
授
業
の
腕
に
は
明

確
に
良
し
あ
し
が
あ
り
ま
す
。
腕
を
磨
い
た

上
で
の
授
業
展
開
の
妙
が
際
立
つ
の
で
す
。

本
号
は
、
新
卒
〜
二
〇
代
の
先
生
方
に
く
ま

な
く
読
ん
で
ほ
し
い
で
す
。（
小
嶋
）

▼
「
教
育
界
に
創
っ
て
き
た
も
の
」
で
戸
井
和

彦
氏
が
「
食
卓
教
育
の
重
要
性
」
を
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。
二
〇
年
以
上
前
に
さ
れ
た
問
題

提
起
で
、
向
山
氏
の
先
見
の
明
に
驚
き
で
す
。

「
子
供
の
成
長
」
と
い
う
そ
れ
ま
で
に
は
な
い

視
点
か
ら
、
食
卓
教
育
の
大
切
さ
を
主
張
し

て
い
ま
す
。
出
典
と
思
わ
れ
る
医
事
論
集
は

一
宮
の
資
料
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。（
板
倉
）
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タイアップ企画

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。

アルファベットスキル�
（音声CD付）
特別価格　330円�
（税込・定価350円＋500円のところ）
特典：特別価格＋音声CDプレゼント
パスワード：i9lwe5

学習テ�ンプレート／�
トレースくん（セット）

特別価格　9,500円
（税込・定価：10,500円のところ）
特典：セットでの特別価格
パスワード：drighf

教育技術
研究所

『教育トー
ク

ライン』＆＆

12月号
で紹介！

一筆箋（同種3冊セット）
特別価格　490円
（税込・定価：600円のところ）
特典：�同種3冊セットでの特別価格
パスワード：phnsby

10月号
で紹介！

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2021年９月15日～12月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

お申込み先

とってもお得な

今月のご紹介教材

　タブレット活用は、「手に取る」ことか
ら始まる。子供たちにも、教師自身にも、
タブレット端末を手に取りやすい環境をつ
くることが大切だ。教室の環境面しかり、
システム面しかりである。
　とはいえ、アナログな世界の魅力も忘れ
たくない。ゆえに「読書」を大切にしてい
る。シーンとした静寂が心地よい。

↑教室後方のロッカー。
タブレットを机にしまわせたいので、教科書類をロッカー
にしまうようにさせている。休み時間に準備をするように
していれば、教科書が机の中になくても困らない。写真の
空いているところには、ふだん、ランドセルが収納されて
いる。

愛知県名古屋市立浮野小学校 堂
どう

前
まえ

 直
なお

人
と

教室の
風景

↑タブレットの保管庫。
教室の前面に設置されている。毎朝、連絡帳を書き終えた子から、
タブレットを取りに行く。しまう順番を指定していないので、手前
のものから取り、持ち主に配ってくれている。取り出すのも片付け
るのも、所要時間は２分くらい。特に負担感もない。

↑教室の本棚。
デジタル媒体が注目されているが、アナログな媒体も必要である。毎朝、
「読書」の時間を取り入れている。クラスには様々な子がいるので、低
学年向きのものから高学年向きのものまで、学年にこだわらずに置いて
いる。司書の先生に協力してもらい、時期や学習内容に合った本を入れ
替えながら置いておく。やはり、人気があるのは、学習漫画。

↑教室で使用している教師用のタブレットPC。
デジタル教科書も、算数、理科、社会、外国語と可能な範囲で
導入している。子供たちの学習のデジタル化と同時に、教師の
指導のデジタル化も必須である。使用せずとも授業はできるが、
多少不慣れでも使ってみることで分かってくることも多い。

教育のデジタル化が進んでいる。教室もそれに合
わせたアップデートが必要だ。まずは、タブレット。
毎日パッと活用できるように、意識して教室を整
備している。
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TOSS代表
向山  洋一

TOSS代表代行
谷   和樹

TOSS 会員様限定の当企画（『日本教育新聞縮刷版』＋『日本教育新聞』1年分）について

子どもも教師も楽しくなる「教えるワザ」12 ヶ月

監修：TOSS 代表代行　谷  和樹

『日本教育新聞』は 2020 年 4 月より、
TOSS の教育技術や全国の活動を紹介す
る“子どもも教師も楽しくなる「教える
ワザ」１２ヶ月”を開始しました。
皆様の活動が全国の教育関係者に広が
るような連載を１２回にわたって掲載し
てまいります。ぜひご覧ください。

『日本教育新聞』８月 10・17日付け掲載より
「第５回 会話の楽しさをどの子も実感できる『TOSS型外国語指導法』とは」

※代金は消費税・送料別になります
※新聞本紙に送料はかかりません
※送料、振り込み手数料は、お客様のご負担でお願いします
※落丁、乱丁等がございましたら、返品・交換をいたします

FAX申込書

30,000

下記のお申込み用紙に必要事項をご記入の上、FAXにてご送付ください

「
そ
の
ま
ま
授
業
を
す
る
だ

け
で
子
ど
も
が
熱
中
す
る
」
と

評
判
の
授
業
フ
ァ
イ
ル
で
す
。

令
和
２
年
度
の
国
語
新
教
科

書
に
対
応
し
て
い
て
、
コ
ロ
ナ

禍
で
授
業
研
究
に
手
が
回
ら
な

い
先
生
方
に
必
須
の
ア
イ
テ

ム
。
フ
ァ
イ
ル
を
研
究
し
、
更

に
深
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

フ
ァ
イ
ル
は
全
て
「
概
要
」↓

「
時
間
経
過
を
明
記
し
た
全
発

問
」↓「
発
展
・
参
考
」
の
構
造
。

・
光
村
図
書
11
フ
ァ
イ
ル

・
教
育
出
版
７
フ
ァ
イ
ル

・
東
京
書
籍
9
フ
ァ
イ
ル

※

そ
れ
ぞ
れ
１
〜
６
年
の
授
業

が
揃
っ
て
い
ま
す
。

■
１
フ
ァ
イ
ル
４
０
０
円
（
税
込
）

９
月
に
は
２
学
期
用
が
発
売

予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

教
育
技
術
研
究
所

０
１
２
０
・
０
０
・
６
５
・
６
４

https://www.tiotoss.jp/ 
今
月
の
教
材
紹
介

今
月
の
教
材
紹
介

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
外
国
語

指
導
は
、
英
語
で
会
話

す
る
楽
し
さ
を
実
感
で

き
る
指
導
法
で
あ
る
。

「
６
年
生
に
な
り
、

私
は
こ
れ
ま
で
と
は
比

べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ

ど
た
く
さ
ん
の
英
語
を

話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。（
中
略
）
英
語

で
話
せ
る
種
類
が
増
え

る
と
、
昨
年
ま
で
あ
っ

た
『
も
ど
か
し
さ
』
も

す
っ
か
り
無
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。『
も
ど
か

し
さ
』
と
い
う
の
は
、

本
当
に
言
い
た
い
こ
と

が
あ
る
け
れ
ど
、
英
語

で
何
と
言
っ
て
い
い
か

わ
か
ら
な
い
、
と
い
う

も
ど
か
し
さ
で
す
。
今

で
は
言
い
た
い
放
題
で

す
。
英
語
は
と
て
も
楽

し
い
の
だ
と
気
づ
き
ま

し
た
。
今
は
、
将
来
の

夢
に
つ
い
て
話
し
て
い

ま
す
。
相
手
に
よ
っ
て

会
話
の
内
容
や
話
し
方

が
変
わ
る
の
で
、
色
ん

な
人
と
話
す
と
楽
し
い

で
す
。」
６
年
生
の
子

ど
も
が
12
月
に
書
い
た

作
文
だ
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
外
国
語

指
導
は
、
一
言
で
言
う

と
、「
状
況
設
定
付
き

聞
き
話
す
同
時
指
導
」

で
あ
る
。
新
学
習
指
導

要
領
で
強
調
さ
れ
て
い

る
「
場
面
設
定
」
や
「
や

り
取
り
」
を
重
視
す
る

指
導
。
そ
れ
を
20
年
前

か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
実
践

し
て
き
た
。
英
語
を
楽

し
く
話
す
子
ど
も
の
事

実
を
つ
く
っ
て
き
た
。

６
年
生
に
「
将
来
の

夢
」
と
い
う
授
業
を
し

た
。「
サ
ッ
カ
ー
選
手
に

な
り
た
い
理
由
」
と
し

て
、
以
下
の
内
容
が
次
々

と
子
ど
も
た
ち
か
ら
出

さ
れ
た
。

A
: W

h
at d

o
 yo

u
 

w
ant to be?

B
: I 

w
ant to be a soccer 

player.
A: W

hy?
B: Because  

①I like soccer. 

②I w
a
n
t a

g
o
ld

 
m
edal. 

③S
occer is very 

exciting. 

④I h
ave

 so
cce

r
techniques. 

⑤I’ m
 good at 

soccer. 

⑥I can play soccer. 

⑦M
y favorite player 

is 

〜.

⑧Soccer player is a
hero for m

e. 

⑨ I practice soccer.

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
内
容

を
「D

o you like

〜?

」

「C
an you play

〜?

」

「W
ho is your

favorite

〜?

」
の
よ
う
に
既
習
の

疑
問
文
に
変
え
、
や
り
取

り
を
長
く
続
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
５
分
間
で
平
均

約
25
往
復
。
ス
ピ
ー
ド
の

速
い
子
で
50
往
復
の
会
話

が
続
く
。

毎
時
間
、
状
況
設
定
を

す
る
。「
変
化
の
あ
る
繰

り
返
し
」
で
練
習
す
る
。

そ
う
し
て
目
標
の
会
話
を

そ
の
時
間
の
中
で
言
え
る

よ
う
に
し
て
い
く
。
一
時

間
毎
に
、
言
え
る
対
話
が

増
え
て
い
く
。
そ
の
対
話

を
つ
な
ぐ
。
や
り
取
り
が

長
続
き
す
る
。

一
時
間
の
発
話
量
は
と

て
も
多
い
。
子
ど
も
が
考

え
た
会
話
の
つ
な
げ
方
の

工
夫
を
、
教
師
は
取
り
上

げ
て
褒
め
る
。

「
型
通
り
」
の
会
話
か
ら
、

徐
々
に
言
い
た
い
こ
と
を

自
由
に
話
せ
る
子
ど
も
が

育
つ
。

監修：TOSS 代表代行　谷  和樹

子どもも教師も楽しくなる「教えるワザ」12 ヶ月
第 5回

TOSS
Sunny

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
関
西
事
務

局
で
は
、「
向
山
行
雄
塾
」

を
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

第
七
回
目
を
迎
え
た
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
コ
ロ

ナ
禍
後
に
各
学
校
は
何

を
ど
の
よ
う
に
迎
え
る

か
」。有事

の
際
に
ど
の
よ

う
に
学
校
を
守
る
か
。

こ
れ
に
は
、
学
校
長
は

も
と
よ
り
教
務
の
危
機

管
理
能
力
が
試
さ
れ
る
。

向
山
行
雄
氏
が
全
国
連

合
小
学
校
長
会
会
長
在

任
中
に
、
東
日
本
大
震

災
が
起
き
た
。
そ
の
直
後

の
向
山
氏
の
判
断
と
行
動

は
速
か
っ
た
。
校
外
学
習

の
移
動
中
に
、
携
帯
電
話

で
各
方
面
に
指
示
を
出
し

た
と
伺
っ
た
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
感
染
対

策
で
は
、
向
山
氏
は
、
次

の
基
本
方
針
を
示
し
た
。

新
し
い
生
活
様
式
を
踏

ま
え
た
学
校
運
営
モ
デ
ル

を
各
学
校
で
構
築
せ
よ

こ
の
時
期
に
最
も
重
要

な
提
案
を
、
参
加
者
は
い

ち
早
く
具
体
的
な
形
で
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

<m
izohata.tatsuya@

to
ss2.com

>

溝
端
達
也

日本教育新聞 縮刷版令和２年版令和２年版
【縮刷版の特長】

◆義務教育の大転換期がこの一冊に
◆学校種ごとの教育課程経営がわかる
◆教科・領域の参考実践を収録
◆PTAの学習・研修活動に最適

『日本教育新聞』創刊75周年を記念し、縮刷版をご購入いただいた方に、『日本教育新聞』本紙
を1年間無料でお届けする特別企画を実施中！ この機会にぜひご利用ください。

毎週発行・配送！

（年間購読料（税込）33,000円→１年間無料）

※画像は令和元年版です。

※画像は令和元年版です。

※全国学校図書館協議会 選定図書（申請中）

30,000 円
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研
究
に
手
が
回
ら
な

い
先
生
方
に
必
須
の
ア
イ
テ

ム
。
フ
ァ
イ
ル
を
研
究
し
、
更

に
深
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

フ
ァ
イ
ル
は
全
て
「
概
要
」↓

「
時
間
経
過
を
明
記
し
た
全
発

問
」↓「
発
展
・
参
考
」
の
構
造
。

・
光
村
図
書
11
フ
ァ
イ
ル

・
教
育
出
版
７
フ
ァ
イ
ル

・
東
京
書
籍
9
フ
ァ
イ
ル

※

そ
れ
ぞ
れ
１
〜
６
年
の
授
業

が
揃
っ
て
い
ま
す
。

■
１
フ
ァ
イ
ル
４
０
０
円
（
税
込
）

９
月
に
は
２
学
期
用
が
発
売

予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

教
育
技
術
研
究
所

０
１
２
０
・
０
０
・
６
５
・
６
４

https://www.tiotoss.jp/ 

今
月
の
教
材
紹
介

今
月
の
教
材
紹
介

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
外
国
語

指
導
は
、
英
語
で
会
話

す
る
楽
し
さ
を
実
感
で

き
る
指
導
法
で
あ
る
。

「
６
年
生
に
な
り
、

私
は
こ
れ
ま
で
と
は
比

べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ

ど
た
く
さ
ん
の
英
語
を

話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。（
中
略
）
英
語

で
話
せ
る
種
類
が
増
え

る
と
、
昨
年
ま
で
あ
っ

た
『
も
ど
か
し
さ
』
も

す
っ
か
り
無
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。『
も
ど
か

し
さ
』
と
い
う
の
は
、

本
当
に
言
い
た
い
こ
と

が
あ
る
け
れ
ど
、
英
語

で
何
と
言
っ
て
い
い
か

わ
か
ら
な
い
、
と
い
う

も
ど
か
し
さ
で
す
。
今

で
は
言
い
た
い
放
題
で

す
。
英
語
は
と
て
も
楽

し
い
の
だ
と
気
づ
き
ま

し
た
。
今
は
、
将
来
の

夢
に
つ
い
て
話
し
て
い

ま
す
。
相
手
に
よ
っ
て

会
話
の
内
容
や
話
し
方

が
変
わ
る
の
で
、
色
ん

な
人
と
話
す
と
楽
し
い

で
す
。」
６
年
生
の
子

ど
も
が
12
月
に
書
い
た

作
文
だ
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
外
国
語

指
導
は
、
一
言
で
言
う

と
、「
状
況
設
定
付
き

聞
き
話
す
同
時
指
導
」

で
あ
る
。
新
学
習
指
導

要
領
で
強
調
さ
れ
て
い

る
「
場
面
設
定
」
や
「
や

り
取
り
」
を
重
視
す
る

指
導
。
そ
れ
を
20
年
前

か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
実
践

し
て
き
た
。
英
語
を
楽

し
く
話
す
子
ど
も
の
事

実
を
つ
く
っ
て
き
た
。

６
年
生
に
「
将
来
の

夢
」
と
い
う
授
業
を
し

た
。「
サ
ッ
カ
ー
選
手
に

な
り
た
い
理
由
」
と
し

て
、
以
下
の
内
容
が
次
々

と
子
ど
も
た
ち
か
ら
出

さ
れ
た
。

A
: W

h
at d

o
 yo

u
 

w
ant to be?

B
: I 

w
ant to be a soccer 

player.
A: W

hy?
B: Because  

①I like soccer. 

②I w
a
n
t a

g
o
ld

 
m
edal. 

③S
occer is very 

exciting. 

④I h
ave

 so
cce

r
techniques. 

⑤I’ m
 good at 

soccer. 

⑥I can play soccer. 

⑦M
y favorite player 

is 

〜.

⑧Soccer player is a
hero for m

e. 

⑨ I practice soccer.

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
内
容

を
「D

o you like

〜?

」

「C
an you play

〜?

」

「W
ho is your

favorite

〜?

」
の
よ
う
に
既
習
の

疑
問
文
に
変
え
、
や
り
取

り
を
長
く
続
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
５
分
間
で
平
均

約
25
往
復
。
ス
ピ
ー
ド
の

速
い
子
で
50
往
復
の
会
話

が
続
く
。

毎
時
間
、
状
況
設
定
を

す
る
。「
変
化
の
あ
る
繰

り
返
し
」
で
練
習
す
る
。

そ
う
し
て
目
標
の
会
話
を

そ
の
時
間
の
中
で
言
え
る

よ
う
に
し
て
い
く
。
一
時

間
毎
に
、
言
え
る
対
話
が

増
え
て
い
く
。
そ
の
対
話

を
つ
な
ぐ
。
や
り
取
り
が

長
続
き
す
る
。

一
時
間
の
発
話
量
は
と

て
も
多
い
。
子
ど
も
が
考

え
た
会
話
の
つ
な
げ
方
の

工
夫
を
、
教
師
は
取
り
上

げ
て
褒
め
る
。

「
型
通
り
」
の
会
話
か
ら
、

徐
々
に
言
い
た
い
こ
と
を

自
由
に
話
せ
る
子
ど
も
が

育
つ
。

監修：TOSS 代表代行　谷  和樹

子どもも教師も楽しくなる「教えるワザ」12 ヶ月
第 5回

TOSS
Sunny

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
関
西
事
務

局
で
は
、「
向
山
行
雄
塾
」

を
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

第
七
回
目
を
迎
え
た
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
コ
ロ

ナ
禍
後
に
各
学
校
は
何

を
ど
の
よ
う
に
迎
え
る

か
」。有事

の
際
に
ど
の
よ

う
に
学
校
を
守
る
か
。

こ
れ
に
は
、
学
校
長
は

も
と
よ
り
教
務
の
危
機

管
理
能
力
が
試
さ
れ
る
。

向
山
行
雄
氏
が
全
国
連

合
小
学
校
長
会
会
長
在

任
中
に
、
東
日
本
大
震

災
が
起
き
た
。
そ
の
直
後

の
向
山
氏
の
判
断
と
行
動

は
速
か
っ
た
。
校
外
学
習

の
移
動
中
に
、
携
帯
電
話

で
各
方
面
に
指
示
を
出
し

た
と
伺
っ
た
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
感
染
対

策
で
は
、
向
山
氏
は
、
次

の
基
本
方
針
を
示
し
た
。

新
し
い
生
活
様
式
を
踏

ま
え
た
学
校
運
営
モ
デ
ル

を
各
学
校
で
構
築
せ
よ

こ
の
時
期
に
最
も
重
要

な
提
案
を
、
参
加
者
は
い

ち
早
く
具
体
的
な
形
で
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

<m
izohata.tatsuya@

to
ss2.com

>

溝
端
達
也

令
和
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２
１

特
集
・「
授
業
の
腕
を
上
げ
る
」実
践
的
処
方
箋

かるた」
の問題だった」

すべての子供の学力を保障する

教育 11
2021

No.539
November

教育技術研究所

特集

令和3年10月15日発行（毎月1回15日発行）第539号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育・・・安原昭博
プロが教える“教室でできる作業療法”・・・福田恵美子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
酒井式絵画指導

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語　「かん字のはなし」　　 算数　「ひきざん（減々法）」
小学2年　国語　「かたかな集め」　　　 算数　「図形の定義」
小学3年　国語　「すがたをかえる大豆」 算数　「かけ算のひっ算」
小学4年　国語　「世界にほこる和紙」　 算数　「局面の限定」
小学5年　国語　「『春暁』を読む」　　  算数　「平均」
小学6年　国語　「『鳥獣戯画』を読む」  算数　「比例の利用」

中学校の授業実践
美術　「授業へのやる気を上げる西洋絵画かるた」
社会　「単語を書けない生徒は書く以前の問題だった」

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

「授業の腕を上げる」
実践的処方箋

どうしてあの先生は子供たちに人気なの？

小さい秋みつけた！
子供たちの笑顔のために
授業の腕を上げる！
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